
    
      



    

  



























    
      ＭＦ文庫Ｊ

ドラゴンブラッド２

伊上円



    

  
    
      口絵・本文イラスト●一葉モカ



    

  
    
      目次



第一章　灰色の転入生

第二章　不可思議な兄妹

第三章　気まずい買い物と波乱の兆し

第四章　ぶつかり合う思い

第五章　悲しみを穿つ雷

エピローグ



    

  
    
      


第一章　灰色の転入生



　六月中旬。緑ろく杉すぎ町ちよう。自宅にて。

　俺おれこと天あま音ね櫛ぐし秋あき良らは、雲一つ無い爽さわやかな朝に、何な故ぜか苦戦を強しいられていた。

　この戦いは一ヶ月の間に毎朝起こっていたりする。それが自分との戦いだというのであれば、単に自分が気力を振り絞ればいいだけの話なのだが、これに関してはそうもいかない。何故なら、この戦いには、俺が学校に遅刻するか否かが掛かっているからだ。

　そしてその戦いの相手とは――

「いい加減に起きろっつってんだろうがこの寝ぼすけが」

「んんぁー……、やーぁ、ですよぉう。まだあたしはぁ眠いですぅ」

　こいつ、一ヶ月前から俺の家に居候して、ソファーを寝床にしている少女――全うつ無なし壊かい世ぜである。

「朝食ができたんだよ！　冷めるだろうが！　勿もつ体たい無ないだろうが」

「アキちゃん、何か、お母さんみたいです……」

　癖くせのある黒髪だけを毛布から覗のぞかせ、残りを毛布の中に潜らせながら、壊かい世ぜはもごもごと失礼なことを言う。

「アキちゃんがお母さんならぁ、あたしはお父さん……？」

「俺おれは女じゃねぇしお前は男じゃねぇし」

　さっきから俺は毛布を引っ張っているのだが、壊世は異様な怪力を発揮して、毛布を押さえている。正直、このままでは毛布の方が先に破れそうである。

「そんな力が出せるならさっさと起きろってーの！　どんだけ寝れば気が済むんだよ！」

「んぁ、じゃあ、あと五時間……」

「じゃあ!?　五時間!?」

「昨日遅くまでゲームしてたから、まだ眠いですよぅ」

「自業自得だ。俺はお前のそういう崩れた生活リズムがムカつくからこうして規則正しい時間に起きて飯食うように促うながしてんだろうがよ」

「いつも感謝してますぅ」

「なら起きろ」

「…………ぐぅ」

「寝るなぁ!!」

「でもでもぉ、アキちゃんが学校行った後は、また寝ちゃう気がするんで、このままでもいいんじゃないですかねぇ？」

「良くない！　さっさと起きて顔洗って着替えてこい！」

「んむー、解わかりましたよぅ、アキちゃんてば、朝から強引なんですからぁ」

　聞きようによっては誤解を生じかねない言葉を呟つぶやきつつ、壊世はようやく毛布から出てくる。

　癖のある短めの黒髪に、整い過ぎて人形みたいな顔。眠いのか、いつも以上に垂れているものの、深淵のような暗さを映す双そう眸ぼうが顕あらわになる。この一ヶ月で既に慣れたその顔に、俺はようやく今朝の戦いが終わったと安あん堵どして――

「うんせ」

「――は？」

　毛布をどかした壊世の姿が、下半身は男物の下着一枚（確実に俺の）で、上半身が裸であるという現実にぶつかった。

「んんぃー……と。あぇ？　どったですかねアキちゃん。顔真っ赤にして？」

「お、お、おま……っ！」

　壊世が伸びをしたのに合わせ揺れる、女性に特有の胸部の大きな膨らみに目を奪われ混乱し、真っ当な言語が喉のどから出てこない。

「んむ？　アキちゃん壊れちゃいましたかね？　叩たたけば直るですかね？」

「何つー格好で寝てんだお前は――――――――――!!!」

「あびゃっ」

　てんで気にした様子を見せない壊かい世ぜの言葉に若干の正気を取り戻した俺おれは、近所迷惑を考える余裕も無く大声を上げつつ、壊世の頭を思いっきりひっぱたいていた。

　ともあれ――『超能力事件ケースＰ』から一ヶ月。悪あく魔まの眷けん属ぞくである天あま音ね櫛ぐし秋あき良らと、殺人鬼である全うつ無なし壊世の毎朝は、殆ほとんどこんな感じなのだった。



「ですからー、最近めっきり暑くなったじゃねーですか。そんなわけで、あたしは快適な睡眠を取るために半裸で寝てただけですよぅ」

　半裸の壊世に半ば無む理り矢や理りジャージを着せ、ようやく落ち着いた後で、俺達たちは朝食の席に着いていた。

「お前に常識は期待しない。だがなぁ、価値観に関しては世間一般大多数に合わせてもらわねぇと、俺が困るんだっつーの。この説明、この一ヶ月で何度してると思ってんだ」

「そんな細かいこと、あたしが覚えられるわけねーじゃねぇですか」

「自慢げに胸を張るな」

「張るのが駄目なら揉もみます？」

「何言ってんだよ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「アキちゃんはこういうのに耐性無いですよねー。年とし頃ごろの女子だったら、もっと生々しい会話してることもあるらしいですよ？」

「知りたくねぇし」

　女性に幻想を抱く気は無いが、それにしたってこいつは男である俺おれに対してもオープン過ぎて困る。いや、今回のことに関しては、俺にも問題はあるかもしれない。

「そうだよなぁ。やっぱ下着は必要だよなぁ」

「むぃ？」

　箸はしで飯を口に運んだ姿勢で止まる壊かい世ぜを見る。俺のものである黒のジャージは、体格や背丈の差もあり、壊世には大き過ぎて袖そでも裾すそも余っている。しかし、壊世自身がこういったぶかぶかの服装を「丁ちよう度どいい」と言っているし、何よりこいつを外に出すこと自体していなかったため、サイズの合わないジャージばかりを貸していた。しかもこいつ、服に関しては、白いコートとＴシャツ、下着の上下を一着ずつしか持っていないため、他ほかは全すべて俺のもので間に合わせていた。

　そう、一ヶ月間も。

　一ヶ月も洗濯しているというのに、俺はその事実に今まで気付いていなかった。いや、気付いた時もあるだろうが、その度たびに「また今度」と先送りにしていたのだろう。

　その怠たい慢まんの結果が――今朝の壊世の半裸なのだ。

　つまり、あれは俺が招いた不幸ということだ。

「どしたですかねアキちゃん？　いきなり頭抱えてブツブツ呟つぶやき始めて。電波きてるんですか？」

　いやだって、問題は壊世の下着だぞ？

　つまりは、俺が女物の下着を買いに行かなくちゃいけないんだぞ？

　そりゃ先送りにするよ！　男一人でランジェリーショップとか、地獄以外何ものでもないぞ？

　だがしかし、壊世を住まわせている以上、その程度のことは耐えるべきなのか？

「だからって、お前を買い物に行かせる気にはなれねぇしなぁ……」

「買い物ですか」

「ですよ。主にお前の私物に関して。ていうか下着のことだけど」

「別にあたしは今のままでもいいですけど」

「お前が就寝時に確実にシャツとズボンを着てくれるなら俺だって何も言わないっての。それが女性に対しては失礼でも、お前はそんなの気にしそうに無いし」

「しませんねぇ。寧むしろむっはー、アキちゃんの服だー、くんかくんか、くらいはしますね」

「服返せ」

「じゃ、裸になりますね」

「やっぱ着てろ」

「どっちですか」

「あー……畜生。怒られる覚悟で在ある歌かさんか藍あいさんに頼むしかねぇかなぁ？」

「怒られるですかね？」

「あの二人は常識人だからな。女性に下着を用意しないとは何事だー！　とか言われそう」

「あたしは気にしないっつーのに、面倒ですねぇ」

「そうだね。お前が一番面倒だね」

　何で朝っぱらから女性の下着に関して頭を悩ませなくちゃならんのかは解わからん。しかし、そんな俺おれの疑問を無視して時間は過ぎていく。

「って、やっべ。時間が押してるな。壊かい世ぜ、食い終わったか？」

「んぃ、ちょい待ってください。――むぐもご」

　いつも通りの無表情ながらも、急いで箸はしを動かし、朝食をかき込む壊世。個人的には、食事を急せかすのはあまり好きではない。こいつが家事全般を出来れば、皿洗いを任せられるので、急かさなくてもいいのだが、それは叶かなわぬ夢でしかない。

「むごっくん、んん――、ごちそうさまでした」

「はい、お粗末さん」

　壊世から空になった食器を受け取り、即座に流し台に置いて自分の分も合わせて洗い始める。

「じゃ、これ片付けたら俺は行くからな」

「あいあーい」

　壊世は気の抜けた返事をしながら、壊世は指定席のようにソファーに寝転がり、テレビの電源を付けていた。こいつ、世の中のこととかどうでもよさそうな性格をしている割には、結構ワイドショーは見るんだよな。その知識を生かせているかどうかは不明だし、単に画面を見ているだけかもしれないが。

　蛇口から流れる水の音に紛れ、ノイズのようにレポーターの声が聞こえてくるが、内容は聞き取れない。

　まぁ、ここ最近は何かと物騒なことも無かったし、それが続いてくれるならそれに越したことは無いと思う――

「あやー。派手ですねー」

「ん？　どうした？」

　壊世が珍しく感心したような声を出したので、どんなことがテレビに映ってるのかと気になり、皿洗いを中断して居間へと赴く。

「壊世？」

「あー、アキちゃん。見てくださいよぅ。本当派手にぶっ壊れてるみてーです」

「んん？」

　壊かい世ぜの促うながしに従うように、ソファーの後ろに回ってテレビを見る。するとそこには、まるでどこぞの自爆テロのように、ホテルの真ん中辺りが崩壊した映像が流れていた。

「……何だこりゃ？　これ、日本か？」

「そうっぽいですねぇ。しかも隣の県ですよぅ、これ」

「はぁん。……何、これに感心したの、お前？」

「先に見てたニュース番組がつまらなかったんで、別のニュース見ようとチャンネル替えたら、いきなりこのホテルが爆発するシーンから始まったんですよ。いやー、最近はここまで物騒になったんですねぇ」

「お前が言うと説得力あるよな」

　俺おれも興味を持ったので、途中からではあるがそのワイドショーを見てみる。

　事件があったのは二週間前。午前九時頃ごろに唐突に爆発したそうだ。目撃者は無く、幸い爆心地周辺に宿泊客が少なく、爆発自体もそこまで大規模でなかったため、死者はいなかったらしい。

　しかし。

「爆心地と思われる部屋に泊まっていた客は行方ゆくえ不明、か」

「欠片かけらも残らず木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだんですかね？」

「怖いこと言うんじゃねぇよ」

　少し想像しちまったじゃねぇか。

　宿泊客は二名。両名共に手掛かりは無し。周辺の人物に聞き込みは進めているが、ホテル従業員がその客の容姿をろくに覚えていない、という状況であるため、未いまだに進展は見られないそうだ。

「ま、不可解な事件っぽいけど、今のとこは俺達たちにゃ関係無いな」

「あれ、冷たいですねアキちゃん。アキちゃんだったら正義感丸出しにして助けにいきそうなイメージですけど」

「赤の他人にまで命張れるほど、俺は立派な人間じゃないっつの。第一、俺は自分のことで手一杯だ」

　それだけ言って、俺は改めて皿洗いに戻ろうとして――ふと、時計を見た。

　指し示されている時刻は、午前八時十九分。

「……嘘うそだろ？」

　遅刻を回避するためには、全力疾走を必要とする時間にしか見えない。

「――壊世！　俺はこれから急ピッチで行動する、何か俺に言っておく事はあるか!?」

「初めては、ベッドがいいですよぅ……」

「じゃ、いつも通り昼飯は冷蔵庫に入れとくからな！」

　壊かい世ぜのボケ（だよな？）にも付き合う暇は無いので、俺おれは急いで皿洗いを終わらせ、弁当を包みに入れて、玄げん関かん脇わきに置いておいた鞄かばんに放ほうり込んで靴くつを履はく。ふと、後ろにはいつの間にか壊世が立っていた。

「何だ？　まだ何かあんのか？」

「いえいえ、いってらっしゃいを言おうかと」

「変なとこで律儀だよな、お前……」

　感心すべきか呆あきれるべきか――それすらも惜しい現状に、その答えを先送りにして、「んじゃ、行ってくる」とだけ言って俺は家を出た。

「いってらっさーい、ダーリーン」

　…………この一ヶ月で、壊世の頭の中はかなりピンク色になったと思う。……何な故ぜだ？

　そんな疑問を胸きよう中ちゆうに留とどめつつ外に出ると、六月中旬なだけあって既に日は高く、気温も相応に上がっている。

　衣替えは既に済んでおり、制服は半はん袖そでになっている。男子は飾り気の無いワイシャツなあたり面白味は無いが、暑さを凌しのげるなら気にすることでもない。

　ふと、幼おさな馴な染じみのお隣さんの家を見るが、その家の住人は既に家を出た後らしく、人の気配は感じられない。

　しかし、立ち止まっている暇は無いので、俺は溜ため息いきを一つ吐ついてから、全力で学校に向かって走り出した。



　　　◆



　出発してから十五分。俺は息を荒げながら、馴染みになった学まなび舎や――柔じゆう宋そう高校の校門前に着いた。着いたといっても教室に行ってＨＲを受けなければ登校したことにはならないので歩みを止めはしないが。

　その間、周囲からは奇異な物を見るような視線が俺にいくつか向けられる。慣れていることだし、仕方ないとも思うが――やはり、落ち着かない。

　俺は、二年前にある事情から髪が白髪になっている。染めたわけではなく、地じ毛げの色が無くなったのだ。しかも、俺は生まれ付き目つきが若干悪いため、この髪と合わせて、接点の少ない者からは危険人物として見られている。だからこそ、この視線というわけだ。

　幸いなことといえば、教師の方々は俺の事情を理解してくれているため、責められることが無いくらいか。

　だからって喧けん嘩かを売られるようなことも無いので、俺は可能な限り誰だれとも目を合わせずに下げ駄た箱ばこまで行き、靴を履き替え自分が所属するクラス、二年Ｂ組へと向かおうとすると、タイトなスーツを着た、見慣れた人物が慌しく横切っていった。

「あれ？　何してんの、在ある歌かさん」

「え、あ、秋あき良らく――わひゃあっ！」

　小走りだったその人は、既に後方になった俺おれに呼びかけられバランスを崩したのか、真正面からずっこけて顔面を打っていた。

「……………………あー、と」

「……………………いひゃい」

　腰を突き上げる格好で、しかも下着を半分くらい見せてる状態で倒れているのは流石さすがにまずいと思う。しかし、彼女は痛みに呻うめいて起き上がる様子を見せない。

「そのままだと、他ほかの生徒に下着見られますよ？」

「ひゃああっ!!!」

　慌ててスカートを押さえながら立ち上がったのは、俺が家を出た時に確認した隣の家の住人であり、幼おさな馴な染じみであり――俺のクラスの担任教師である悠ゆう錐きり在歌さん。その顔は常の年上として余裕のある表情ではなく、羞しゆう恥ちによって真っ赤になっている。

「そんだけ早く起きれたなら大丈夫ですね、悠錐先生」

「……呼びかけた時は名前で呼んでくれたのに」

「は？」

　肩まで伸びた赤っぽい茶髪が、俯うつむいた在歌さんの表情を隠す。いつも年上風吹かせているのに、子供っぽいところもあるのが、他の男子生徒からすれば「萌もえ」なのだそうだ。

　俺からすれば、昔馴染みの見慣れた仕草でしかないのだが。

「まぁ突然呼びかけて悪かったけど、何？　何でこんな時間にそんなに急いでんの？」

　最初の疑問に話を戻すと、在歌さんは慌てたようにパッと顔を上げた。その際、女性としてかなりふくよかな胸の部分が若干揺れたように見えて――何を見てんだ俺は。壊かい世ぜの性に対する姿勢が移ったか？

「そうだった、ごめんね秋良君。本当はもっと話したいけど、ちょっと急いでるのよ」

「ん？　何で？」

「今日、二年Ｂ組に転入生が来るから」

「……んん。初耳だな」

「そうね、初めて言ったもの。だから、その転入生の子のことでいろいろあるから、ゆっくりしていられないのよ」

「そか。じゃ、呼び止めて悪かったね」

「ううん。何だか秋良君から呼び止めてくれるのって久しぶりだったから、嬉うれしかったわ。それじゃ、また後でね」

　そう言って、また小走りになって在歌さんは行ってしまった。

「学校の廊下って走って良かったっけ？」

「よーう、天あま音ね櫛ぐし。朝から仲いいなー、お前と在ある歌かちゃん」

「ん？　あー」

　肩に手を置かれたので誰だれかと見れば、クラスメイトの男子が若干いやらしいとでも言うような笑みを浮かべて立っていた。因ちなみに、クラスメイトの方々は俺おれに対してさして距離を取ることも無く接してくる。彼は、その中でも特に俺に声をかけてくる。

「仲は――いいんだろうけど。あの人はメリハリっつーのを学ぶべきだと思うね、俺は」

「いいじゃねぇか。幼おさな馴な染じみで担任教師で家が隣同士。シチュエーションとしちゃ最高じゃね？」

「何において最高なのかさっぱり解わからんな。あと幼馴染じゃなくて、昔むかし馴な染じみ。むしろ腐れ縁って言う方がしっくりする」

　俺はクラスメイトの冷やかしを避さけるように教室へ向かう。

「言うねぇ。見る奴やつから見れば、お前は在歌ちゃん攻略の最後の砦とりでとか言われてるのにさ」

「いつの間にそんな言われようになってんだよ……」

「そりゃー、日ひ頃ごろの贔ひい屓き具合と、難攻不落の記録を伸ばしてりゃ、その原因をでっち上げたくもなるだろ」

「阿あ呆ほうか……。そんな暇あるなら在歌さんの趣しゆ味みでも調べてデートにでも誘えっての」

「いやお前、俺の話を聞いてた？　難攻不落記録更新って、意味解ってる？」

「告白して玉ぎよく砕さいした数じゃねぇの？」

「これだから天音櫛は」

　外人のようなオーバーアクションでやれやれ、と首を横に振るクラスメイト。結構ムカつくな、この仕草。

「難攻不落って言われてる最たる所以ゆえんは、そのガードの固さだよ。ほら、先月に猟奇殺人の対策として集団下校が実施されただろ？　その時さ、教師も生徒も在歌さんに声を掛けたんだけど全滅してんだよ――お前を除いてな」

「そりゃ、家が近いし、慣れた顔だしな」

　というか、俺は声を掛けた覚えは無い。あの時は在歌さんから頼まれて――あぁくそ。嫌なことまで思い出しちまった。

「じゃ、皇おう楼ろう院いんは？」

「あ？」

　教室に入ったところで、知った名前、皇楼院――皇楼院藍あい。俺の友人と呼べる女子の名前を出され、ふと俺の席から二つ前の左、窓際の席を見ると、いつも通り、そこには誰もいなかった。

「お、黙ったってことは脈ありかぁ？」

「阿呆か。いつも通りいないって思っただけだ。つーか、あの人とはあくまでも友人だ」

「……お前ってさ」

「うん？」

　何な故ぜか呆あきれ顔がおのクラスメイトが何か言おうとして――ホームルームを告げる鐘が鳴った。

「あー、もう時間か。んじゃな」

「あぁ」

　俺おれを含め、生徒がそれぞれ各自の席に着く中――やはり、左前の席の友人は現れず、そのまま、在ある歌かさんが教室に入ってきた。

「はーい、皆さんお早うございまーす。欠席者は……、もう、また皇おう楼ろう院いんさん、か」

　出席表に記入しながら、それ以上の欠席者がいないことを確認すると、在歌さんはいくつかの新しい注意事項を述べてから、教室内の空気を変えてしまうような真剣さで最後の報告を始めた。

「それでは、突然ですが、今日からこのクラスに新しいクラスメイトが来ます。皆さん、仲良くするように」

　その発言に、教室内がざわつき出す。既に知っていた者、知らなかった者の間であれこれと予想などが行き交う。それを在歌さんは「静かにっ」の一言で静め、教壇から離れてから扉を開けた。

「それじゃ、紹介します。じゃ、入ってきてちょうだい」

「――はい」

　廊下から響いたのは、静かな湖面を連想させるような、落ち着き払った声。その声に合わせて、新しん天てん地ちに来たという不安を一切見せず、転入生は現れた。

　まず目に入ったのは、灰色。しかし、それは無彩色の味気無いものでなく、一つの宝石を思わせる煌きらびやかさがあった。

　それは、髪だった。

　背の半ばまで伸びているだろう灰色の髪。後ろ髪だけが纏まとめられ、右肩から前に垂らしている。

　次に目に入ったのも、灰色だった。

　その双そう眸ぼう。若干眠そうに瞼まぶたが少し下がった両目は、瞳ひとみが髪と同じ、綺き麗れいな灰色をしていた。それこそ、宝石と言うならその瞳こそ相応ふさわしい。そう思うほどだった。

　とにかく、彼女は灰色と言う他ほかは無かった。夏服の制服も、肌の色も、髪と瞳の色を際立てるだけでしかない。まさに灰色の――美少女。

　俺を含め、クラス中が彼女の美しさに言葉を失くした中で、在歌さんだけが取り残されたように、灰色の美女に自己紹介を促うながす。それを受けて、改めて彼女は口を開いた。

「――初めまして。本日からこのクラスでお世話になります。灰はい金くがね諸もろ哉や、と言います。不慣れなことが多いため、ご迷惑をお掛けするかと思いますが、よろしくお願いします」

　すっと、綺き麗れいにお辞じ儀ぎをし、再び顔を上げた後で――クラス中に拍手が鳴り響いた。

「それでは席だけど、教室の入り口側、最後列だけど――灰はい金くがねさん？」

　在ある歌かさんが教室の隅を指差して席を指示する中、転入生さんは聞く耳持たずにスタスタとこちらに歩いてきて、俺おれの前で止まった。

　近くで見て、彼女の身長は俺の肩辺りほどだと予想する。いや、そんなことよりも、何な故ぜ彼女はここに来た？

「……………………？」

「……………………」

　何故か数秒、その眠たげな目で俺を見た後、二、三度視線を巡らせ、「あぁ」と何かに納得したように頷うなずくと、今度は俺の左隣の男子の席の前に行き、

「君さ、あの空席に移って、この席を空けてくれるかな？」

　微笑を湛たたえて、しかし断固たる態度で、そんなことを言い出した。

　勿もち論ろん、教室内は言葉無く呆ぼう然ぜんとしていた。かくいう俺も、何が何だか解わからず、しかも隣で起こったことであるために理解が追いつかない。

　そんなクラス中の戸惑いの中、転入生さんだけがテキパキと席を移動させていく。というか、先に座っていた男子の荷物を、持てるだけ移動させて、残るは机の中身だけになっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「それじゃ、残りもお願い」

　その言葉の真意は疑うまでもなく、既に気け圧おされていたその男子は、未いまだに理解仕切れない様子で荷物を持ち、後ろ入り口の隅へと移動していった。哀れ。

　しかし転入生さんはそれを見送りもせず、さっさと空いたというか、空けた席に座り込み、こちらを――俺を見た。

「君、名前は何ていうの？」

「え、あ？　あー、天あま音ね櫛ぐし、秋あき良ら、だけど」

「そう」

　唐突に問われ、思わず反射的に答えた俺おれに、彼女は一つ頷うなずく。

「これからよろしく」

　静かに、しかししっかりとした、先程までの社しや交こう辞じ令れい的な笑みではなく、友好的な笑みを俺に向け、彼女はそう言った。

　……教室中から視線がこちらに向けられてるんですが。いや、仕方ないとは思うけど、何これ。どういう状況なのさ。何か在ある歌かさんは完全に感情を失くした目で俺をガン見してるし。ガチで怖い。

　というか、今もすまし顔で俺の隣に陣取っている転入生さんは何が目的なんだろうか。わざわざ俺の隣の男子を隅に追いやってまでその席に着いた理由は何だというのか。

　俺の隣に着きたかった、ということなのだろうか？　いや、馬ば鹿かな。会った初日だぞ？　初対面だぞ？　だというのに何な故ぜ――

「…………それでは、朝のホームルームを終わります」

　俺の思考を遮るように、幽鬼にも似た声で在歌さんがホームルームの終わりを告げ、クラス委員が起立と礼をクラス全員に促うながした。

　それを涼しい顔で平然とこなす転入生さんが、心底怖かった。



　ホームルーム終了直後、俺は授業をサボって屋上に行こうとしたところで、

「あ、秋良君。ちょっと待ってね♪」

　軽快な物言いと笑みに対し、溢あふれんばかりの怒気を孕はらませたクラス担任、悠ゆう錐きり先生に引き止められた。

　俺は可能な限り平静さを顔に貼はり付つけて悠錐先生に向き合う。笑みが、凄すごく怖かった。

「何でしょうか、悠錐先生」

「あら、いつも通り名前で呼んでくれていいのに」

「公私混同はよくないと思います」

「それでね秋あき良ら君。一つお願いがあるんだけど」

　冷や汗かいて敬語で話す俺の言葉に聞く耳持たずに話を進める悠錐先生。それが意味するのは、問答無用、ということだろう。

「秋良君、諸もろ哉やさんにとっても、気に入られてるみたいだから、学校の案内、お願いしてもいいかしら？」

「そういうのは同性に頼んだ方が」

「い・い・か・し・ら？」

「……イエッサ」

　一語毎ごとに力を入れての念押しに、俺おれは頷うなずくことしかできなかった。



　しかし、本当の地獄はここからだった。



　俺が頼まれたのは放課後の校内案内だけなので、別に授業はサボってもよかったのかもしれない。しかし、そうすると在ある歌かさんに後からあれこれと小言をもらいそうな気がして、結局俺は屋上に逃げることもせずに授業に臨んだ。

　その一限目。

「ねぇ」

「ん？」

　左隣から声を掛けられ、何事かと顔を僅わずかに向けると、それが素すの表情なのか、眠たげな目をしたままの転入生さんがこちらに机をくっつけてきた。俺より低い位置にある顔が、下から迫るように近くなる。

「……えーと？」

「諸哉、まだ教科書が届いてない」

「あぁ、そういうこと」

　言いたいことを察した俺は、机と机の間に教科書を広げた。その際、俺は少し机の右端に寄っていたのだが、何な故ぜか転入生さんは、机があるから限界はあるけど、その限界いっぱいまでこちらに身を寄せてきた。

「…………教科書、見にくいか？」

「十分」

　それだけ言って、転入生さんは板書しつつ教科書を読み上げる教師に視線を向けた。

　俺はといえば、それ以上授業中に私語をべらべら喋しやべっても教師に目を付けられるだけなので、仕方なく広げたノートに最低限の授業内容を書き留めることにした。

　その途中、やはり気になって視線だけを左に向ける。

　転入生――灰はい金くがね諸哉（だっけ？）さんは、背筋を伸ばし、いかにも優等生ですといった体ていで授業を受けており、シャーペンを動かす右手は殆ほとんど動きっ放しである。勉学に集中できるタイプなのだろう。単純に暗記している俺より、遥はるかに効率はよさそうだ。

　ふと、彼女が僅わずかに俺おれを見て、すぐにノートの隅に何かを書き込み、それを千切ってこちらに差し出した。

『惚ほれた？』

「……………………っ」

　全力で突っ込みたかったけど、それを耐えた俺は褒められるべきだと思う。

　ていうかこの人、実は結構軽いんじゃ？

　そんな疑問を抱くも、彼女は表情すら変える様子も無く、静かに授業を受けていた。

　まぁ少なくとも、俺からあれこれと世話を焼く必要は今のところは感じられないし。何かあってもクラスの女子を頼ればいいだろう。そう判断して、俺は久々に真面目まじめに授業に取り組むことにした。

　決して「もう関かかわりたくない」って思ったわけじゃないよ？　ソンナコトナイヨ？



　今日は午前の授業は全すべて教室で静聴する類たぐいだったため、一限以降は何事も無く昼休みになった。

　とはいえ、隣に見知らぬ人間が居座った状態で約四時間を過ごすのは、中々に精神に堪こたえていたらしく、俺は大きな溜ため息いきを吐ついていた。

　そうして迎えた昼休み。

「ねぇ」

　一限目同様に、転入生さんに短く呼び止められた。

　俺は疲れた顔を隠すこともせずに「どうした？」と弁当を取り出しながら短く訊たずねると、

「食堂か購買、案内してほしい」

　と、相変わらず眠そうな表情でそう言ってきた。

「他ほかの女子と行かないのか？」

「先生からは、君が案内してくれると聞いたけど」

　……在ある歌かさんか。

「あぁ、はい。解わかった。俺は弁当だけど、構わんな？」

「うん」

　俺は諦あきらめて、大人しく転入生さんを案内することにした。



　ここ、柔じゆう宋そう高校には（にも？）購買と食堂がある。

　学校の食堂というと、昼休みには生徒が大量に押しかけて、食券争奪戦になるようなイメージがあるかもしれないが、この高校ではそんな過激なことは無く、よほどのことが無ければ自分が食べたいものは食べられる。

　メニューの種類は少ないが、その分、味と量は保証されている。ついでに持ち込みも許可されているため、俺おれみたいに弁当持ちが集まって昼食を取ることもある。

　対して購買の方は、奇き特とくなラインナップだ。以前藍あいさんが飲んでいた『苦さ百倍！』の青汁もそこで買ったと言っていた。

　他ほかにも流は行やりになぞった物を売り出す時もあり、常連が何人もいるとか。

　購買に関しては利用したことが無いので、詳しいことは解わからないが。

「で、どっちにする？」

「ん、食堂かな」

　最後に食堂と購買は同じ場所にあることを説明してから、俺の肩辺りの高さの転入生さんに訊たずねると、考える素そ振ぶりも見せず即答した。

「普通の食事を食べたい」

　普通の理由だった。いや、素晴らしいことだと思うぜ俺は。普通最高。

「そういえば」

　途中で彼女の方から話しかけてきた。

「君は、お弁当なんだよね？」

「まぁな」

「母親製？」

「新しい表現方法な気がするが、生あい憎にくながら自分製。俺、両親いないし」

「そう」

　両親の事には触れてこない辺り、慰なぐさめられるよりはありがたいと思った。

「料理をこなせる男子と、料理をこなせない女子」

「うん？」

「料理をこなせない男子と、料理をこなせる女子」

「……んん？」

「どちらが一般的だと思う？」

「あぁ、そういう話。……まぁ、後者だろうな」

「諸もろ哉やも同感。妻は家事を、夫は仕事を、という昔ながらの感覚がそれを助長させている」

「成程」

　確かに。

「振り返って、君は」

「俺？」

「お弁当を作れる程度には料理が上手」

「下手、ではないとは思うけど」

「将来はいいお嫁さんだね」

「ならねぇよ！」

「そうだね。ドレスは似合わないと思う」

「似合いたくもないっ！　つーか嫁になるってとこも撤てつ回かいしろ！」

「イメージ。デカデカと『生涯従事』と書かれた黒のエプロン。フライパンとフライ返しを手に持って、『お帰り、今日も大変だったかい？』と優しく微笑ほほえむ成長した君の姿」

「何で俺おれが新妻みたいなことになってんだよ!?」

「八十点かな」

「しかも高得点だよ！」

「相手が男なら百二十点」

「俺はマイナス評価しかしたくねぇよ！」

　そんなことを言い合っているうちに、食堂に到着。人の数は多くもなく少なくもなく、空席もいくつか見える。

「どうする？　食券の買い方もレクチャーするか？」

「いい。場所だけ教えてくれれば、後は自分でやれる」

「そっか」

「筈はず」

「一気に不安になったんだが」

「大丈夫。後から必ず追いつくから、君はセキを入れておいて」

「死亡フラグと結婚を両立させんじゃねぇよ！　どっちを先に突っ込めばいいのか解わからなくなるだろうが！」

「間違えた。戸籍を盗とっておいて」

「俺達たちはいつから密入国者になったんだよ!?」

「お互い日本人だもんね」

「知ってるよ！」

　頭髪に関しては中々に怪しいけど。

　というわけで、俺は「一人でできるもん？」と小首を傾かしげつつ食券売り場に向かった転入生さんに不安を覚えつつも、籍入れるでも戸籍を盗むでもなく、空席を二人分見つけ、先に陣取っておく。

　周りは友人知人同士の、主に同性同士での楽しげな昼食風景が広がっている。中には俺や転入生さんの髪の色に目を向ける者もいるが、まぁ、苛いじめとかにはならんだろう。

「お待たせ」

「ん？　結構早かったじゃ――あ？」

　いつの間にか、トレーの上に昼食を持って隣に来ていた転入生さんは、何な故ぜか何人も男子を率いていた。

「……その方々は？」

「親切な人たち。結局解わからなかった食券の買い方から何から教えてくれた」

「そりゃ、よかったな……」

　いやまぁ、本人がそれで納得してるならいいんだけど。後ろの男共が明らかに好こう色しよくの視線を向けてることに気付かず、下心が満載であることも解らないと言うなら、別に。

　いや待てよ？　瞬間、俺おれの中に一つの案が浮かんだ。

「じゃあ、ついでにそいつらに学校の案内とかもしてもらったらどうだ？」

「え、それは嫌」

　彼女の後ろに並んでいた男共の、下心が見え隠れする笑みが固まってしまった。

「諸もろ哉やも先生も、君を指名しているんだけど」

「先生はともかく、あんたが俺を指名してるのは初耳だな」

「細かいことだから」

　気にする必要は無い、と。そうですか。というわけで、俺は別に気になること――彼女の後ろに群れる男子達たちに声を掛けた。

「あー、えーと。こいつの手助けしてくれてありがとうございます」

　その言葉に、彼らは何かを悟ったような表情をしてから、「気にするな」「お幸せにな」「末代まで祝ってやる」「この祝い、ばらさずおくべきか」と、それぞれが妙に晴れやかな表情で去っていった。

　…………まぁ、面倒になりそうなことが自主的に去ってくれたのはありがたい。

「で、あんたは何を頼んだんだ？」

「ん」

「…………天てん丼どん？」

「ううん。うどんだね」

「…………え？」

　改めて彼女が持ってきた丼どんぶりを見る。

　見ると言っても、掻かき揚あげや海え老び天てんなどのてんぷらに覆われ、下が麺めんなのか飯なのかが全然解らない。

「こんな大盛りメニューがあったのか……」

「ううん。本当は素すうどんだった」

「はい？」

「さっきの男子達が、私が転入生って知ったら『転入祝いです』って。あれこれと追加してくれて、お金も払ってくれた」

「…………そうか」

　涙が出そうになった。

「あんた、さっきの連中にもっと礼をしておけよ」

「お金をあげればいいのかな？」

「何か印象悪いな！」

「食事は落ち着いてしようよ」

「お前が落ち着け！」

　そんなわけで、お互いに漸ようやくの昼食となる、のだが。

　何な故ぜか彼女は、対面といめんを用意したにもかかわらずそちらには座らず、俺おれの右隣に座ってきた。しかも、授業中の時のように、いや、席同士に仕切りが無い以上、より一層近付いて。

「近くないか？」

「大丈夫、問題無い」

「いや、食いにくくはないかなー、と」

「これは、私の距離」

「意味わかんねぇよ」

　妙に近い距離感に、俺の意識は否いや応おうにも彼女へと向かってしまう。それを誤ご魔ま化かすように弁当を開けると、登校時に走ったのが原因か、弁当の中身は見事に端に片寄っていた。



　昼休み後の最初の授業は世界史だった。

　例によって俺は妙に寄ってくる転入生さんに教科書と、資料集を見せているのだが、流石さすがに机一つに両方を真ん中に置くスペースはなく、仕方なくメインである教科書を中央手前に配置し、資料集をその下に広げて置いて、必要な時には引きずり出すという非効率的な方法で授業を受けていた。

　しかも、教科書は問題無いのだが、資料集の方は一ページにかなりの情報が詰め込まれ、その上、字が小さいために二人で見るには結構厳しいものがある。

　なんて考えてたら、まるで見透かされたかのように資料集を使わされる。

「はい、じゃー資料集四十六ページ開いてー」

　最初から開いていたページは四十三から四十四ページ。俺は教科書の下から資料集を引っ張り出し、一ページ分捲めくって、教科書の上に乗せた。

「では、四十六ページの真ん中辺りにある――」

　指示された場所を、俺は難なく見つけ、頬ほお杖づえを付いたままそれを目に留める。

　すると、転入生さんがこちらに身を乗り出し、眉まゆを顰ひそめながら資料集に目を通していた。

　あぁ。四十六ページって俺側だし、文字も小さいから見つけにくいのか。

　そう気付いた俺は、資料集をページの半分ほどを左に寄せ、教師が示した場所を指差してやった。

「ありがとう」

「ん」

　小声の礼に、音だけで返事をしたのだが、何な故ぜか彼女は距離を変えない。少なくとも定位置でも十分に見える筈はずなのに、だ。

　それが解わかった途端、彼女の肩が俺おれの肩に当たっていることに気が付いた。

　筋肉で強こわ張ばった自分のそれとは完全に違う、人体の柔らかい感触。思わず、声が漏れそうになって、それをどうにか押し留とどめながら、少しずつ、慎重に、不自然にならないように距離を取る。

「…………」

　気付けば、隣の転入生さんは資料集でなく、俺に視線を向けていた。

「何？」

「何でも無い」

　小声で訊たずねると、淡い笑みでそう返された。

　というか、教師の話は既に教科書に戻っていた。



　で、そんな気まずい気分を抱えたまま、六限は何事も無く終わり放課後になった。

　教室内には、既に俺と転入生しか残っていない。他ほかのクラスメイトは転入生さんに声を掛けることもせずにそれぞれ部活や帰路へと向かっていた。多分、朝の無む理り矢や理り席替えさせたインパクトが強くて、接し方が一日では掴つかめなかったのだろう。

　それはさて置き、こうして黙っているわけにもいかんか。

　俺はさっさと終わらせようと転入生さんに声を掛けた。

「んじゃ、案内の方を始めるか？」

「うん」

　立ち上がった俺に倣ならうように彼女は立ち上がり、こちらに手を差し伸べてきた。

「改めて、よろしく」

「あいよ、よろしく」

　差し出された手を取り握手を交わす。そのまま手を離そうとするが――予想以上の強い力にそれは阻まれた。

「……えーと、まだ何か？」

「名前」

「名前？」

「君の名前、秋あき良らって呼んでいい？」

「あ？　いや、まぁ、構わんけど」

「諸もろ哉やのことも、名前で呼んで」

「あぁ、うん。よろしく、灰はい金くがねさん」

　いきなり呼び捨てとは、結構肝が据わってるなー、と思いながら手を――まだ離せないんですが。

「あの、灰はい金くがねさん？」

「諸もろ哉や」

「ん？」

「諸哉は諸哉。名前で呼んでと言った筈はず」

「ああ、そう。えーと、諸哉さん？」

「さんは不要」

「……………………諸哉」

「うん」

　名前で呼んだだけ。というか呼び捨てにした辺り、本人の意思が無ければかなり失礼なのかもしれないのだが――彼女、諸哉はここで、今日一番の笑みを見せた。それに見み惚とれてしまう俺おれ。勿もち論ろん意識は疎おろそかになり――

「秋あき良ら？」

「え。あ？　あ、あぁ、行くか！」

　こうして、呼びかけられて慌てふためく破目になってしまった。



　学校の案内を始めた俺達たちは、殆ほとんど人気の無い校舎を並んで歩いていた。

「そういや、諸哉ってここに来る前はどこに住んでたんだ？」

「ん？」

　黙っているのも落ち着かないので、当たり障りの無い話題で間を繋つなごうとしてみた。

　諸哉は一度こちらを見てから、考えるように顎あごに指を当てる。そんな難しい質問だったのか？

「ここに来る前は――」

「おお」

「どこでしょうか？」

「俺が訊きいてんの！」

「正直、どこってことは無い。あちこち転々とし続けてたから」

「へぇ……。んじゃ、こっちにも長居はしないのか？」

「それは、どうだろう？　転々としたとはいっても、長い時は数年いた場所もあったし」

「その都度、解わからない、と」

「そう」

「そりゃ大変……なのか？」

「そうでもない。行ったことの無い場所に行くのは、それはそれで面白味がある」

「ほう」

「ご当地物の微妙な商品を見つけるのが密ひそかな楽しみ」

「………この町、何かあったっけ？」

「思い出したら、教えてくれると嬉うれしい」

「あぁ、覚えとく」

「今度は諸もろ哉やが質問」

　右手を上げて約束をする俺おれに、諸哉はすぐに話題を変えてきた。

「秋あき良らの髪は生まれ付き？」

「いや、後天的。地じ毛げではあるけど」

「嫌な、事件だったね……」

「お前は俺の何を知っている」

「諸哉の髪も後天的」

「あの時は大変だったなぁ」

「そうだね。秋良が身を挺ていして諸哉を庇かばってくれなければ、今いま頃ごろは大地の底から蘇よみがえった中二病的魔王に七つの海を七色に染められてたかもしれない」

「悪乗りしてなんだけど、そんな記憶ねぇよ」

「そっか。あの日々はもう返ってこないんだね」

「どの日々!?」

「未来で語り合った日々」

「それは返ってくるもんじゃなくてこれから来るもんじゃないのか!?」

　諸哉のリクエスト（開幕でトイレと更衣室と体育館倉庫と言われた時は泣きたくなったが）をこなし、次第に案内する場所が無くなっていく。

　最後に屋上を案内するべきかと思ったが、止やめておいた。

　あそこは、現状では藍あいさんの場所と黙認されている。俺だって、あくまでも藍さんが許可した客人でしかないんだし。

「んじゃ、案内は以上だな。他ほかに知っておきたいこととかあるか？」

「秋良のスリーサイズ」

「俺が言ったら諸哉も教えてくれるんですかー？」

「別にいいけど」

「え？」

　あっさり頷うなずかれ、俺は思わず諸哉の体に視線を向けてしまう。制服の上からでも解わかる胸の膨らみは、異様なまでの魅力で俺の視線を釘くぎ付づけに――

「えっち」

「あで」

　諸哉に笑いながらデコピンされ、我に返った。

「ふふ、冗談。女の子は秘密がいっぱいって言うじゃない」

「…………心臓に悪いぜ」

　楽しげに微笑ほほえむ諸もろ哉やは、もう訊ききたいことは十分訊いたと言ったので、二人並んで学校を出ることに。

「今日は楽しかった。転入初日とは思えないくらい」

「そうか。そりゃよかった」

　校門を出て真まっ直すぐ進もうとする俺おれに対し、諸哉は右へと向かう。

「帰り道も同じだったら、もっといろいろお話できたと思うんだけど」

「そこまで都合はよくねぇよ」

「みたいだね」

　言葉の割ににこやかに、諸哉は「また明日」と言いいながら、手を振ってから俺に背を向けた。

　俺も手を振り返し、帰路に着く。

　数分後。帰路の道中に考える。

　灰はい金くがね諸哉――まぁ、変わった人だと思う。

　見た目も中身も、これまで会った人とは異なり、新鮮さを感じさせる。

　それはさて置き、いい思い出ではあるだろう。

　そう、思い出。まさか「また明日」と言い合えるような人に会うことができたのは、本当に久しぶりに感じた。

　やべ、俺、顔がニヤけてないよな？

　そんな不安が過よぎり、近道を兼ねて路ろ地じ裏うらへ進んでいくと――



「避よけろ！　少年っ！」



「あ？」

　何な故ぜか、真上から声がした。

　何事なのか解わからず、俺は反射的に声が聞こえた方向、上を見る。

　瞬間、太陽が落ちてきたのかと思った。

　赤と黒の彩りに、中央に煌きらめく金色の輝き。

　それが、次第に大きくなり、その姿がはっきりと見えてくる。

　それは太陽じゃなかった。というか――女性だった。

　赤と黒の彩りは、左側にスリットの入ったチャイナドレスがはためいていたから。金色の輝きは、その女性の長い金髪が広がっていたから。

　それを認識したからこそ、俺はさらに混乱した。

　は？　え？　何でいきなり空から女性が降ってくんの？　俺おれはこれから天空の城に行って破滅の呪じゆ文もんを唱えなくちゃいけないのか？　そういった疑問のすべて込めて――俺は叫んだ。

「――はぁっ!?」

「やっべ……！」

　あまりに瞬間的な出来事。しかしこのまま傍観しているわけにもいかず、俺は反射的に手を伸ばし、受け止めの体勢を取るが、

「のっ!?」

「ぐっ!!」

　覚悟していた以上の重み。受け止めることこそできたが、体勢を保てず、そのまま崩れるように倒れ込み――

「――む？」

「ん――？」

　痛みに呻うめくより先に、仰あお向むけに倒れた俺の唇に触れる柔らかい感触。

　それが何なのか、俺は理解するのに数秒を要し――

「――ぶっはぁ！」

「――うぉっと」

　唐突な落下にも、今現在俺に圧のし掛かっている状態にも、その後の衝撃的出来事にもまるで動じないその女性。俺は引ひき剥はがすように彼女を押し返し、先程起こった事実を確認――理解する。



　そう、俺は、何が何だか解わからないままにファーストキスを経験してしまった。



    

  









    
      


第二章　不可思議な兄妹



「あー、いででで。すまんな少年」

「いや…………」

　ぶつけたらしい頭を撫なでながら、いきなり落ちてきたその女性は少しふらつきながらも立ち上がった。

「まーさか、こんなとこで足滑らすとは思ってもなくてさー。いやぁ、体重移動をすっげぇ久々にしくじったなー」

　そんな軽い調子で、このハプニングを微み塵じんも気にした様子を見せない女性を、俺おれは上体だけを起こしつつ、半ば呆ぼう然ぜんと見上げる。

「つーか、あんた……」

「あぁ。すまないな、少年」

　俺の言葉を遮るようなタイミングで、改めて謝罪しながらこちらを見た。先程は唐突過ぎて混乱していたため、そこで初めて、俺はその女性の姿を認識する。

　背丈は俺より少し低いが、女性としては高い。真まっ直すぐに伸ばされた金の長髪に、蒼あおい双そう眸ぼうは勝気に吊つり目がち。女性らしくすっとした線の顔立ち。体の凹凸をはっきりと表すチャイナドレスは背中が開いており、そこから胸を覆うサラシが見える。さらに彼女の勝気な印象を助長するように赤い生地に黒で龍りゆうが縫いとられていた。左側に入ったスリットからは、健康的な白い肌をした足がのぞいている。それだけなら気の強そうな美人と言えるのだが――彼女の両手両足。四し肢しのそれぞれに装備された黒の装甲が、彼女がただの人間ではないことを物語っていた。

　俺は未いまだに残る若干の痛みを堪えながら、警戒心を解かずにその女性に真っ直ぐ向き合う。

「や、痛かったけど、大丈夫だし」

「いや、ファーストキス奪っちまったことに関しての謝罪」

「そっちかよ!?」

「ま、ジブンも初めてだったから勘弁してくれ」

「そんなこと言われても対処できねぇよ！」

「え、もしかして少年は経験済み？」

「いや、問題はキスじゃねぇってことだよ！」

　いや初めてだったけどね！　えぇ、ファーストキスでしたよ！

「ははーん、少年。さてはジブンに損そん害がい賠ばい償しようとか要求しようとしてるだろ？　無駄だぜ？　ジブン、文無しだし」

「そんな要求しようとしてねぇし！　つーかさらっと問題発言すんじゃねぇよ！」

「少年は元気だなぁ。それが若さってのかねぇ？」

「……あぁ、うん。もういいよ。それでいいや」

　何と言うか――いや、何とも言えない諦てい観かんが俺おれの心を折っていく気がする。

　何だろう。この人のこの自由さ。何か身近な奴やつを髣ほう髴ふつとさせる。

「あー、っと。改めてすまんけどさ、少年。ジブンは言った通り文無しだし、急いでもいるからさ。もう行くわ」

「は？　いやちょっと――」

　すちゃっ、と手を上げてさっさと踵きびすを返そうとしたその女性を俺が呼び止めようとした時――



「――ここにいたのか、緩ゆる杷は」



「――っ!?」

「やっば」

　再び真上からの声。同時に怖おぞ気けを感じ、その場から後方へと跳ぶと同時――地面に、何かが墜落した。

　豪快な衝突音を響かせながら落ちてきたのは、一人の小柄な男。

「まったく、勝手が過ぎるぞ。逃げ回ったって意味は無いのに」

「……兄貴」

　見れば、金髪の女性は先程まで俺に見せていた気軽さが無くなり、緊張と警戒に眉まゆを顰ひそめていた。

　というか、

「兄貴？」

　女性にしては長身の女性と見比べ、その男は明らかに小柄だった。

　金の短髪に、幼い顔立ち。黒のＴシャツの上に白衣を羽織り、汚れの見えない真っ青なジーンズを履はいている。低めの背丈も合わさって、中学生男子に見える。

　共通点といえば金の髪だけ。何より――その二人に間に流れている、危険極まりない空気が、その二人が本当に肉親なのかを疑わせていた。

「と、そうだな。そこの君」

「んぁ？」

　唐突に、その童顔の男が外見に似合わぬ低い声で話しかけてきた。

「騒がせたようで申し訳無いな。だが、これは兄妹きようだいの問題なんだ。気に留めずに帰ってくれて構わない」

「いやいや、仮にお前らが兄妹だとしても、もうちょい仲のいいとこ見せてもらわねぇと、安心して帰れないっつの」

「ふむ、そうか。それは困ったな」

　さして困る素そ振ぶりも見せず、腕組みをする――と思ったと同時、目の前に半透明の青白い壁が迫っていた。

「――ん？」

「兄貴!?」

　俺おれ以上に驚いた声を金髪の女性が上げたことを聞きつつ、俺の体は、呆ほうける意識を置き去りに、ほぼ条件反射で雷らい化かし、その壁の横へとすり抜けるように避よけた。

「あ？」

「ちっ、くしょうがっ！」

　その瞬間、雷化に驚いただろう男の声で、漸ようやく攻撃されたと理解した俺は、即座に意識を臨戦状態に整え、雷化した体を形状だけ人型に戻し、両腕に雷電を迸ほとばしらせる。

「別れの挨あい拶さつにしちゃあ――過激なんじゃねぇの？」

「……ふぅむ、君は、異能者だったか」

　警戒心と臨戦態勢を見せる俺を前にしても、その男は腕を組んだまま俺を見ている。

「まぁいい。現象具ぐ現げんといえども、実体がある以上圧殺はできるだろう」

　瞬間、俺の左右に突如直径二ｍ程の青白い正三角形の壁が発生する。それがさっき迫ってきた壁と同じ性質であると理解すると同時、俺を挟むように押し付けられた。

「――が、ぐ……っ！」

　咄とつ嗟さに両腕で押し返そうと腕を伸ばすが、その壁は堅く、強い。しかも雷化している俺に接触しているということは、異能に干かん渉しよう可能なんだろう。とすると――このままではあいつの発言通りに圧殺される。

「こ、のぉっ！」

　両腕を用いずに、叫びに乗せるように目の前にいる男へと雷らい撃げきを飛ばす――が、三枚目の青白く半透明な正三角形の壁が男の前に出現し、それを防ぐ。

「何枚出せるんだよ、その壁は……っ！」

「お望みとあれば、君が絶望するほどに」

「あぁ、そう――かい！」

　声を荒げながら、俺は覚悟を決め、両腕に力を込めて前方へと飛び出した。背後で壁同士がぶつかる轟ごう音おん。体の一部が巻き込まれなかったことに胸きよう中ちゆうで安あん堵どしつつ、全身を雷化、そのまま男の後ろに回りこむ。

「ぉおらぁ！」

　壁が出されるよりも早く後頭部をぶん殴ろうとするが、しゃがんで回避される。視線だけ向けた下方で、男が左回りにこちらに反転しつつ、掌てのひらサイズの青白い正三角形を左手の中に浮かべ、ナイフのように横よこ薙なぎに振るう――のを、俺おれは殴りかかった勢いを殺さず、前方へと飛び込むように、男の頭上を越えて回避する、が左足に鋭い痛み。避よけ切れなかったらしい。

「――ちぃっ」

　舌打ちしつつ、前転で姿勢を整え振り返る。

「……!?」

　男がいない。代わりに、これまで動かなかったチャイナドレスの女性が、その端たん正せいな顔に焦燥の色を浮かべて真まっ直すぐに駆け寄ってくる。――何だ？

　その不可解な状況への疑問が一瞬なら、直後の悪寒への対処に与えられた時間も一瞬。しかし俺の頭は不可解に対応できず、気付いた時には真上に跳んでいた男の手の先、青白い正三角形の角が上を向いた俺の額に吸い込まれるように突っ込んできて――



　チャイナドレスの女性が、男を殴り飛ばした。



「――え、あ？　な、何？」

「……く、」

「はぁ、は、あ――」

　圧殺の危険が去ったことと、予想外の出来事に目を白黒する俺を挟み、鋭い視線に困惑を混ぜてチャイナドレスの女性を睨にらむ男と、異様なまでに息を荒げているチャイナドレスの女性。

　確かに、女性の方は男から逃げてきたように見えたから、味方同士ではないのだろう。しかし兄妹きようだいだとも言っていた。

　何が何やら理解できないことが多過ぎる中――一つだけ、ハッキリした。今が好機、と。

　そう判断した瞬間、可能な限りの力を一点に絞り、男へと放つ。雷いかずちの矢と化した俺の一撃に不意を突かれた男は、どうにか青白い正三角形の壁で防ぐが、その後の動きが遅れる。

　その隙すきに、俺は立ち尽くすチャイナドレスの女性を抱え上げ、翼を生成し飛ひ翔しようした。

「――な、あぁっ？」

「く、待て！」

　驚く女性に、地上で喚わめく男。その二人の声を無視して、俺は人目に付かないように建物の影を選んで飛んでいく。

「な――ま、待て少年！　何でこんな、」

「あんた、逃げてんだろ？　俺おれも喧けん嘩か売られたことだし、手伝うぜ」

　男を撒まくために遠回りをしながら、俺は自宅へと向かう。

「それはそうだが、少年に関しては巻き込まれただけだろう？　兄貴にはジブンから話せば解わかってくれる筈はずだから……」

「本当に？」

「そ、れは――」

　先程、自らが殴って漸ようやく動きを止めたことを思い出しているのか、黒い装甲に覆われた右手を見ながら、女性は口くち篭ごもる。

「どんな事情があるのかは、後でいい。でも、俺も殺されかけたんだ。ここまで来て他人で済ますのは止やめようぜ」

「……すまんな、少年」

「構わねぇよ」

　そう言えば、この女性からは謝られてばかりだなぁ、と思った途端、



　ぐうぅぅ、きゅるる……。



　気の抜ける音。勿もち論ろん、俺からではない。

「取とり敢あえず、俺の家に行って飯でも食うか？」

「…………度たび々たび済まんな、少年」

　その女性から謝られた回数が増えたところで、路ろ地じ裏うらに降り立った。

「撒けた、かな？」

「大丈夫だと思う。兄貴、そんなに速くは動けないし。顎あごぶん殴ったから、平衡感覚イカレてると思うし」

「過激だな」

「殺すよりも――死ぬよりも、いいだろ？」

　それが誰だれに向けられた言葉かは解らなかったが、追求するのは何な故ぜか拒まれている気がした。

「んじゃ、こっからは歩くけど……。うーん」

「ん？　どうした少年？　ジブンだったら、空腹ではあるが、まだ歩けるぞ」

「いや、あんたの装備」

「あぁ、これか」

　身動みじろぎするだけで金属同士が擦れる女性の黒い装甲。両手両足にアンバランスなほどでかいそれは、いくらなんでも目立ちすぎる。

「必要に迫られて、な」

「いや、装備している理由はいいんだけど、目立つし、音も鳴るからさ、外せないか？」

「ん、んー。難しいこと言うな、少年」

　やはり装甲のまま腕組みはできないのか、彼女は両手を腰に当てながら言葉の通りに難しい顔をする。

「実はこの装甲、ジブンの服と連動しててな。装甲を取ると裸になっちまうんだ」

「何でそんな機能が!?」

「冗談だ」

　……この女。

「実際のところ、さっきみたいに兄貴に見付かった時、咄とつ嗟さに動けなくなると思うと、どうもなぁ」

「護身の心構えを崩さないのは立派だと思うが、今は隠れて行動したいんだよ。それこそ裸になれって言ってるわけじゃないんだから、両手両足のやつは外してくれ」

「……んー、でもなぁ」

「危なくなったらそん時はまた俺おれが抱えて逃げてやるから」

　なおも渋る女性に、俺は痺しびれを切らし、やや早口にそう言うと、こちらを数秒じっと見て、ふと呟つぶやいた。

「んじゃ、名前を教えてくれ」

「名前？」

「あぁ。名前も知らん奴やつにジブンの物は預けれんし、武器も外せんよ」

　女性のもっともな言い分に、俺は素直に名前を教える。

「俺は天あま音ね櫛ぐし秋あき良ら。好きに呼んでくれていいが、本当に名前だけでいいのか？」

「さっき助けてもらったしな」

　言いながら、彼女は両手足の装甲を外していく。有言即実行、ということか。

「それに、躊躇ためらい無く名乗ってくれる奴は結構信用できる奴が多い。ジブンはそう思ってるし」

「社交的だな、いや友好的の方が合ってるか？」

「さぁ？　取とり敢あえず、これ」

「あぁ――、あ？」

　先に外した腕の装甲を渡されたが、その重さに思わず声が漏れる。

　これ、何キロあるんだよ……？

「あー。それからさ、自分の名前だけど、梔くち子なし緩ゆる杷はっつーんだわ。よろしく」

　俺が渡された物の重さに絶句している中、足の装甲をガチャガチャと外しながら、彼女は――梔子緩杷は、俺同様に躊躇い無く名乗ってくれた。

「うっし。んじゃ、足の方はジブンが持つから、腕の方はそのまま頼むな」

「いや、まぁ、いいけどさ」

　足の装甲を外し終わり、纏まとめて左腕で抱えて立ち上がった緩ゆる杷は。その白い両手足は、見み惚とれるほどに綺き麗れいに整っているのだが、だからこそ、どう見ても自分が持っている装甲を付けて動き回れるほど筋肉が付いているようには見えない。

「お前の体ってどうなってんだ？」

「女の体を知りたけりゃ、口説き落とすのが早いんじゃねーの？」

「それでもお前の両手足の細さは説明できないだろ」

「毎日美容エステに通った結果だ」

「お前、文無しじゃねぇのかよ」

「いやいや、体で払うって方法があるだろう？」

「兄から逃げる状況で何してんだよお前!?」

「え、皿洗い」

「意外に普通なのな……」

「冗談だけどな」

「いい加減にしやがれ」

　きひひ、と甲高い声で笑う緩杷に俺おれは嘆息し、家路を急ぐことに。

「しっかし、少年って何気に肝が据わってるよなー。普通、ジブンみたいな格好した輩やからを助けようなんて思わないんじゃね？」

「確かに、普通は武装してる人を助けはしないだろうなぁ」

　今は外され、腕のは俺が、足のは緩杷が抱えている黒い装甲を見る。それは明らかに外見よりも機能を重視したもので、関節は滑らかに動くように、それでいて足はブーツのように膝ひざから下を、手は指先以外の肘ひじから先を隙すき間ま無く覆っている。

「どこの歩兵かって位の重じゆう装そう備びだよな。両手足だけは」

「ジブンに一番しっくりきたのがこれだったんだな」

「ふーん」

　今はそれ以上口を開く気配がしなかったので、俺は追求するのを止やめておいた。

　誰だれにだって事情はある。

　彼女――緩杷にも。

　勿もち論ろん、俺にも。

「話を戻すけど」

　俺が追求しないことを察したのか、緩杷の方から口を開いた。

「さっきは肝が据わってるって言ったけどさー。考えてみると、肝が据わってるかお人好しなのかの二択だよなぁ、少年の場合はさ」

「俺はお人好しのつもりは無い」

「じゃ、お人好しだ。お人好しは自覚が無いからな」

「単純だな」

「いいじゃねぇか。人から好かれる基本じゃん。誰だれにも好かれない人生より、遥はるかに有意義じゃん」

「それが成功ばかりなら、俺おれも悩みなんて無いんだろうけどな」

「お、失敗続きの発言だな？　通販で騙だまされたとか？」

「しょぼいな！」

「んじゃ、スケールでかいのか？　ってことは世界を救おうとして魔王と相打ちになりかけた時に、魔王に体乗っ取られたのか？」

「そんな時代に生きた覚えも無ければ、世界レベルのスケールでもねぇよ！　俺の失敗は！」

「難しいな、丁ちよう度ど良いのって」

「あんたが極端なんだよ……」

　あぁそうか、解わかったぞ。話の内容が下ネタに変わったら、壊かい世ぜと話してる気分になるんだ。

　――ん？　壊世、だと？

「やべぇ」

「お、どうした少年。取り戻せない青春時代でも思い出したのかい？」

「いや、そうじゃなくて。あんたを俺の家に招く際に重要なことを教えておくべきだってのを思い出したんだよ」

「重要なこと？　食事が粥かゆしか出せないとかか？　そんな程度はジブン、気にしねーけど？」

「そういうレベルならいいんだけどな……」

　何で忘れてたんだろう。いや、寧むしろ忘れても仕方ないのかもしれない。何せ、あいつはここ最近そんな素そ振ぶりを微み塵じんも見せなかったし、万が一があっても、俺は壊世を抑えられるから。

　しかし、他人をそれに晒さらした時――果たして俺は間に合うのだろうか？

「でー、結局何なんだよ、少年？」

「あぁ、何て言うか、俺の家には今、一人居候がいるんだけどさ」

「ほうほう」

「そいつ――殺人鬼なんだよ」

「ほほう――ぬな？」

　俺の予想通り――緩ゆる杷はは、空腹を忘れてしまったような懐疑的な表情でこちらを見た。



　　　◆



「というわけだ壊かい世ぜ。くれぐれも殺すんじゃないぞ」

「アキちゃんがあたしをまともに信用してないっつーのだけは、よぉーくよく解わかったですよぅ」

　あの後。

　殺人鬼がいる家と聞いたら来ない、と思っていたのだが、緩ゆる杷はは「空腹の方が今はヤバイ」と言って、結局我が家まで来てしまった。

　それで緩杷と一緒に玄関を通ったら、当然と言うべきか、壊世がパタパタと俺おれのジャージ姿で現れて、緩杷を見た途端、

「…………誰だれですか、この人」

　と、当然の疑問ではあるのだが、今すぐにでも暴れだしそうな冷酷な目で訊たずねてきたのだった。

　壊世がいきなり敵意満々の視線を向けてきた理由は解らないが、暴れられては敵かなわないので、俺は簡潔に緩杷との事情を説明し終えたところだった。

　ちなみに、空腹が限界らしかった緩杷には、先に居間のソファーに座ってもらい、適当にスナック菓子を貪むさぼってもらっていた。

　いや、本当にあの喰くいっぷりは貪るって表現がぴったりだったんだよ。

「事情は、何となく解ったですけど」

「おう」

　緩杷にはいつもの俺が座っている場所を譲ったので、俺は壊世が占拠しているソファーの端に座らせてもらっている。そして、そのソファーをこの一ヶ月で我が物のようにしてしまった壊世が、奇妙なものを見るような目で今もスナック菓子を貪る緩杷を見てから、こちらに向いた。

「アキちゃん、軽率過ぎやしませんかね？」

　いつも通りの無表情なのだが、何な故ぜかその視線は、俺を責めているように感じられた。

「つっても、いきなり落ちてきて文無しで腹減らしてる人を放ほうっておくってのも、後味悪いだろ」

「しかも怪しげな人に目を付けられたし？」

「ぬ」

　痛いところを突くな。

「偽善ですね」

「……そりゃ、自己満足だろうけどさ」

「悪いとは言ってねぇですよぅ。個人的には、何つーか、幻想ぶっ壊れー的な気分ってだけですから」

「は？　幻想？」

　壊かい世ぜの妙な言葉の真意を問い質ただそうとするが、彼女は「何でもねーです」と言って黙ってしまう。こうなると、俺おれとしても何もしようが無い。

　と、そのタイミングを計ったかのように、緩ゆる杷はが「ぶはーっ」と女性としてどうなのかという声を上げながらスナック菓子の袋をテーブルの上に置いた。

「あー、あっぶなかったわー。結構人生について考えさせられた」

「スナック菓子でそんな悟り開くようなことにはならんだろ」

「いやいや。やっぱ人間、三大欲求は重要だろ。行動のための食事、安定のための睡眠、繁殖のための性交」

「現時点に置いて三つ目は不要だと思うがな」

　だが、空腹は一応収まったのだろう。緩杷はさっきよりも顔色がよくなったように見えた。

　しかし、テーブルの上に散らかされた大量のゴミを見ると、これだけで満腹になったんじゃないかと思うのだが……。

「あー、少年。悪いけど食事の方も頼む。この程度じゃ腹二分目だし、久々に満腹まで食いたい気分だからさー」

「何……だと……!?」

　これで二分目？　なら、最低でもこの四倍の量はまだ食える、と？

「えーと、ユルハさんって言いましたっけ？　どんな胃袋してんですか」

「お、漸ようやく話しかけてくれたねぇ。嫌われてんのかと思ったんだけど」

「嫌っちゃないですよぅ。訝いぶかしんじゃいますけど」

「そりゃそうかー。んま、話を戻すと、ジブンは食える時に食うタイプだからさ。入るだけ詰め込んじゃうのさ」

「食くい溜だめですか」

「食い溜めだな」

「肥こえ溜だめじゃねーですね？」

「そりゃあ、嫌だなぁ」

　本気で嫌そうな顔をする緩杷。まぁ、飯食おうって時に聞きたい言葉じゃないな。

「んじゃ、俺は飯作るから、壊世は大人しくしてろよー」

「信用ねーですねー。殺し合った仲だっつーのに」

「危ない関係なんだなぁ、少年と嬢ちゃんは」

「そりゃあもう、半端な人間関係の縺もつれでドロドロするような昼ドラよりもバイオレンスな関係です」

　確かに、今も継続中の約束を思い出すとそう表現できなくも無いが。何だろう、もっとマシな表現を模索してもいい気がする。

　居間の二人が変な会話で喧けん嘩かに発展しないことを祈りつつ、俺おれは量を重視してカレーを作ることにした。



　約一時間後。

　大きな鍋なべいっぱいに作ったカレーを、先に白米を盛った皿の上に盛り付け、スプーンと牛乳も合わせて三人分を纏まとめてお盆に乗せて居間に行くと、壊かい世ぜと緩ゆる杷ははそれぞれソファーに寝転がってテレビを眺めていた。緩杷に至っては、チャイナドレスを着ていることを忘れているのか、それとも気にしていないのか、スリットから太ふと股ももが大胆に覗のぞいており、もう少し足を上げればまずいことになりそうである。

　…………ニートの世話をする親の心境が解わかった気がした。

「ほらお前ら、できたからさっさと起きろ」

「んぃ？　おー、お待ちしてましたー」

「悪いなぁ、少年」

「微み塵じんも誠意が感じられんな」

「んじゃ何ですかね。三つ指付いて頭下げればいいんですかね？」

「いやいや、ここは五体投地でも見せるべきだって。なぁ少年」

「そこまで要求してねぇよ！」

　全員分をテーブルに並べて、俺はソファーに座って緩杷を見た。

「………………………………ごくっ」

　……犬が「待て」と言われているような表情で、必死に両手を握り込んでいた。そこまで空腹なのか。

「んじゃ、いただきますか」

「あーい、いただきまーす」

「んじゃ少年に嬢ちゃん、ありがたくいただきますな」

「あいよ、召し上がれ」

　五秒後。

「すまん少年、お代わりをもらえるか」

「嘘うそだろ!?」

「少年は料理が上手いな。上手かったぞ」

　そう言って差し出された緩杷の皿は、見事に空だった。

「……ちょっと盛ってくる」

「悪いなー。できれば大盛りで」

「そのつもりだ」

　俺おれは、実はとんでもないものを連れてきちまったんじゃないか。そんな不安が胸きよう中ちゆうにじわじわと浮かんできた。



「あー、……食ったなぁ」

「すっげぇ食ってましたねぇ。あたし、途中から数えんの止やめましたよぅ」

「そうね。美味い美味いと言われてこんなに複雑な気分になるとは思わなかったわ」

　結局。

　あれから食事のペースこそ次第に遅くなっていったものの、どんどん要求され続け、終しまいには鍋なべもう一つ分作る破目になり、それも空にされた。

　うん。今度買い物に行こう。ありったけ、食糧を買い込もう。

「あのさ緩ゆる杷は、居候、三杯目には、そっとだし、って知ってるか？」

「あー、ジブンは居候じゃなくて客人ってことで」

「…………そうですか」

　まぁ、半ば無理言って招いたのは俺だし、この結果は自業自得なのだろう。

「それで、緩杷。お前、これからどうすんだ？」

「んー、やっぱこれ以上世話になるわけにゃいかんと思うんだが」

「別にいまさらだろう？　つーか俺があんたをここに引っ張ってきたんだ。節度さえ持ってくれりゃ、遠慮なんか必要無い」

「つってもなぁ」

「それとも」

　俺は真剣に訊たずねる。

「このままここを出て、またあんたの兄貴に追われ続ける気か？」

「……まぁ、そうなるんじゃないか？」

「なら、行かせねぇ」

　俺ははっきりと言い切った。

「悪いけど、俺はあんたが悪人だとは思ってない。こう言っちゃ何だが、あんたの兄貴は確実にヤバイと思う。それに袖そで触り合うも多生の縁、だろうがよ」

「あー、そうかもしれんけど」

「いいんだよ。あんたは偶然いい隠れ家を見つけたとでも思ってりゃ。これは単に俺の自己満足だ。あの状況を見て、あんたを放ほうっておく気にはなれない。それだけだ」

「そう言ってくれんのは嬉うれしいんだけどさー」

「ん？」

　緩杷はそう言って、今いま迄までで一番申し訳無さそうな表情をした。

「実は、ジブンのこと狙ねらってるのって、兄貴だけじゃないんだよな」

「何？」

「もう一人、自分のこと追っかけてる奴やつがいる。少年がジブンを匿かくまうっつーと、そっちまで相手にしなきゃならん。だから――」

「手を引けって？」

　俺おれは意識してオーバーリアクションで肩を竦すくめてみせた。

「阿あ呆ほうか。敵が何人だろうと主目的は変わらんだろ。だったら、何の問題も無い」

「……本当、お人好しだねぇ、少年」

「そうか？」

「でも、それは少年の意見だろ？　そこの嬢ちゃんはどう思ってるんだ？」

「むぃ？」

　唐突に話を振られ、牛乳を飲んでいた壊かい世ぜはしかしいつも通り無表情に口を開く。

「あたしは別に、アキちゃんの意見を優先しますよぅ。それこそ、ユルハさんがお客人なら、あたしは居候の身分ですし」

「殺人鬼の居候、ねぇ」

「アキちゃんとの約束があるから、今は絶賛殺人禁止中です」

「人を殺さない殺人鬼ってのも、珍しいっちゃ珍しいのか？」

　不可解そうに首を傾かしげる緩ゆる杷はに、壊世は「どーですかねー」と鏡合わせのように首を傾げる。少し面白い。

「まぁ、あえてあたしがユルハさんに訊ききたいことっつーと、ユルハさんの事情ですかね」

「あー、当然だよなぁ。寧むしろ何で少年がそこまで訊たずねてこないか不思議だし」

「アキちゃん、お人好しですから」

「そうだったなぁ」

　褒め言葉の筈はずなのに、馬ば鹿かにされている気がするのは何な故ぜだろうか。

「俺の性分なんかどうでもいいだろ。しかし、壊世の疑問ももっともだ。が、俺は無理強じいするために緩杷を引っ張ってきたんじゃない」

「いやいや少年。ここに連れ込まれてるのも半ば無理強いじゃないか？」

「いやんアキちゃんってば監禁趣しゆ味み？」

「お前ら少しは真面目まじめに聞きやがれ！」

　何でこいつらこんなに自由なんだよ!?　その自由さを俺にも分けてくれよ！

「しっかし、事情と言われてもなー」

　ソファーに身を預けるように座った緩杷は、そのまま胡坐あぐらをかいてから、悩むように腕を組んだ。というか、さっきからチャイナドレスであることを忘れてる座り方が多過ぎるんですが。見えそうですよ、足の付け根の奥が。

「これって本当にジブンのことだからさ。あんまし無関係の人にまで迷惑かけたくないんだよな」

「それを覚悟で、俺おれはあんたを家まで引ひき摺ずって、大量の食事を与えたんだが？」

「そりゃあ、感謝してるけど」

　煮え切らない態度の緩ゆる杷はに、流石さすがに俺もこれ以上は無理だと判断した。

「ならいいさ。言いたくなったら言えばいい。でもな」

　ここだけは譲れないということを解わからせるように、俺は言葉強く言った。

「何も言わないままに巻き込まれたら、俺達たちは何もできないぞ」

「あぁ、覚えとく」

　神妙に、真剣に頷うなずいた緩杷を見てから立ち上がって時計を見ると、既に時刻は午後の八時を回っていた。

「んじゃ、今日はここまで。風ふ呂ろの用意するから、準備できたら入りたい奴やつは入れ」

「少年はいつ入るんだ？」

「いつでもいいよ。どっちにしろ、皿洗いも終わらせねーとだし」

「そうか。何か手伝えることとかは、あるか？」

「家事はできるか？」

「やろうと思えば、できる筈はず」

「…………今は、大人しくしててくれ。着替えは――あぁ、壊かい世ぜ。俺のジャージ貸しといてくれ」

「……………………」

　さっさと浴室に行こうとしたのだが、壊世が返事をしないので何かあったのかとソファーを見ると、両腕と頭をジャージの中に全部引っ込めた、奇怪な格好になっていた。

「えーと、壊世さん？」

「……………………」

　これはあれか。「応答しない」という意思表示だろうか？

　しかし、何な故ぜ今になっていきなり？　さっきまで何か問題があったようには思えないし、緩杷のことだって、壊世は受け入れたと思ったのだが……。はて？

「んんー、嬢ちゃんは殺人鬼である前に乙女だったか」

「何だそりゃ？」

「少年が鈍いってだけだな。少しは他人の感情を汲くみ取とってやるべきだと思うぜ？」

「はぁ？」

「アキちゃんのお人好しのニブチン」

「あん？　壊世？」

　壊世が何か言ったような気がしたが、相変わらず壊世は黙して語らず、緩杷も肩を竦すくめるだけだったので、俺おれはさっさと風ふ呂ろの準備をするべく浴室へと向かった。



「じゃ、これ。俺ので悪いけどジャージな」

「あぁ、ありがたく借りるよ」

　皿洗いを済ませた頃ころ、先に準備した風呂が沸いたので、緩ゆる杷はに一番風呂を譲り、俺は今もソファーに寝転がる奇怪な格好をした壊かい世ぜの足近くに腰を下ろした。

「で、機嫌は直ったか？」

「…………直ったように見えますか」

「いや、見えないけどさ」

　ジャージ越しにではあるが、漸ようやくモゴモゴと喋しやべりだした壊世の言葉に俺は首を傾かしげる。

「直ったかどうか聞く前に、アキちゃんはあたしの機嫌が悪いって思ったなら、その原因を知ろうとしたんですか」

「……いやぁ、そりゃあ知ろうとはしなかったけどさ」

　こういう場合、本人に訊きくのは逆効果だと思うし、心当たりも無いから、俺個人では探りようも無いと思う。緩杷は何か知っていたようだが、教えてくれそうではなかったし。

「ったく、本当に猫みたいだな、お前」

「何ですかそれ――うにゅ」

　ジャージの上から頭と思われる場所に手を置いて撫なでてやる。固い感触から、どうやら当たりのようだ。

「変に気紛れっつーことだ」

　何度か頭を撫でているうちに、壊世はモゴモゴと動いて、顔を鼻から上だけ出した。

「何でユルハさんは優しく迎え入れて、あたしの時はあんなに冷たかったですか」

「は？　何でって、そりゃああの時のお前は殺人鬼で、完全に警戒すべき対象でしかなかったからなぁ」

「だからって、露骨過ぎるです」

「いや、お前が来た時も、俺はまだ良心的な対応だった気がするが」

「何が違うですか、あたしとユルハさんで」

「被害者と加害者」

　そこだけは間違えないよう、俺ははっきりと言った。

「言っておくけど、お前が俺の前であのヤンキーを殺したこと、まだ許してないから」

「……………………」

　壊世は再びジャージに頭を潜らせる。余計拗すねさせちまったか？

「……あたし、迷惑ですかね？」

　そう思ったが、ジャージ越しに聞こえた声に拗ねたニュアンスは感じられなかった。だから、俺おれはその問いに即答する。

「だったら一ヶ月前に警察に突き出してる」

　結局、こいつの世話をすると決めたのは俺で、今ではそれを楽しんでいる節もある。

　それは、家族を亡くした俺の自己満足かもしれない。でも。

「少なくとも、お前を引き取って後悔したことは、無い」

「…………」

「お？」

　またしてもモゴモゴと、壊かい世ぜが鼻から上だけをジャージから出していた。

「改めて訊きくけど、機嫌は直ったか？」

「……………………もうちょい拗すねてます」

　それだけ言って、もう一度ジャージに潜る殺人鬼。

　本当、何を考えているのか解わからない、猫みたいな奴やつだと思った。

「おーう、少年。ちょっといいかー？」

「ん？　どしたー？」

　ペタペタと浴室の方から足音と緩ゆる杷はの声が聞こえたので、ソファーから立ち上がり、タオルでも探しているのかとこちらからも向かう途中――ふと、一ヶ月前に似たようなことがあったのを思い出した。

　何かと言えば、壊世が全裸で風ふ呂ろから出てきたあのことなのだが、いやしかし、緩杷は壊世よりは常識人である筈はず。故にそんなことは起こらないだろうと勇気を持って声のする方向へと向かい――

「あぁ、悪いな少年。実は――」

「……え」



　半裸の緩杷に遭遇した。



「――ってことでな」

　緩杷が何かを言っている。半裸で。

　下半身はジャージを着ているのに、上半身は肩にかけたタオルで胸が僅わずかに隠れているだけ。

　それは――確かに、壊世よりは常識人的な格好なのだろう。何せ全裸じゃないのだ。人類の文明を、衣類を着用しているのだ。

　ただ言わせてくれ。緩杷は何かしら言いたいことがあってここにその格好で来たのだろうが、その前に俺に一つだけ言わせてくれ。

「少年？」

「お前も恥じらいを持って服を着ろ―――――――――――!!!」

　後になって、近所迷惑だけが心配だった。



「いやまぁ、悪かったけどさ」

「……いや、すぐに着てくれた分、まだマシだ」

　その後、すぐに髪を乾かして上も着てくれた緩ゆる杷はは、未いまだにジャージに潜っている壊かい世ぜに少し視線を向けてから俺おれに話を切り出した。

「んで、結局ジブンが言いたかったことだけど」

「あぁ、うん。何かあったのか？」

「いやぁ、寧むしろ無かったんだよな」

「ん？　何が？」

「下着」

「………………………………忘れてた」

　そういえば今日の朝、壊世のことで確認したばっかりだったのに、何をやってるんだろうね俺は。本人が文無しって言ってる上に女性なんだから、まず下着に関して手を打つべきだったろうに。

「すまん。本当にすまん」



    

  
    
      



    

  
    
      「いやいや、そこまで深く謝らなくても。悪いとは思うけど、嬢ちゃんの下着はあるんだろ？　今日はそれを貸してくれ。気まずいのはお互い様ってことでさ」

「あたし、今は履はいてないです」

「んん？」

　ジャージから頭を出した壊かい世ぜの言葉に、緩ゆる杷はが首を傾かしげた。

「なぁ、少年。自分の耳が間違ってないなら、今壮絶な発言を聞いた気がしたんだが」

「…………事情を、話させてくれ」

「否定はしないんだな」

「あぁ、実はな――」

　その後、自分に非がある事情を説明し、後日食料と合わせて買いにいくことを約束した。

「何だ、そういうことか。てっきりジブンは、少年が嬢ちゃんに趣しゆ味みを押し付けてんのかと思ったわ」

「俺おれにそんな趣味はない」

「アキちゃんはそんな甲か斐い性しようも無いですよぅ」

「それもそうだな」

　何か釈然としない女子二人の会話を聞いた後、取とり敢あえず服と下着は俺ので我慢してもらうことになった。

　……ものすっごい、自己嫌悪に陥ったのは言うまでもない。



　　　◆



　翌日。

　日を跨またいだというのに、壊世はまだジャージに篭こもっていた。

「お前ね、いつまでそうしてるつもりだよ」

「……………………」

「嬢ちゃんはそっとしといてやんなよ。それより飯いいか？　何か久々に安眠したら腹が減ってさー」

「お前はお前で、一晩で馴な染じみすぎじゃねぇか？」

「いいじゃんよ。匿かくまってくれるんだろー？」

　あふ、と欠伸を噛かみ殺しながら、ジャージ姿の緩杷が階段を下りてきた。

「ジャージ、サイズは大丈夫か？」

「んぁー、まぁ苦にはならんな」

　貸したジャージは、見た感じ彼女にぴったり合っている。緩杷の方が背は低い筈はずなのだが。

「胸があるからなぁ」

「そういうことは言わなくていい！」

　これ見よがしに胸を持ち上げる緩ゆる杷はに怒ど鳴なり散らす。ここ最近、俺おれの女性に対する幻想は綺き麗れいに砕かれてます。

　それはさて置き、彼女には、俺の両親が使っていた部屋を貸し与えている。掃除はしていたので、部屋の準備に時間が掛かることがなかったのはよかったが――あの様子だと、寝心地もよろしかったようだ。

　ちなみに、今は両手に付けていた装甲も外している。

「ったく、じゃあ壊かい世ぜ、飯は作っとくからちゃんと食えよ。あと緩杷」

「ん？」

「皿洗いはできるよな？」

「どうにかしてみる」

「……そこまで力入れずに、気楽に頼む」

　昨日までは壊世を無む理り矢や理り起こしていたのだが、流石さすがに今の、機嫌が悪い壊世に無理強じいするのは気が引けたので、遅れが出る家事は任せることにした。

「苦労性だねぇ、少年。お人好しの性さがってのかな？」

「かもな」

　皮肉に笑う緩杷に、俺は苦笑しか返せなかった。



「じゃあ、俺は学校に行くから」

「あいよ、行ってらっしゃいな。家事は任せとけ」

「不安が残るけどな」

　壊世の姿は見えない。未いまだにジャージに潜っているのだろう。

「あーと、壊世が出てきたら――」

「ちゃんと飯は食わせとく。少年は気にせず学校に行くといい」

「悪い。そうさせてもらう」

「気にするなよ。現状助けてもらってんのは自分の方だしな」

　ひらひらと手を振る緩杷に見送られ、俺は家を出る。お隣さんは、今日も先に出発しているらしい。

「ま、のんびり行きますか」

　昨日と違って時間に余裕があるため、俺は言葉通りのんびりした歩調で学校へと向かい始めた。



　　　◆



「秋あき良ら、おはよう」

「ん、おはよう」

　校門の前に、夏服の女子制服姿で、朝の静かな風に灰色の髪を揺らす諸もろ哉やが、俺おれを見て手を振りながら近づいてきた。そのまま昨日と変わらぬ、少し細められた双そう眸ぼうを俺に向けて横に並ぶ。

「そういやさ、昨日は何の苦も無く授業受けてたけど、内容は追いついてんのか？」

「八割前後。既知の内容とあまり齟そ齬ごは無いから、そこまで苦労は無いね」

「そうか」

「秋良は勉強できるの？」

「んー、テストでは教師から文句言われない程度の点数は取れるかな」

「何それ」

「俺、授業サボる時あるし」

「へぇ、そうなんだ」

　驚いた様子を見せないのは、信じてないのか、逆に納得したか。ともあれ、彼女に関しては昨日同様に友好的にやっていけそうではある――



「アキラぁっ！」



　朝に似合わぬ怒号に、そんな俺ののんびりした空気が打ち破られた。

　声が聞こえた方向を見れば――下げ駄た箱ばこに向かう俺達たちの真正面から、黒髪長髪の麗れい人じんが歩いてきていた。

　その表情は、先の怒号と同様に憤ふん怒ぬに染まっている。

「え、あ――藍あい、さん？」

　彼女――皇おう楼ろう院いん藍の唐突な登場に、俺は戸惑って足を止めるが、隣の諸哉はさして動じた様子も見せず、寧むしろ納得したように頷うなずいている。

「え、ちょ、諸哉？」

「そっか。同姓かと思ったけど、本人だったんだ」

　何のことかと訊きく前に、藍さんが先に俺の前に立ち、周囲の視線を臆おくすることなく俺の胸倉を掴つかみ上あげた。



「――何な故ぜ、ここに《欠けつ虹こう称しよう》がいる！」



「……何？」

　けっこうしょう？

　彼女の言葉の意味を理解できず思考が停止しそうになる。しかし、藍あいさんは微み塵じんも許す気配も見せず、強く俺おれを睨にらんだまま。

　そんな俺達たちに、諸もろ哉やは静かに、諭すように声を掛けてきた。

「別に、諸哉は仕事と私事と私情でいるだけ。ＷＨＯに関かかわりは無いし、秋あき良らにも手は出さないわ、《イン――》」

「その名で私を呼ぶな、《灰はい虹こう斧ふ》」

　ぎちり、と。無意識にだろうか、俺を掴つかむ手にさらに力が込められ、結果的に俺は呼吸が難しくなる。

　いやしかし、待て。落ち着け。頭の中が混乱している。今のやり取りの中で情報が多過ぎた。

　しかし、一つだけハッキリしたことがある。

　灰はい金くがね諸哉。ただの転入生だと思っていたが――違ったらしい。

　ＷＨＯ――世界人間観測所。世界保健機関ではなく、異能に携わるあらゆるものを『観測』する集団。藍さんはそこに所属する一人で――諸哉は、それを知っていた。

　それに、藍さんが諸哉を奇妙な呼称で呼んだ。あれはおそらく、《あちら側》の人間としての二つ名。俺の《雷哮神龍ジヤマーヴアル》と似たようなもの。

「……諸、哉」

「えーと、皇楼院さん、でいいんだよね？　秋良を離してくれないかな？　彼、苦しそうだし」

「ぬ……。ふん」

　若干荒々しく、解放された俺は、改めて諸哉を見る。

　その視線の意図を察したのか、諸哉はこれまでと変わらぬ笑顔で、何の苦も無く口を開いた。

「改めて初めまして、悪あく魔まの眷けん属ぞくさん。諸哉は、代行集団《欠けつ虹こう称しよう》の一人、《灰虹斧》を担う灰金諸哉、です」



　彼女ははっきりと――自身が《あちら側》の住人であることを認めたのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


第三章　気まずい買い物と波乱の兆し



　朝のホームルームが終わり、授業が始まっても、俺おれは全然集中できなかった。

　正確には朝の出来事が頭を離れなかったのだ。

　その要因である灰はい金くがね諸もろ哉やは、隣で昨日のように、俺の現代文の教科書を半分見ながら普通に授業を受けている。

　そう、普通に。

　当然のように。

　一般人のように。

　まるで、朝の出来事など無かったかのように。

　対してもう一人、藍あいさん。皇おう楼ろう院いん藍は、ホームルームにも顔を出さず今も教室にはいない。つまり、屋上にいるのだろう。

　そういえば、諸哉は藍さんを《イン――》とか何とか呼ぼうとしていた。

　考えてみれば藍さんも相当の実力を持つ異能者だ。しかし、二つ名は異能名そのものを名乗る時もあれば、周りが勝手に付ける――それこそ蔑べつ称しようを――こともあるから、藍あいさんの場合、自分が気に食わない名称を付けられたのだろうか？

　しかし、イン、イン――イン何とか、ねぇ。

「何も解わからんな……」

「秋あき良ら君？　そんなに難しいことじゃないと思うんだけど？」

「ん？」

　前を見ると、教科書片手に怒ってんだか笑ってんだか、不安定な表情の在ある歌かさん。

「それで、何度呼んだら教科書を読んでくれるのかしら？　秋良君？」

「あぁ、はい。すいませんね悠ゆう錐きり先生」

　クラス中からクスクスと笑われながら、俺おれは教科書を手にとって立ち上がる。隣では、諸もろ哉やも他ほかのクラスメイト同様に笑っていた。

　他の生徒と、何も変わらない様子で。一般人にしか見えない様子で。

「それじゃあ五十二ページ三行目から、最後まで」

「…………」

　最後までは二十ページ以上あった。明らかな嫌がらせだろこれ。



「ねぇ秋良。ちょっと付き合ってほしいんだけど」

「ん？」

　不安と疑問を抱えたまま昼休みに突入した直後。俺は諸哉に呼び止められた。

「何だ？」

「昼食を食べ終わったら、図書館に付き合ってほしいの。場所は知ってるけど借り方は知らないから」

「あぁ、そか。解った、同行する」

「うん、それじゃ昼食も一緒に、ね？」

　小首を傾かしげて同意を求めてくる諸哉の姿は、どう見ても一般の女子生徒にしか見えないのだが――しかし、朝、藍さんが見せたあの焦りよう。

　あれは一体、諸哉の何を示しているのか？

　危険性？　重要性？　それとも、俺が知らない間に、何か問題が起こっているのか？

「秋良、どうしたの？」

「ん？　あぁ、まぁ、ちょっと考えごと」

「ふぅん」

　昨日と同じく、食堂で昼食を取る俺と諸哉だったが、しかしそこに昨日はあった気軽さは無い。諸哉は微み塵じんも気にした様子を見せないが、俺が深く考えてしまっているからだ。

　勿もち論ろん、杞き憂ゆうかもしれない。無駄な考えかもしれないのだが、妙に引っかかるのだ。何がと訊きかれても、答えられない何かが。

「秋あき良ら、考えごとはいいけど」

「んぁ？」

「そんなに美お味いしそうなお弁当を放置してるなら、貰もらっちゃうよ？」

「え」

「というわけで、いただきます」

　昨日とはまた別に、俺おれの対面といめんに座った諸もろ哉やが、ひょい、と箸はしで俺の弁当から卵焼きを奪って、その小さな口に放ほうり入れた。

「んぐ。――あ、凄すごい。凄く美味しい」

「……そりゃ、どうも」

　おかずを取られたことよりも、本当に諸哉は藍あいさんが危険視するような人物なのか。全く判別できずにますます混乱してしまう。



　そのまま互いに昼食を終え、諸哉と一緒に図書館に向かった。

「諸哉って、読書は結構するのか？」

「そうだね。趣しゆ味み――って言ってもいいかな」

「そっか。んじゃ、どんな本を読むんだ？」

「気分によるかな。ライトノベルを読む時もあるし、古典を読む時もあるし」

「随分とふり幅のでかい気分だな」

「広く浅くって言うと説得力あるでしょ」

「言葉ってのは難しいようで便利だ」

「正しく使えばね」

　もっともである。

「……なぁ、諸哉」

「朝のこと？」

　簡単に本の借り方をレクチャーした後、何を借りようかと本棚を眺める諸哉に声を掛けると、彼女は振り返ることすらせずに、こちらの訊きたいことをピンポイントに的中させてきた。

「朝のことなら、事実だよ。諸哉は代行集団《欠けつ虹こう称しよう》の一人。それ以上でも以下でもない」

「その、《欠虹称》ってのが、何なのか解わからんのだが」

「それは企業秘密」

　そう言ってウィンクを返してきた諸哉だったが、俺の心中には暗雲が立ち込めている気分だった。

　結局《欠けつ虹こう称しよう》というのがどんなものなのかは不明のままだが、諸もろ哉やは「代行集団」と言っていた。

　代行――誰だれかの代わりに、何かを成し遂げる。しかも、『こちら側』の人間で、だ。

　そこまで想像すると、荒事をこなすイメージも湧わいてくる。そう、荒事。武力行使を辞さない仕事。

　そして、二種類から狙ねらわれていると言った、梔くち子なし緩ゆる杷は。

　その片方は実の兄だと判明しているし、俺おれも既に会っている。

　ならば、もう片方は――諸哉じゃないのか。

　そんな不安がじわじわと、俺の中に染み込んでいった。



　そこからは、不気味なほどに何事も無かった。

　諸哉は昨日と同じく俺に近付いて教科書を見せることを求め、在ある歌かさんは未いまだに複雑な表情で諸哉を頼むと言い、藍あいさんは放課後になっても教室に顔を出さなかった。

　そしてホームルーム終了後、俺は教室を出ようとする在歌さんを見てふと思い出したことがあったので、慌てて彼女を追いかけた。

「あの、悠ゆう錐きり先生」

「ん？　何かしら？」

　表面上は教師をしているが、妙に嬉うれしそうな感じで在歌さんはこちらを振り向いた。

「あの、実は私事なんですけど」

「そうなの？」

「いや、……あぁ、まぁいいや」

　本当に、学校ではメリハリつけるとか言っていた張本人がこの調子なのだから、こちらとしては対応が面倒で仕方ない。

「あのさ、今週の土曜日、買い物に付き合ってほしいんだけど」

「………………………………………………………………………………………………え？」

「いやだから、買い物」

「ねぇ秋あき良ら君」

「ん？」

「ちょっと私を殴って」

「はぁ!?」

「一回でいいの！　お願い！　思いっきり殴って！」

「何言ってんの在歌さん!?」

「殴られたいの！　殴られなくちゃいけないの！　これは必要なことなの！　お願い殴って!!」

　執しつ拗ように、それこそ必死に殴って殴ってと懇こん願がんしてくる在ある歌かさん。勿もち論ろん、周囲には、まだ生徒は残っており、俺おれ達たちのやり取りもばっちり見ているし、廊下にいる人は在歌さんの声もはっきりと聞こえていることだろう。

「何で殴らなきゃいけないんだよ！　在歌さんだって痛いのはいやだろ!?」

「今は痛くなくちゃいけないのよ！　自分でやっても絶対無理だから！　お願い！　殴って！」

「何をしているのだ悠ゆう錐きり先生」

　ベシッ、と。まるでこの狂った状況を終わらせるように、在歌さんの頭を叩たたいた人物がいた。その人物とは、これまで姿を見せなかった藍あいさんだった。

「鞄かばんを取りに来たら妙に騒がしかったのでな。何事かと思ったら、悠錐先生が常ならありえん発言をしていた、というわけだ」

「あぁ、うん。ありがとう藍さん」

　取り合えず、藍さんに叩かれて在歌さんは静かになった。確かに殴りはしなかったが、叩かれはしたから目的は果たされたんじゃ――

「……痛い」

「そりゃそうでしょ。ほら在歌さん、取とり敢あえず落ち着いて――」

「秋あき良ら君！　よかった！　痛かったのよ！　夢じゃなかったわ！」

「………えぇ――――」

　結局。最後の最後まで本人以外に理解されない在歌さんの騒動は、「お淑しとやかな女性教師、まさかのドＭ発言」ということで処理され――正気の戻った在歌さんに深い傷跡を残すのだが――まぁ、それはもう少し後の話。

「で、今週末は大丈夫なの？」

「うん」

「大丈夫、なんだよな？」

「うん」

　ちなみに、既に藍さんは「付き合いきれん」と言い捨てて帰ってしまった。

「あのさ、在歌さん。多分皆本気にはしないって。冗談か何かだって思う筈はずだから。そこまで気にしなくていいじゃん」

「秋良君は」

「うん？」

「秋良君は、幻滅したりしない？」

「まぁ、驚きはしたけど、それだけだし」

「本当？」

「あぁ」

　出席簿や資料を抱えて俯うつむいていた在ある歌かさんは、上目遣いに、迷子になった少女のような目で俺おれを見上げてきた。見慣れた顔である筈はずなのに――俺は少し、ドキッとした。

「じゃあ、今週末。楽しみにしてる」

「楽しみにって――俺の都合に付き合わせるんだから楽しくないかもよ？」

「いいの！　楽しみにしてるから！」

　子供のようにそう言って、在歌さんは教室を出て行ってしまった。

「……何だかなぁ」

「仲がいいのね」

「うぉっ」

　いつの間にか、背後には諸もろ哉やが立っていた。

「幼おさな馴な染じみらしいね？」

「あー、寧むしろ腐れ縁って言った方がいいって、他ほかの連中にも言ってるんだけどな」

「そう？」

　彼女が一歩俺に近付き、その動作に伴い、彼女の右肩から垂れる髪が揺れる。

「その割には、先生、秋あき良らと仲がよさそうに見えたけど？」

「いまさら――って感じなんだよ。切れる縁じゃないからそのままってだけだ。それより」

「ちょっと妬やけちゃう」

「は？」

「ううん。何でも無い」

　そのまま、じゃあねと言って灰色の髪を揺らしながら諸哉は教室を出て行った。

　一人取り残された俺は――諸哉のどんな姿が真実なのか。それが理解できないまま、一人で帰路へ着くのだった。



　　　◆



　そうして迎えた週末の土曜日。

　俺は約束通り壊かい世ぜと緩ゆる杷はを連れ、家の前で在歌さんを待っていたのだが。

　彼女は何な故ぜかかなり気合の入った服を着てやってきて――

「これはどういうことかしら、秋良君」

「どうって……あぁ、緩杷のこと？　こいつは壊世の遠縁らしくてさ。諸事情から俺の家で預かることになったんだ」

　緩杷と初対面の在歌さんには、あらかじめ用意しておいた嘘うそで誤ご魔ま化かす。俺の親しん戚せきだと把握されている可能性があるから、ここは事情を話せない立場にしてある壊世の親戚と言った方が信しん憑ぴよう性せいは高いだろうし。

　しかし、在ある歌かさんは――

「そんなことじゃないのよ！　そんなことはどうでもいいの！」

「は？」

「何で、この子達たちが――」

　そこまで言って、在歌さんは口を噤つぐんで、おずおずと再び開いた。

「その、改めて聞くけど、今日の買い物の目的は？」

「あれ、言ってなかったっけ？　この二人の私服と下着を買いに行こうかと」

「……………………………………………………………………………………そっか」

　何な故ぜかこの世の終わりのような沈ちん鬱うつさで納得された。

「そうよね、秋あき良ら君がそんなに甲か斐い性しようがあるわけないものね。秋良君はそんなこと考えないもの。考えないから私は今も独身なんだもの…………。うふふ、舞い上がってた私が馬ば鹿かみたい」

「いや、あの、在歌さん？」

「折角、デートだと思ったのに…………」

　小声で何事かをブツブツ呟つぶやく在歌さん。正直かなり怖いんだが。

「だからアキちゃんはあほなのだー」

「認めたくないもんなぁ、若さゆえの過ちってさ」

「何の話!?」

　何故か壊かい世ぜと緩ゆる杷はからも責められて、今日の買い物が始まったのだった。



「それにしても秋良君。壊世ちゃんはいいとして、緩杷ちゃんはもっと無かったの？　他ほかの服」

「いや、俺おれも何か無いかと探したんだけどねー。サイズがどれも合わなくて」

　在歌さんに立ち直ってもらって、デパートを目指す道中、奇妙な集団が商店街を歩いていた。

　一人はかなり気合の入った、それこそドレスほどではないにしろパーティーにでも行くのかというような服装をした女性。

　一人はサイズの合わない猫耳フードの白いコートを着た少女。

　一人は長身で金髪に黒い龍りゆうで彩られた赤いチャイナドレスを着た少女。

　最後に、白いＴシャツの上に黒のノースリーブパーカを羽織ってダメージジーンズを履はいた白髪の少年。



　まぁ、俺達なんだけどな！



　ただでさえ俺おれは目立つ髪をしているのに、残る三人のおかげでより一層周りから視線を向けられている。やりぃ、ここら一帯の視線を独り占めだぜひゃっほう。

　嬉うれしくねぇ。

　緩ゆる杷はが装甲を付けていないのはまだ救い、なのだろうか？　正直、目クソ鼻クソを笑うレベルだと思うけど。

「悪いなぁ。ジブンも何でこんなに背が伸びたのか全然解わかんないし」

「確かに、女性にしちゃ高いよな」

「そうなんだよなー。こうもでかいと、服のサイズが合わなくてなー」

「まぁ、そういうのは仕方ないよな」

　だからって、唯一の私服がチャイナドレスってのはどうなんだろうか。

「ジャージの方がよかったかね？」

「そうかもしれん。間違えたなぁ」

　悔やむ俺に、在ある歌かさんが慰なぐさめのように声を掛ける。

「それでもほら、これから服を買えばいいじゃない？　大丈夫、ちゃんと私が選んであげるから」

「あぁ、うん。頼りにしてる」

「あ、うん！　任せといて！」

　何な故ぜかいい笑顔で在歌さんが肯いた瞬間――

　ズドムッ！

「…………壊かい世ぜ？」

　何故か、壊世の右足が俺の右足目掛けて全力で踏み出されていた。勿もち論ろん間一髪で避よけたのだが――はて、これタイルに罅ひび入ってねぇか……（汗）。

「あぁすいません。全力で踏み抜くつもりだったですけど、避けられちまいました」

「確信犯であること隠すことすらせずに堂々と言い切った!?」

「これからは足元も気を付けることですね」

　それだけ言って、壊世はフードを目深に被かぶり、ずんずんと先に行ってしまう。

「おーい、行き先解るのかー」

　ちょっと怖かったので、小声で呼びかけると、壊世はピタッと止まって、すぐに戻ってきた。

「アキちゃん。あたしらどこに行くですかね？」

「……………………大人しく付いてきなさい」

「あっははっ。楽しいなぁ少年達たちは」

　そんな俺達を、緩杷は笑って見ていた。

　本当、何なんだろうかこの状況。そう疑問を抱きつつ数分歩くと、目的地であるデパートの前に辿たどり着ついていた。

「えーと、服は何階だっけ？」

「四階ね。それじゃ行きましょうか」

　週末ということもあり、中々に込み合っている中を進んで、エレベーターに乗り込み、四階のボタンを押す。幸いと言うべきか、他ほかの乗客はいなかった。

「やっぱ目立つよなぁ、俺おれ達たち」

「ここを出るまでには全員顔どころか姿すら認識できないほど地味になりますかね？」

「その場合、俺は美容院に行く必要があるな」

「ジブンは骨格整形だな。少なくともこの上背を何とかしないとだし」

「あたしは何ですかねー。セーラー服でも着ましょうか？」

「……売ってんの、それ？」

「えぇっと、流石さすがに無いと思うけど」

　壊かい世ぜの無茶振りに在ある歌かさんが困ったところで四階に着いた。

　エレベーターは丁ちよう度ど店内を二分している場所にあったらしく、右は男性用、左は女性用の服が並んでいる。

「じゃ、俺はあっち行くから。また後で」

「何言ってるのよ、秋あき良ら君」

「んぉ？」

　在歌さんに襟首を掴つかまれ、俺はデパート四階左側へ。

　いやちょっと待って、え？

「さー皆、ちゃんと秋良君にも選んでもらいましょうねー」

「あーい」

「はいよー」

「え？　何でそうなってんの!?　そのところは在歌さんに一任したんだけど!?」

「いいから行くわよー」

　ずるずると、俺はドナドナ気分で引ひき摺ずられていくのだった。



　男と女には差がある。差というよりも違いといった方が正しいか。

　例えば、染色体。男はＸ染色体とＹ染色体らしいが、女はＸ染色体が二つなのだとか。最も早はやそこまでいくと別の生き物なのではないかとさえ考えてしまう。

　何が言いたいかって？　そりゃあ簡単だ。

「んー、壊世ちゃんは少し地味なのがいいかしら？　それとも派手でもいいからモノクロのものかなぁ？」

「おー、これ綺き麗れいですねー。雨の日とかどうすんですかね。車に水をはね飛ばされたら一発で台無しですねぇ」

「あー、そこの店員さん。女物でジブンに合うサイズって――あ、そっち？　ちょっと案内してもらっていいかね」

　俺おれが女性服売り場にいることが不自然だってことだ。

　ていうか、さっきからキャイキャイはしゃぐ女性陣に対し、俺は何ができると言うのか。いや、何もできやしない。敢あえて言うなら、こうして可能な限り存在感を消して店員に気取られぬよう息を殺し続けることだけだ。

　というか、本当に居心地が悪い。通り過ぎるならまだしも、その場に滞在することがここまで気まずいものだとは思ってもなかった。知りたくもなかったけど。

「ほら、秋あき良ら君も選んであげなさいよ。あるでしょう？　これが似合いそうとか、この色がよさそうとか」

「いや、勘弁して。本当に勘弁して。ここから離れさせて」

「駄目」

　俺の懇こん願がんは、在ある歌かさんに一いつ蹴しゆうされた。

「あの、一青少年としてこの空間は聊いささか厳しく思うので……」

「自宅に女の子を二人も住まわせてる人が何を言ってるのかしらね？　ねぇ壊かい世ぜちゃん」

「ですねー」

　何気に気の合う二人に俺の最後の抵抗も届かなかった。

「…………つってもなぁ」

　あれこれと男物に比べて装飾過多に思える服を流し見るが、生あい憎にくとファッションなんてものにこだわったことの無い俺としては何が何だかである。しかもそれが女性の服を選べとなれば尚なお更さらで、似合うに合わないは、それこそ着てみた姿を見ないと何とも言えない。

「じゃあ、試着した後で秋良君に見てもらおうかしら？」

「それもそれで妙に責任感じるから辞退したいです」

「もー、今日の買い物誘ったの秋良君なのに、ノリが悪いじゃないかしら？」

「んなこと言われてもなぁ」

　解わからんものは解らんし、慣れないものは慣れないのだ。

「金は全額俺持ちなんだし、それで勘弁してくれません？」

「そうは言うけど、本当にいいの？　結構値段が高いわよ、女物って」

「男物に比べられると、確かに眼めを疑う値段のものが多いな」

　試しに近くにあった服のタグを覗のぞく。

　…………この前俺が買ったＴシャツの数倍の値段なんですけど。

「駄目だ。少なくとも俺はここで自分の物は買えないわ」

「え、アキちゃん女装するですか？」

「そういう意味じゃねぇよ！」

　考えてみれば、自分の服なんてスーパーとかで安売りしている物が殆ほとんどだし。やはりこういう専門店では、相応の物を用意していて、値段もそれに合わせているのだろう。

「あぁ、いたいた。少年、悪いが会計頼めるか？」

「あ、緩ゆる杷は？　お前はもういいのか？」

「あぁ、少なくとも外出にも家の中でも問題無く、個人的にも満足できたからな」

　そう言ってこれまで離れた場所にいた緩杷の手には、何着かの服やジーンズが抱えられていた。

「壊かい世ぜは決まったか？」

「んにゅ、どーもしっくりこねーんですよねー。ヒラヒラゴテゴテピチピチサラサラ。種類多すぎて何が何だかです」

「あー、じゃあ在ある歌かさんに選んでもらえ。その間に緩杷の分は会計済ませちまうから。在歌さんも、よろしく」

「あーい」

「解わかったわ」

　流石さすがに会計まで邪魔する気は無いらしく、二人はあっさりと俺おれを解放してくれた。

「んじゃ、行くか」

「あいよ。つーか、服まで買ってもらうって、考えてみると本当悪いよな」

「別に、いまさらだし。寧むしろこれまで壊世に買い与えてなかったことの方が自分じゃ失態だと思ってるくらいだぜ」

　レジに向かうと、幸いに他ほかの客が並んでいることは無く、緩杷はどさどさと抱えていた衣類をレジ台に置いた。

　数十秒、店員さんがタグのバーコードを読み込み、総額を告げられる。それは予想以上の値段ではあったが、まぁ、保険の意味も込めて多量に金を詰め込んできた財布の中身が足りなくなることはなかった。

「つーか、この後は壊世の分もあるんだよなー」

「あの姉さん――在歌さん、だったか？　あの姉さんのチョイスだったら、安くてもいいもん選ぶ気がするけど」

「どうだろ。そんな気もするけど、あの人って昔から妙なところで金遣い荒いしなぁ」

　衣類が詰め込まれた袋を緩杷が持って、壊世と在歌さんがいた場所に戻ると、二人はまだ悩んでいた。

「あのさ、流石にそろそろ決めてほしいんだけど」

「あや、アキちゃん。あたしって黒と白ならどっちが似合うですかね？」

「人の話聞けよ」

「何言ってるのよ！　これはすっごく大事なことなんだから！　妥協は許されないわ！」

「みたいです。それこそポ○モンの六Ｖを粘る勢いで」

　壊かい世ぜが最近夜中まで携帯ゲームを弄いじくってた理由が明らかになった。

「いや、まぁこだわるのは構わないけどさ。下着はどうすんだよ。どっちかってーと、今回の主目的って、そっちのつもりだったんだけど」

「何と、アキちゃんはあたし達たちの下着を選びたいと言うのですか」

「言わない」

「少年、いくらなんでもそれは……」

「言わないっつってんだろうが！」

　何かもう付き合いきれなくなってきた。

「あぁ、もう。在ある歌かさん、財布渡しとくから、終わったら携帯に電話くれ！」

「え、ちょ、ちょっと秋あき良ら君!?」

　戸惑う在歌さんに無む理り矢や理り財布を押し付けて、俺おれは半ば逃げるようにその場を後にする。

「な、え、これいくら入ってるのよ!?　ちょっと!?　秋良君ってば！」

　財布の中身に驚いているようだったが、うーん。ちと多く入れ過ぎたかな？

　それはさて置き、俺の意見がどうとか言っていたが、そこはやはり女性用の物は女性同士で語り合うのが吉と言うことであろう。そう判断して俺はエレベーターに乗り込み、デパートを出て――



　ゾワリ、と張り付くような視線に絡みつかれた。



「…………おいおい、今日は完全に買い物気分だったってのによ」

　逃げ出したばかりで何を言うと自分でも思うが、そう考えたくなるくらい、その視線は不快感を催すほどに纏まとわり付ついてくる。

　周囲をあまり怪しまれないように見回すが、商店街を歩く人の中に、視線の主と思われる影は見当たらない。とにかく、相手の出方を窺うかがうために俺は歩き出す。

　そうして歩くこと数分――俺は商店街にある喫茶店の前に立っていた。もっと正確に言うなら――立たされていた。

　この数分、まるで誘導されるかのように視線の強弱があり、弱くなる方へと進み続けた結果だったのだが――



「わざわざのご足労、申し訳無いな」



　背後から、先程からの視線を向けていた者が声をかけてきた。俺は視線を向けずとも、その声で誰だれなのかを察する。

「少し歩かせてしまったからな。ここは俺おれが奢おごるから、入るとしよう」

「そりゃあ、ありがたい話だな」

　言いながら、背後にいた男は俺を追い越し、店の扉を開ける。

　金の髪に幼い顔立ち。中学生ほどの身長。黒いＴシャツの上に羽織った白衣と、真っ青なジーンズ。

　俺は冷や汗が額に滲にじむのを自覚しながら、その男――梔くち子なし緩ゆる杷はの兄と呼ばれた男と喫茶店へと入っていった。



「こうして腰を落ち着けてみれば、君はまだ子供だったな」

　喫茶店に入ってすぐ、ウェイトレスに案内され、店内奥にある二人用の席へと座り、ウェイトレスが去ると同時、男は注文する気配も見せずにそう切り出した。

「確かにガキだという自覚はあるけどよ、お前には言われたくねぇな」

「ふむ。外見的特徴というなら、その通りだな」

　敵対心と警戒心を剥むき出だしにする俺に対し、男はあくまでも冷静に振舞う。それが、こちらの神経を逆さか撫なでしているように感じて仕方が無い。そう思わせる不快感が、この男からは滲にじみ出でていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「まるで背丈を妹に取られたかのような気分ではある。まぁ、それ以上のものを妹は背負っているから、たかが上背で愚痴る気にはなれんが」

「つーか、何の用だよ」

「俺おれが君に用があるとすれば、話題は一つに絞られると思うが？」

　それは俺も解わかっている。当然のように梔くち子なし緩ゆる杷はのことである、と。

「まぁ、その前に自己紹介はしておこう」

「……何か、余裕だな、お前」

「いや、自身の流儀というだけだ。挨あい拶さつとして名乗るのは、当然だろう？」

　言っていることには肯けるが、俺を殺そうとした輩やからに言われても、戯たわ言ごとにしか聞こえない。そんな俺の考えを無視するように、男は自己紹介をする。

「俺の名前は梔子香か深ふか。君が現在匿かくまっている梔子緩杷の兄だ」

「……実兄、なのか？」

「あぁ。ちゃんと血の繋つながりはある。互いに同じ親から生まれた身だ」

「で、そのお兄さんが何で妹に逃げられるようなことしてんだ？　しかも、通りすがりの俺を殺そうとしてさ」

「理解してもらう気は無い」

　きっぱりと、男――香深は断言した。理解してもらう気は無い――言っても理解されない、と。

「……話の根幹が解らないと、対応のしようが無いんだが」

「そんな筈はずは無いだろう。君は単純に妹を俺に引き渡してくれればそれでいい。それ以上も以下も無い」

「断るっつったら？」

「断る理由が解らない。緩杷は君にとってイレギュラーだ。それを手放すことに躊躇とまどいなど無い筈だが」

「袖そで触り合うも多生の縁ってな。少なくとも、俺はあいつの望まないことをする気は無い」

「……望まない？」

　これまで穏やかな表情を浮かべていた香深が、突然その顔に険を浮かべた。

「無知ゆえの発言だな。緩杷は元より何も望んでないというのに」

「……何だと？」

　その言葉の真意を訊きこうとして――

「ご注文はお決まりでしょうか？」

　営業スマイルのウェイトレスに邪魔されてしまった。

「……あー、じゃあ、アイスコーヒーで」

「同じ物を」

「はい、アイスコーヒーお二つですね。少々お待ち下さい」

　営業スマイルを崩すことなく去っていくウェイトレス。それを見送るように暫しばし視線を向けてから、改めて香か深ふかを睨にらむ。

「で、あいつが何も望んでないって、どういうことだ？」

「言葉以上の意味は無い。緩ゆる杷はは何も望んでいない。しかし、世界がそれを許さなかった」

「いきなり規模がでかくなったな」

「規模の問題ではなく、肯定か否定の二択だ。そして緩杷は――否定された。否定され、追われる身になった」

　そう呟つぶやいた香深の目には、確かな憎悪が渦巻いているように見えた。しかし、話は一向に見えてこない。

「だから、それが何なのかを俺おれは――」

「お待たせいたしました、アイスコーヒーになります」

　またしてもウェイトレスによるストップ。

　……狙ねらってやってんじゃねぇだろうな。

「緩杷が何に否定されて、何で何も望まないのか。それを聞かせてもらいたいんだが」

「繰り返すが、君には理解できない」

「何で――」

「理解したとしても、どうしようもない」

「…………何だと？」

　静かにアイスコーヒーを飲みながら、香深はそれ以上語ろうとしない。言うべきことは、全すべて伝えたとでも言いたそうに。

　だが俺は何も理解できていない。何せ、話の根幹を何も話していないのだ、この男は。

「おい、せめて俺に解わかるように説明しろよ。じゃなきゃお前の要求だってただの独りよがりじゃ――」

「それは君だろう？」

　大きな声でもないのに、俺を押おし潰つぶすような圧力をもって香深は繰り返す。

「独りよがりは、君だろう？　君が勝手に緩杷の手を引き、拒む彼女を引き止めた」

「それは……っ」

「そして、緩杷は自身のことは何一つとして語ろうとしない」

　まるで見てきたかのような物言い。しかしそれは、緩杷が唯一、今でも譲らないことで、揺ぎ無い事実。だからこそ、俺はそれ以上言葉が出てこない。

「解ったかな？　解ったら彼女を早急に俺の元に返してほしいんだが」

「――断る」

　それでも、香深の言葉が事実でも、俺は香深の要求を否定した。

「……君は話を聞いていたのか？」

「聞いてたさ。聞いていて、実感した。それでも俺おれは、緩ゆる杷はがお前のところに戻るのが正しいとは思えない」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐つく香か深ふかから、俺は視線を逸そらさない。自分の意思が曲げられるものでないことを証明するために。

「ならば、君も不条理に巻き込まれるといい」

「何だと？」

「その時になれば解わかる。では、俺は失礼する」

　一方的に言うだけ言った香深は、小銭をテーブルに置いて席を立つ。

　俺は何を言えばいいのか解らず、そのまま見送ってしまう。

　香深の姿が見えなくなったところで、テーブルを見る。

　テーブルに置かれた小銭の金額は、きっちりアイスコーヒー二杯分だった。



　　　◆



「……ったく。結局何が言いたかったんだか」

　釈然としないまま喫茶店を出ると、ジーンズのポケットに入れていた携帯電話が震えだした。外出の際はマナーモード。

　ディスプレイには在ある歌かさんの名前が表示されている。なら買い物が終わったのかと思い通話ボタンを押すと――

『あ、秋あき良ら君!?　今どこにいるの!?』

「え、ちょ。何？　いきなり」

　しかし聞こえてきたのは、予想外に慌てた様子の声。

『た、大変なのよ！　緩杷さんが、壊かい世ぜちゃんも！』

「待ってくれ。取とり敢あえず、順番に話してくれ」

『だ、だから！　灰はい金くがねさんがいきなり緩杷さんを……っ。そしたら、壊世ちゃんも暴れだして、え、その、道路が壊れて……！』

「灰金――諸もろ哉やが？」

　混乱していることが明らかな在歌さんの発言に、聞き逃せない単語が混じっていた。

「な、何で諸哉が？」

『解らないわよ！　でも、灰金さんが来た途端に緩杷さんを襲いだして、緩杷さんは逃げるみたいにどこかに行っちゃって――』

「壊世も追いかけた、か」

『そ、そうなの！　それで何が起こってるのか――』

「取とり敢あえず、俺おれは今からそっちに行く。デパート前でいいよな？」

『う、うん』

「じゃ、そこで待ってて」

　まだ何か言いたそうな在ある歌かさんの声を無視するように通話を切り、俺は走り出す。

「……迂う闊かつだった！」

　何が起こってるのかは細かくは解わからない。だが、一つ予想はできた。

　灰はい金くがね諸もろ哉やは、梔くち子なし緩ゆる杷はと敵対関係にあった――かもしれない。

　そうでなければ、あの緩杷が、俺に真正面からぶつかって、それでも気さくに友好的に接してきたあいつが、いきなり逃げ出すなんて想像できない。

　それに、諸哉は《欠けつ虹こう称しよう》と呼ばれる《あちら側》の人間だ。しかも、その役割は代行だと言う。

　なら――何かしらの代行として、緩杷を狙ねらう可能性は十分にある。

「くそがっ！」

　じりじりと、首筋に蝋ろう燭そくの炎を近づけられるような焦燥感を抱きつつ、俺は在歌さんが待つ筈はずのデパートへと急いだ。



    

  
    
      


第四章　ぶつかり合う思い



　昔からそうだった。

　ジブンが欲しがったわけでもないのに、生まれついてくっついている背中の紋様目当てに、何人が襲ってきたことか。その度たびに、兄貴が何度ジブンの代わりに手を汚してくれたことか。

　だから、目の前に灰色の髪をした女が敵意満々で来た時も、ジブンは冷静だった。

　――あぁ、またなのか、と。



　　　◆



「在歌さん！」

　俺がデパートの前に着くと。人々のざわつきが目立っている。――というか、道路のあちこちが鈍器で叩たたき付けられたように抉えぐれている。

　そんな悲惨な状態になった場所から少し離れたところに、地面に投げ出された四つのでかい袋に囲まれるようにして、今にも泣きそうな顔をした在ある歌かさんを見つけた。

　俺おれが走りながら呼びかけると、こちらを見て袋をそのままにこちらへと覚おぼ束つかない足取りで走ってきた。

「あ、秋あき良ら君！　あの、あのね！」

「ごめん、遅くなった。――で、早速で悪いけど、緩ゆる杷はたちはどこに行った？」

「えっ、えっと……、向こうの方、に」

　在歌さんが指差した方を見て、その方向に何があったかを気づく――俺の家があるんだけど。

　まさかいまさら篭ろう城じようするなんて思えない――あ。

「そうか」

「え？　え？　秋良君？」

「ごめん、在歌さん。荷物持って……そうだな。どこか近くの喫茶店に入ってて。後で連絡入れるから」

　流石さすがに俺の家の隣にある彼女の自宅へ戻れというわけにもいかず、無ぶ難なんな場所へと避難していてもらおうとそう言って、俺は走り出そうとするが、在歌さんに袖そでを掴つかまれ、引き止められた。

「ねぇ、どこに行くの？」

　まるで、親に置いてかれる子供のような表情で俺を見る在歌さん。多分、自分の知らない場所で何かが起きている。その状況が先月の、『超能力事件ケースＰ』の恐怖を呼び起こしているのだろう。彼女の顔は若干血の気を失い、両目には涙を湛こらえ、体は震えている。

「秋良君、ねぇ。何が起きてるの？　何で、秋良君があの子達たちを追いかけるの？　危ないことなの？」

「…………詳しいことは、話せない」

「何で！」

「――っ」

　周囲の視線を無視した悲痛な叫びが、俺に突き刺さる。

　ただ《あちら側》を知っているか否か。それだけが俺と彼女を隔てる。

　だから俺は何も言えず――振り切るように、在歌さんから離れる。

「秋良君っ！」

「――ごめんっ！」

　最後まで俺に縋すがろうとする在歌さんを置き去りに、俺は再び走り出した。

　在歌さんのことは、いずれ考える必要はあるのだろうが――今最優先すべきは、緩杷のことだ。

　彼女が俺おれの家の方向へと走り出した理由は、予測できている。十中八九、彼女の武器である黒い装甲を取りに行くためだ。

　問題はその後。緩ゆる杷はが諸もろ哉やとどこに行くのか。どこで戦うのかが全く解わからない。

「あぁくそ！　壊かい世ぜまで行ってるとなると、危ない状況しか予想できねぇし！」

　多分、壊世は諸哉を緩杷の敵と認識したからこそ追いかけていったのだろうが、場を余計混乱させるくらいにしか思えない。

「――じれってぇ！」

　俺は即座に路ろ地じへと駆け込み、周囲の人の目がないことを確認して――一対の翼を生成し、真上に飛ひ翔しようした。

　ビルの屋上より高い位置まで飛ぶと、そこで止まり、俺の家を探す。二、三度視線を巡らせただけで発見。その位置を目標に――俺は雷らい化かして突っ込んだ。

「っと、よし――って、え？」

　狙ねらい通りに、ほぼ一瞬で俺の家の前まで移動できたのはいいのだが、俺はそこで見た光景に一瞬言葉を失った。

　何な故ぜなら――俺の家は、見事に玄関がぶっ壊されていたのだ。

　……在ある歌かさんをこっちに連れてこなかったのは正解だったなぁ。

　半分くらい現実逃避が混じった考えの後で、疑問が浮かぶ。



    

  
    
      



    

  
    
      「何でこんな派手に壊されてんのに、誰だれもここにいないんだ？」

　それこそ、真正面からでかいハンマーでぶち抜いたような壊れ方をしている。そんな派手な破砕音があったら、誰かしら様子を見に来そうなものなのだが。ここには、誰もいない。

　どころか。

「静か過ぎねぇか？」

　口に出して――声を出して、さらに実感が強まった。

　この周囲は単純に家が並んでいるだけだから静かなのは常なのだが、それにしたってこれは、音がなくなったくらいに、静か過ぎる。

「まずいな。もしかして俺おれ、何かされてるか？」

　一気に警戒心が増す。緩ゆる杷は達たちを止めに来たのはいいが、そればかりに考えが集中して、虎こ穴けつに入っちまった、か？

「やや、これは異なこと妙な者」

「――っ！」

　背後からの声に、俺は振り向きざまに雷らい撃げきを放とうとして――視界に入ったものに、動きを止めてしまった。

　それは、奇妙な出で立ちをした少女だった。

　デフォルメされた目が三つ連なっている縦に長い筒のような帽子。端がすべてギザギザになっている白黒のエプロンドレス。背丈は百五十センチあるかないかで、栗くり色いろの髪は耳を隠す程度の長さ。その幼い顔に感情は見えず、赤い瞳ひとみがこちらを見据えていた。

「……えー、と、誰？」

「ややや、しかも言語を扱えるとな。これはますます異にして妙とな」

「…………」

「失敬。少々遊んでみた次第」

「本当に失敬だな」

　何だこいつ。それ以外の言葉が浮かばないのだが。

「って、そうだ。お前に付き合ってる暇は無いんだよ俺は！」

「むむ？　もしや異にして妙なホワイトヘアーよ。名前はアキラとな？」

「あ？　何で俺のこと知ってんの？」

　突然名前を呼ばれたことに驚く俺に、その少女は両の掌てのひらを胸の前で合わせた。

「やややや、これは重ね重ね失敬失敬」

「謝罪はいいから答えをくれ」

「その前に、自己紹介をば」

　一礼して、その少女は名乗る。

「自身は名を繰理識魔女クルリリスという、主あるじ……ではなく、灰はい金くがね諸もろ哉やの遣いだ。今現在は貴方あなたに主より伝言を携えている次第」

　さらっと出された名に、俺おれは過剰に反応する。

「な……っ！　あいつは、今どこにいる!?」

「伝言を優先してよろしいか？」

　しかし少女はペースを崩さず、その上、有無を言わさぬようにそう言い返してくる。

「……解わかった。取とり敢あえず、聞かせろ」

「では、失敬」

　ぺこり、と一礼した後で、少女がパン、と手を打つ。

　途端、俺の頭の中に諸哉の声が響いた。

『秋あき良ら、お願い。これ以上、梔くち子なし緩ゆる杷はを庇かばわないでほしい。そうすれば、ちゃんと諸哉が全部終わらせる。明日からは、普通の生活に戻せる。ごめんなさい』

　何だ、これ。

　頭の中に言葉が響いたことにではなく、俺はその内容に疑問を抱いた。

　何で、諸哉がこんなことを言う？　いや、緩杷の前に諸哉が現れ、その直後に緩杷が俺の家に武器を取りに戻ったのだから、緩杷を狙ねらっていたもう一方の敵が、諸哉だった、というのはもう解っている。何より、今の伝言とやらが、それを裏付けている。

　問題があるとすれば、何な故ぜ俺を遠ざけるような表現をしているのか。俺と戦うことになるのを避さけるため？　いや、俺が緩杷を庇っていると解っていたら、こんな伝言も残さなず直接的に「手を引け」とか言ってきそうな気がする。

「……おい、あんた」

「むむ？　もしや何も聞こえなかった？」

「いや、ちゃんと聞こえた」

「ふむ。なれば何故そんな疑問を抱えた表情を？」

「何一つとして、俺はまだ核心に触れてないからだよ」

　考えてみれば、俺はまだ緩杷が狙われている理由を知らない。なのに、蚊か帳やの外で指を咥くわえて待ってろってのは――

「気に食わねぇ……」

「もしや、貴方は何も知らずにここにいるのか？」

「あぁ、そうだよ。諸哉のことも緩杷のことも。どいつもこいつも何も教えてくれないまま、あっちこっちで勝手にやりやがって……！　ふざけんなってんだよ」

「ならば貴方は関係があると？　梔子緩杷にせよ、主にせよ。それぞれの事情に」

「ねぇよ！」

　俺は湧わき上あがる怒りに任せて叫んだ。

「だがなぁ、知り合ったんだ、知り合っちまったんだよ！　俺おれは諸もろ哉やも緩ゆる杷はも知っちまって、親しいと思っちまったんだよ！　馬ば鹿かな会話できるくらいには、友人になれたんじゃないかって、思ってるんだよ！」

　俺は、これまでモヤモヤしていたものがはっきりとしていく気持ちだった。

　そうだ。俺がここまで関かかわったのに、まるで他人のように距離を取るあの二人が、俺は腹立たしかったんだ。

「そりゃあ、あいつらは互いに相あい容いれねぇ事情があるんだろうさ！　でもさぁ、だからって最初っから諦あきらめてるのと、誰だれかに頼ってでも他ほかの道を探すのとじゃ、結果は違うかも知れねぇだろ!?　なのに――何であいつらは初しよっ端ぱなから一つの答えしか見る気がねぇんだよ！」

「…………」

　俺の激情を黙って聞いていた少女は、静かに俺に近付いたかと思うと、赤い瞳ひとみを真まっ直すぐ俺に向けて口を開いた。

「貴方あなたは、あの二人から何の頼りにもされなったことが腹立たしいのか」

「あぁ、そうだ。俺だって、何かしら協力できるかもしれねぇのに――」

「異にして妙。しかし、立派。――その意気、しかと理解した」

「え？」

　俺の疑問を気にすることなく続けていく。

「主あるじが梔くち子なし緩杷を狙ねらう理由。それは、彼かの者がちょー危険であるため」

「は？　ちょー危険？」

「そう。ただ危険なのでなく、ちょー危険」

「……そうか」

　ちょー危険なのか。

「って、緩杷が？」

「そう。正確に言えば彼の者の背にある物」

「背中？」

　そういえば、緩杷は背中と胸を隠すようにサラシを巻いていたな。半裸で風ふ呂ろから出てきた時は前しか見えなかったから――成程。今まで気付いてなかったというよりは、あいつが意図して見せないようにしていた可能性もある、か。

「それが何であるかは、省略。しかし、場合によっては近日中、最悪今日中に」

「今日中に？」

「どかーん」

「……は？」

「大爆発に匹敵する被害が、この町を、彼の者を中心に巻き起こる」

「普通にそう言えよ」

　何で一いつ旦たん区切ってまで爆発音を口に出したんだよ？

「それが起こる前に殺せば、何の被害も起きずに万々歳」

「な、殺す――だと？」

「殺す。殺害。抹まつ殺さつ。殺人。表現は様々であっても、結果は一つ。即すなわち――」

「緩ゆる杷はが死ねば、終わる」

「そう」

「緩杷が殺されなければ、あいつを中心に爆発に匹敵する被害が」

「彼かの者の命と引き換えに起こる」

　続けた俺おれに肯定する少女。いや待て、何だそれ？

「何で、そんなことになってるんだ？　どっちにしろ、緩杷は死んじまうって、いやそれよりも、緩杷が死ななきゃいけない理由って、寧むしろ何で緩杷がそんな時限爆弾みたいなことに――」

「説明メンドイ」

「ぶっ飛ばずぞ！」

「ぶっちゃけ彼の者の背中にある物が原因。あれは未いまだに解明されていない神秘の一つ」

「って、そうだよ、それだ。それが解わからなきゃ何も解らんぞ」

「名称――《反魔刻印クロステイグマ》」

　淡々と、教科書を読み上げるように少女は言う。

「矛盾を正当として内包し、不可能を可能にする刻印。保持者に与えられる異能は多様にして不詳。しかし共通点は一つ」

　そこで一区切り入れて、よりはっきりと、言った。



「適合による緩やかな強化か、不適合による緩やかな広域破壊」



　その時俺が思い浮かべたのは緩杷でも諸もろ哉やでもなく、『ならば、君も不条理に巻き込まれるといい』という、香か深ふかの言葉だった。



　　　◆



「あのですね、あたしは早くユルハさんを助けねーといけねーんですよ。じゃないとアキちゃんが悲しむでしょうし、あたしも、ユルハさんが襲われてんのは放ほうっとけねぇですし」

【サセヌ】

　ですよねー、と、壊かい世ぜは黒い狼に似ている獣と会話していた。

　緩ゆる杷はが、突然に現れた灰色の女性――灰はい金くがね諸もろ哉やから逃げ出したのを見て、彼女が敵であるということは理解できた。だからこそ、壊かい世ぜは緩杷を助けるために飛び出したのだが、諸哉は追おい縋すがろうとする壊世に、この獣を差し向け、足止めをさせた。

　壊世も、最初はその獣を倒して――最悪殺してでも追いかけようとしたのだが、この獣が、予想外に強かった。だからこそ、こうして距離を取って話し合いで解決できねーですかねー、無理ですよねー。と言っているのだった。

「ていうか、何で動物が喋しやべるですか。喉のどだけ人間だったりするですかね？」

【言語ヲ扱ウハ、人ダケデハアルマイ】

「はぁ。そですか」

　場所は、緑ろく杉すぎ町ちようの北端にある住宅街。その中で、壊世とその獣は、一つの家の屋根の上で向き合っている。

　時折、通行人に見られたりしているが、触らぬ神に祟たたり無し、と見ないふりをして去っていく。

「んじゃー、改めまして。あたし、獣さんを殺しますけど、いいですかね？」

【我、六面体奇獣キユービクリアン――参ル】

「ヒトでないなら……いいですよね、アキちゃん」

　どうでもよさそうに呟つぶやいて、壊世はフードを被かぶり、緩杷によって玄関が壊されていた秋あき良らの家から持ち出した鉈なたを構える。

「あたしにとっちゃー、ただの肉塊になってくれれば、名前なんてどうでもいーです」

　ドンッ、と派手な音を立てながら、足を丸めて壊世が跳び上がり、魔獣の真上から鉈を向ける。

「前脚切断」

　しかし、壊世が跳ぶと同時、魔獣も動いていた。

　壊世と入れ替わるように、正面へと走りつつ反転――壊世の背後を取り、彼女が着地した瞬間、弾丸のような速度で跳びかかる。

「――んの」

　壊世はそれを、左の鉈を反転しつつ振るって牽けん制せい、魔獣は直前で右へと九十度方向を変えることで回避しつつ、再度背後を取る。

「む」

【ゥォォォオオオオオオオオンッ！】

　狼おおかみの鳴き声のような咆ほう哮こうと共に迫り来る魔獣に対し、壊世は方向転換が間に合わないと判断、即座に前転しつつ、屋根から跳んで、道路に下りた。

「――ん、の、の」

　どうにか足から着地したが、流石さすがに咄とつ嗟さのことで衝撃は殺しきれず、足が止まる。

　その隙すきを逃さず、魔獣もまた屋根から跳び下りる。獣としての柔軟性を十二分に発揮して、脚に負担を殆ほとんどかけることなく着地。そのまま牙きばが並ぶ口を開けて迫る。

　壊かい世ぜは、既に回避不可の距離にいる魔獣の牙を前に――躊躇とまどい無く鉈なたを掴つかんでいる右みぎ拳こぶしを、魔獣の口に叩たたき込こんだ。

【――ォ、ゴゥ!?】

　内側への衝撃に、魔獣が僅わずかに怯ひるむ。その隙に、噛かみ千切られる前に右拳を引き抜き、左の回まわし蹴げりを魔獣の横っ腹に撃ち込んだ。

【ギャウッ！】

　吹き飛ぶように魔獣が後退する。壊世はそれを追わずに、自分の両足が安定するのを待つ。

　魔獣は、先の一撃から警戒を優先しているのか、様子を見るように唸うなっている。

「ったくもー、これじゃ間に合う気がしませんよぅ」

　魔獣との戦いが長くなるだろうことを予想し、壊世はそう呟つぶやいた。



　　　◆



「じゃ、俺おれは行く。……止めない、よな？」



    

  
    
      



    

  
    
      　奇妙な出で立ちの少女から事情と、緩ゆる杷は達たちのおおよその現在地を聞いた俺おれは、二人を止めるために行こうとしていた。

「止めない。寧むしろ推すい奨しようする次第」

「お前、諸もろ哉やに従ってるんじゃないのか？　いいのかよ、俺を促うながして」

「主あるじとて、殺しは好むものではない。それに、皆が笑えるなら、それが最高と考えるが？」

「まったくだ」

　少女の言葉には大いに賛同できる。しかし、その片かた隅すみに浮かんでいる不安があるのも事実だ。それを、少女は見逃さない。

「しかし、失敗すればどかーんだ」

「失敗しなけりゃ、いいだけだ」

　自分に言い聞かせるように、呟つぶやき、自分で顔を叩たたいて気合を入れる。――よし。

「行くか」

「まぁ自身はここで役割を遂行している。故に、成功を祈ろう」

「役割って、伝言じゃねぇの？」

「それもそうだが、人ひと除よけも自身の仕事だ」

「あー、成程。こんだけ静かなの、お前の仕業か」

「梔くち子なし緩杷が躊躇とまどい無く家を壊したのでな。流石さすがに放置はできんという主の気遣い」

「そっか」

　まぁその辺りの叱しつ責せきも感謝も、全部終わったら纏まとめてしよう。そう決めて、教えてもらった場所へと向かうために翼を広げようとして――



　青白い正三角形の群れが、流星群のように俺へと降り注いだ。



「――な、ぁあ!?」

　跳ねるように後退――なおも危険な距離。着地と同時に雷らい化かし、少女を抱えてさらに後退。目の前に、無数の正三角形が道路を抉えぐりながら落ちたのは、その直後。

　というか、これは、

「人除けとは、ありがたい限りだな」

「……てめぇ。前言撤てつ回かいするにしても、随分早い登場じゃねぇか」

　上空。正三角形を足場に、梔子香か深ふかが浮遊していた。

「流れに任せればよし、と思ったのだがな。あの代行者が緩杷に接触した。その場合、最たる懸念は君に絞られるのだ、天あま音ね櫛ぐし秋あき良ら君」

「緩杷が、今この時にも殺されるかもしれねぇってのに、優先するのは俺なのかよ」

「あの戦いは、今の緩杷には必要だ」

「そんなわけねぇだろうが！」

「理解できない、そう伝えてある筈はずだ」

　つまり、話し合う気は無い、と。香か深ふかは言外にそう伝えてくる。それを聞いて、俺おれは大人しく俺に抱えられている少女に訊たずねた。

「おい、お前。戦力に数えていいか？　つーか、最悪、あいつを足止めしてほしいんだが」

「残念ながら、今の自身は、人ひと除よけで手一杯だ」

「そうか」

　半ば予想していた少女の答えに肯きつつ、彼女を放し、下がらせる。

「んじゃ、引き続き人除けを頼む」

「ふむ。ついでに健闘を祈っておこうか？」

「よろしく」

　そう答えながら、俺は今も浮かぶ香深を睨にらんだ。

「ったく、俺は兄弟がいないから解わからんけど、そんな簡単に身内を戦いに放ほうり込める神経が信じられねぇよ」

「信じる必要は無い。君はここで死ね」

「死なねぇよ」

　両腕に雷電を帯びつつ、俺は答える。

「俺は死なねぇし、誰だれも死なせねぇ。お前の目的が何かなんて知らんが、緩ゆる杷はに苦行を強しいるなら、俺がここで――倒す」

「そうか」

　冷たく呟つぶやく香深が、ゆっくりと降りてくる。

　同時に地面に突き刺さった大量の正三角形が、浮上する。

「一応、君の要望の一つに応えよう」

「は？」

「俺の異能、興味があったのだろう？　だから――」

　きしり、浮かんだ正三角形の一角が、全すべて俺を向いて、

「絶望するほど見せてやろう」

　真まっ直すぐに、俺へと突っ込んできた。

「――ちっ」

　一瞬、背後の少女を気遣うが――その姿は既に無い。邪魔になると考え身を隠してくれたのか。だったら、好都合。

　俺は雷らい化かして、香深よりも高い位置まで浮上し――全身を雷化したまま、香深に突っ込んでいく。しかし、新たに発現した正三角形に阻まれ、俺は真正面から壁にぶつかるように跳ね返された。

「い、ってぇ！」

「遅い」

　一瞬で目の前に迫る正三角形の角。身を捩ねじってそれを回避しつつ、翼を生成して、空中に留とどまる。

「畜生が。雷電にまで触れるって、随分便利な三角形だよなぁ、それ」

「君の放つ雷電がどうあれ、それが君の異能であることに変わりは無いだろう？　異能とは総じて根源を同じくするものだ。それが互いに人であれば、見栄えや性質が異なっても根源は近しい。ならば、物理的に発現している俺おれの異能が君を貫いても不思議は無いだろうに」

「そりゃ――そうだなぁ！」

　肯定しつつ、雷らい撃げきを放つ。香か深ふかは先ほどの正三角形を目の前に移動し、それを防ぐ――間に、雷速を持って背後を取る。しかし、香深はそれに反応し、初めて会った時と同じように、小さい正三角形を刃物として振り向きざまに俺を斬きろうとする――のが、解わかっていたからこそ、俺はそのまま後退した。

「――!?」

　背後を取ったのに、何もせずに下がる俺に、驚いたような顔をする香深。

　それは、言い逃れできない決定的な隙すき。

「まぁ、あれだな」

　異能は、基本的に異能者の精神状態に左右される。安定していれば、異能も安定するが、不安定な状態で発動しても、中途半端だったり、発動しない場合さえある。

　そして今、予想通りの動きをする俺に、予想外の行動に戸惑う香深。

「目視できりゃ、雷撃に距離は関係ねぇってな」

　俺の雷撃が、正三角形に防がれること無く、香深を貫いた。

　しかし、香深は倒れずに――彼の足場も消えない。

　つまり、香深はまだ意識を失っていない。

「くっそ、加減したつもりは無いんだけどなぁ」

「――なら、それが殺意の有無の差だ」

　ドドドッ、という連続音と同時に聞こえた香深の言葉。それに伴い、背中が痛みを訴え始め――それが激痛に変わる。

「が、――ぁっ」

　いつの間に、というのは愚問だ。そんなもの、俺が香深自身に注意を向けていた間に、俺の背後に例の正三角形を発現し、俺の背中に突き刺しただけに決まっている。

　しかし、幸いなのは傷が浅いこと。少なくとも内臓どころか骨にも届いてない。

「く、ぅ」

　背中に手を回すが、既に正三角形は消えたのか、傷口に直じかに触ってしまい、さらに痛い思いをするだけだった。

「痛み分け、ということにしようじゃないか」

「ふ、ざけんな」

　互いに負傷する中、空中で態勢を整える。

　しかし、どうする。

　香か深ふかは、雷らい化かした俺おれの動きを、確実に先読みしてくる。それが経験なのか勘なのかは不明だが、無む闇やみに突っ込んでも不利になるだけ。しかし、さっきみたいな不意打ちがもう通じるとは思えない。

「――くそ」

「来ないなら、こちらから仕掛けさせてもらう」

　逡しゆん巡じゆんする俺に、香深は圧殺を目論んでか、初めて会った時のように両側から正三角形で押し込めてくる。

　反応が遅れた俺は、またしても間で堪える姿勢になる、が、香深はさらに畳み掛ける。

「さて、今度は逃さん」

　香深の言葉と同時、前後上下左右に発現する正三角形。全すべてが角を俺に向けている。

「死ね」

「くっそがぁ！」

　全力で――それこそ加減無しの最大出力で、俺は全方位に放電した。

　単純な、火力の問題だ。いくら香深の異能が俺に――現象体に干かん渉しようできるとしても、もともとのスペックに差があればそれが些さ細さいな差でも、火力で押し切れる。

　九十九は、一を足さなければ百にはなれない。一が無ければ、そのたった一に、決定的な差を付けられる。

　だが――

「――ぜ、ぜぇ、は」

　俺の周囲にあった正三角形は全て放電によって消滅させられたが――消耗がでか過ぎた。

「ぜ、ぇ、ぜぇ」

　全力疾走を十分くらい続けた気分だ。しかも、背中からは絶賛出血中。

　これは――まずい。

「これまで、だな」

　既に勝敗が決したかのように、香深が呟つぶやいた。

「現象具ぐ現げん。結構な異能だが、やはり消耗も大きいか。今では飛行も限界なのでは？」

「馬ば鹿か、言え……。まだやれる、っつーの」

　そうは言うが、所しよ詮せんは虚勢だ。もう一度、さっきと同じことをされたら、防ぎきれる自信なんて今の俺おれには無い。

　いや、あるにはある。

　俺が持つ異能の本体――いや、本質である陛下、《雷哮神龍ジヤマーヴアル》の完全顕現。

　雷いかずちによる巨龍の具ぐ現げん。陛下を顕現すれば、あるいは香か深ふかを叩たたきのめすのは容易かもしれない。

　だが、陛下は強大な異能そのものだ。もしその存在が持つ異能の大きさに、繰理識魔女クルリリスが使っている人ひと除よけの術に何らかの影響を及ぼし、陛下の姿を世間に晒さらすことになってしまったら？

　それは――まずい。問題が多大に起こるだろうし、いろんな人にも迷惑かかるだろう。

「ちっくしょおおぉぉ！」

　俺は、半ば自や棄けになりながら雷らい撃げきを放つが――当然のように、香深は全すべて防いでいく。

　あぁ、くそ。ここが完全に閉鎖されてる空間だったら陛下を出しても問題なんて――



【器よ】



「……え」

　唐突に響いた声に、俺は思わず呆ほうけた声を出してしまう。そんな俺を、香深は不思議そうな眼めで見た。

　香深には、聞こえなかった？



【器よ――応えよ】



　今度は解わかった。この声は、脳裏に直接響いている。それに、この声は――

「陛下？」

　口に出して、疑問に思う。何な故ぜ？　俺はまだ死に掛けても無いのに、何故陛下が起きている？

【応えるのだ、器よ】

　まさか、俺の考えに反応して？

【器よ――我を使え】

　使え？　いや、だから陛下を顕現させたら、周りに迷惑がかかるから使えないんだって。

【違う。我に委ゆだねるのではない。我を扱うのだ】

　何、それ？　扱う？　陛下、言ってることがちょっと難しいんだけど。

【案ずるな――器よ。我と器は元より同一。故に難いことなど無い】

　だから何が――

【その身で理解せよ、器よ】

　そのまま、まるで陛下の声が俺おれの脳裏から、脳に直接染み込むように入り込んできて、

「諦あきらめたか？　ならば、引導はきっちり渡そう」

　青白い正三角形が、真まっ直すぐに俺へと向けられる。それを他人事のように眺めながら、俺は集中する。

　背中は痛い。消耗は激しい。

　それでも、陛下の声は、俺に意地を与えてくれた。

「――そうだな。ありがとう、陛下」

「死ね」

　こちらに飛んでくる無数の正三角形。その光景が、いまさらになって滑こつ稽けいに見えることに気付く。

　あぁ、何だ。こんなもの、俺にはさしたる問題でもなかったのか。



　瞬間、雷いかずちの巨腕が、香か深ふかの異能を薙なぎ払はらった。



「……な、何だ、それは……!?」

　香深が驚きよう愕がくに目を白黒させている。無理も無い。俺だってこの変化に驚いてるんだ。

　驚いてるだけで――戸惑ってはいないけど。

「どうして、そんなものが――」



　俺の両側には、俺の身の丈ほどに小さくなった陛下の両腕が浮かんでいた。



「《雷哮神龍ジヤマーヴアル》――限定解放」

　陛下が俺に訴えた、俺が陛下を「扱う」方法。

　それは、陛下の一部を武装として圧縮し、部分的に顕現させることだった。

　それは陛下の腕そのものに他ほかならない。性質も、密度も――威力も。

「くそぉっ！」

　焦燥に駆られたように、俺へと異能を発現する香深。その量は先程よりも多く、全すべてが必殺の速度を持って俺に向けられる。それこそ――大河のように。

　だが、俺はそれを、陛下の腕を軽く振り回すだけで一掃した。

「悪いけど――容赦できねぇから」

　無意味と知りつつ、それだけ言って、俺は陛下の左腕を動かす。まるで自分の腕のように滑らかに動き、巨大な手は、香深に向かう。

「――ぐっ！」

　迫る巨腕に、香か深ふかは正三角形の異能をもって防ごうとするが――その異能ごと、俺おれは香深を掴つかみ上あげた。

　何か、腕が四本になった気分。違うことといえば、陛下の腕は電気だから、普通に腕を動かす以上に範囲を広げられることか。

　まぁ、しかし――今はその必要は無い。

「ぐ、がぁあっ！」

　紫電爆はぜる腕に掴まれ、呻うめき声ごえを上げる香深に、俺は静かに右の巨腕を振り上げる。

　その時、香深が俺に向かって叫んだ。

「君が――貴様が！　緩ゆる杷はの何を理解できるというのだ！」

「……あ？」

「力に恵まれ、縁に恵まれる貴様が、疎まれることしかなかった緩杷の、何を理解する！　望んだわけでもないのに、歪ゆがんだ力を植えつけられ、挙句その力に蝕むしばまれ、世界から否定され、望まぬ死を必ひつ須すとされる緩杷の――何を理解できるというのだ！」

　その叫びは、緩杷を最も近くで見てきたからこその慟どう哭こく。

「その世界の不条理が、あの子を殺すというのに、何な故ぜ貴様は、それを理解しない！　真に否定されるべきは、緩杷の背負ったものを害悪と謗そしる者たちである筈はずなのに！」

　確かにそれは、俺には理解できないことなのだろう。

「だからこそ、知らしめてやらねばならん！　この世界に！　不条理を背負わされた者が、ただ無情に殺されるべきでは無いことを！　奴やつらが神秘と謳うたう、《反魔刻印クロステイグマ》によって！」

　だが、それでも、それが正しいとしても――

「あんたは諦あきらめちまったじゃねぇか」

「――何？」

「あんたは、緩杷が死ぬことを諦めちまった。だから、そんな周りに迷惑かけることしか考えない」

「ふざけるな！　俺がこれまでどれだけの情報を漁あさったと思っている！　どれだけの手を尽くしたと――」

「なら俺は、地獄の底まで探してやる」

　憤ふん怒ぬの形相で叫ぶ香深に、俺は断言した。

「な……っ！」

「緩杷が生きるための方法を、どこまでだって探してやる。あんたが諦めた以上に、探し続けてやる。だから――圧倒的に敗北し、自身の間違いを理解しろ」

　陛下の右腕を握り、雷いかずちを圧縮する。

「陛下の拳こぶし――喰くらっとけぇ!!」



　雷いかずちが圧縮された陛下の拳こぶしが、香か深ふかの真正面に叩たたき込こまれた。

　香深は悲鳴も上げられずに――左の巨腕に掴つかまれたまま気絶したようだ。

「……はぁ」

　そのまま動き出す気配は無いことを確認し、俺おれはゆっくりと地上に降りる。

　殺さないように加減はしたかったが、初めての試みだったので威力に関しては何とも言えない。

　確認する必要はあると思ったのだが、体が言うことを聞きそうにない。香深を道路に寝かせ、俺も着地した途端、背中が痛み、意識が遠のく。

「まだ、だ」

　フラフラする。確実に血が足りなくなってきている。でもここで倒れるのはまずい。

　まだ――諸もろ哉やと緩ゆる杷はを止めていない。

　香深の生存を確かめて、できるのなら拘束し、そのまま諸哉達たちのところに行かなければならない。解わかってる。解ってるのに――俺の意識は、遠のいていった。



　　　◆



　皇おう楼ろう院いん藍あいが緑ろく杉すぎ町内で異変が起こっていることに気付いたのは、丁ちよう度ど壊かい世ぜが住宅街の屋根の上で黒い魔獣と戦い始めた頃ころだった。

　その日、最近は屋上に来ることが少ない同級の少年に苛いら立だちを感じつつ、そんな気分を晴らすために散歩をしていた彼女だったが、その最中、町の中の音量に差が出ていることに気が付く。

　まるでどこかで区切られたかのように、人の動きが感じられなくなる。

「……何だ？」

　心当たりは、一つあった。

　それは、数日前にこの町に来た異能者、灰はい金くがね諸哉。

　通称《灰はい虹こう斧ふ》と呼ばれる少女が、その呼び名の通り戦斧ハルバートを用いる他ほかに、彼女固有の異能として《召喚術コネクター》――魔族を呼び出す術――を持っていることは、《あちら側》では有名な話だからだ。

　それによって、人ひと除よけや催眠を行う魔族を呼び出し、動き易い空間を生み出しているのではないか。その考えに至ると同時に、ならば何な故ぜ、そんなことをするのか、という疑問にぶつかる。

「それが、あの女がこの町に来た理由なのだろうが――」

　その疑問の答えは、偶然にも意外な形で知ることになった。

　思考を巡らす藍あいの前を、二つの影が横切っていった。

「――なっ？」

　驚き、影を視線で追う。

　片方は、今まさに考えていた、灰色の少女のもの。

　そしてもう一つは、金の髪に、赤のチャイナドレス。そして両手足に装着された、不釣合いな大きさの黒い装甲。

　その姿は次第に小さくなっていくが――藍は、驚きよう愕がくのあまり絶句していた。

　金髪の女性の姿は、以前ＷＨＯ本部から『要注意』と言い渡されたもの。それこそ、秋あき良らがＷＨＯの資料に指定されているＳＳ＋ダブルエスプラス――最も危険なレベルとして。

「な、馬ば鹿かなっ！　何な故ぜ《反魔刻印クロステイグマ》がこの町に!?」

　情報では、彼女、梔くち子なし緩ゆる杷はには兄がいる筈はず。その姿は見えないが、しかし、その兄である梔子香か深ふか――《惨角刑デイスデルタ》がいてもおかしくは無い。

「何が、起こっている、今、この町で」

　焦燥感が藍を襲う。何故なら、情報にあった梔子緩杷は、他ほかの安定した《反魔刻印》と異なり、不適合者であるらしい。

　つまり。

「あの女が追いかけていたということは――既に限界が近い、ということか？」

　目的は不明のまま。しかし、不適合者の末路は――記録にあるものは全すべてが凄せい惨さんたるものであったと記憶する藍は、急いで二つの影を追い始める。

「もし、梔子緩杷が限界なのであれば――」

　殺すしかない。自身の呟つぶやきをそう続けようとして――

「あーばばばば、何するですかー。ちょっとー、服を噛かむなっつーんですよぅ。このコートが駄目になったらどうやってあたしのビジュアルを表現するですかー」

「……何？」

　聞き慣れた声が、路ろ地じから黒い獣と共に現れたことで、藍は足を止めてしまった。

「カイゼ、か？」

「ありゃ、アイさんじゃねーですか――って、待つですよぅ、ウエイトウエイト」

　子供同士の喧けん嘩かのように、黒い獣を押さえようとしている壊かい世ぜの姿は、今まで焦っていた藍を脱力させるには十分だった。

「何を、している？」

「足止めされてます」

　じゃれ合うようにドタバタしている壊世と黒い獣は、互いに浅い傷だらけだった。ここに来るまでにかなりの激戦を繰り広げていたのだろう。

「いや、まぁ、死にはしないなら構わんが、足止めとは、何からだ？」

「あーと、灰色のおねーさんからですね」

「――何だと？　どういうことだ？」

　壊かい世ぜの話す内容に、藍あいは不安が湧わき立つ。

「ですからー、あたしはユルハさんを助けなくちゃいけねーんですけど、この魔獣さんが邪魔するですよぅ」

「……待て待て、どういうことだ？　何な故ぜ、カイゼが梔くち子なし緩ゆる杷はを庇かばう？」

「んん？　藍さんてユルハさのこと知ってましたっけ？」

「いいから答えろ！」

「はぁ、何でって言われましても、アキちゃんがユルハさんを匿かくまってたからですけど」

「…………あの馬ば鹿かがっ！」

　湧き立った不安が現実であると理解した藍は、ここにいない男を罵ば倒とうする。しかし、その意味を理解しない壊世が、藍を追い込む発言をした。

「あ、そだアイさん。あたしこの魔獣さんに捕まって動けないんで、あたしの代わりにユルハさんを守ってやって下さいな」

「……何、だと？」

　ギリギリと、黒い獣の頭を掴つかんで本気の押し合いをしている壊世の発言に、藍は究極の二択を迫られた。

　即すなわち、ＷＨＯとして緩杷を殺すか、秋あき良らの友人として緩杷を守るか。

「駄目ですかね？　アキちゃん、すっげぇ緩杷さんを庇うことに必死だったんで、あたしも全面的に協力してるですけど」

「ぐ、ぅう」

　のあー、このー、と獣と押し合いながら告げられた壊世の言葉に、藍は悩み、悩み、悩み抜いて――

「あぁもう！　行けばいいんだろう、行けば！」

　半ば自や棄けになりながら、友人の味方になることを選んで走り出した。

「こんなことをしでかして、アキラの馬鹿が失敗すれば、それこそ私は厳重注意では済まないだろうに――いや、その前に《反魔刻印クロステイグマ》の暴走に巻き込まれて死ぬしかないか？」

　皮肉交じりに口端を吊つり上げながら、藍は先程の二人が駆けていった方向と、これから向かうだろう方向を予測し、最短距離を走る。

　あの二人が敵対しているのなら、どこかで交戦が始まる可能性がある。そうなってくれば、追いつくのも難しくは無いと考える。

　藍の考えは正しかった。

　角を曲がった途端、聞こえたのは一度だけの衝撃音。その音のした方では、諸もろ哉やと緩杷が互いの武器で打ち合って、その反動で緩杷が距離を取り、諸哉が追いかける。

　それを見てからでも、藍あいは十分に近づけた。

「灰はい金くがね諸もろ哉やぁっ！」

「――？」

　藍は、漸ようやく近づいた諸哉に叫ぶように呼びかけた。それを諸哉は、緩ゆる杷はを見失わないようにしつつ振り返って、相手が皇おう楼ろう院いん藍――ＷＨＯの一員だと理解したのか、速度を落として藍に並んできた。

「協力を？」

「生あい憎にくながら、敵対だ」

「――え？」

　観測機関であるＷＨＯが、不適合者の《反魔刻印クロステイグマ》を始末する可能性は十分にありえること。そう考えていた諸哉は――藍の言葉に耳を疑った。

「貴方あなた、何を考えて」

「後先考えない馬ば鹿かに協力することにした。それだけだ」

　だから、と、藍はわざわざ近寄ってきてくれた敵に、拳こぶしを構え――

「貴様はここで、燃えろ」

「――くっ！」

　零距離での爆炎。しかし、諸哉は後ろに飛ぶことで炎そのものに身を晒さらすことは防いだが――その間に、緩杷は離れていく。

「貴女あなたは、解わかっている筈はず！　梔くち子なし緩杷が危険であると――」

「百も承知だ！」

　言葉と裏腹に、藍はさらに爆炎を諸哉に浴びせかける。まるで、憂さ晴らしのように。

「だがな！　あの馬鹿は――それを知ったとしても、梔子緩杷を助けると言うに違いない！　だからこそ、私はあの馬鹿に手を貸すんだ――友人として！」

「…………そう」

　諸哉は、必要以上に感情を殺した目で、藍を睨にらんだ。

　それに込められている感情は、一体何なのか。少なくとも、藍が言う「馬鹿」が、秋あき良らを指していることだけは、十分に伝わっている。

「退ひく気は無いのね、《炎魔能皇インフエルニクシヨン》」

「その名で……」

　ぎちり、と歯が砕けそうな力で、藍は歯は軋ぎしりをした。

「その名で私を」

　周囲に紅ぐ蓮れんが巻き起こる。一瞬赤い風かと見間違える速度の炎が藍を中心に渦巻き、広がっていく。

「その名で私を呼ぶなぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああっ!!!」

　炎の壁が、諸もろ哉やに向かって押し寄せて――



　対して、諸哉はその戦斧ハルバートで空間を割った。



「友情出演サモン／双翼蒼武迅セラフイリオ／空間接続オーバーコネクト」

　虚空に罅ひびが入り、そこから混濁のような景色が覗のぞき見える穴が開き、諸哉に炎の壁がぶつかる刹せつ那な、その穴から延びた両腕が、炎を吹き飛ばした。

【やれやれ、いきなりこんな大事になっているとは。相も変わらず主あるじは過激な人生を歩むのがお好きなようだ】

「ごめん。今は雑談してる暇は無い」

　その両腕が穴の端を掴つかみ、本体が出てくる。

　青い皮膚に、下半身を獣毛で覆った大男。その背には二対の白い翼。顔立ちが整っているだけに、そのアンバランスさには芸術性すら感じられるほど。

　明らかに人では無いそれは、諸哉が召喚した魔人に他ほかならない。

　それを頭では理解していて――危険だと解わかっていても、藍あいに退ひくという選択肢は、既に無い。彼女は既に、秋あき良らに味方すると決めてしまったから。

　だからこそ、躊躇とまどい無く第二波を構える。

【彼女が？】

「足止めだけでいい。殺しちゃ駄目。跡が残る怪け我がも、駄目」

【中々に難しい注文だ】

　しかし、藍を中心に再び集まる炎を前にしても、二人は微み塵じんも動じた様子を見せない。

　藍とてさっきの一撃を吹き飛ばされた事実を忘れてはいない。しかし、それが彼女を退かせる理由にはなりえない。

「じゃあ、諸哉は行く。あとはよろしく」

【心得た】

　青い男にそう告げると、諸哉は高く跳躍し、藍を飛び越えて、そのまま走り去ろうとする。

「――待てっ!!」

　振り返り、諸哉の背に炎を叩たたきつけようとするが、

【させんよ】

　青い大男が、いつの間にか距離を詰めてきていた。

「――ぐ、ぁっ！」

　反射的に炎を青い男に放つが――さっきと同じように、吹き飛ばされる。

　まるで、暴風にかき消されるかのように。

　そうして――青い男は諸もろ哉やが進んだ道を守るように、藍あいの前に立ちはだかる。

「……そこをどけ、魔人」

【それはできない。主あるじからの命令だ】

「そうか――ならば、燃え尽きろ」

【やれやれ、荒々しいことだ。――では、苦痛の一つや二つは勘弁してもらおう】

　感情に燃える少女と冷静な魔人が、激しくぶつかり合う。

　しかし、青い男は全く手を出さない。やることと言えば、藍の放つ炎弾を全すべてかき消すだけ。もしくは、隙すきを突いて先へと向かおうとする藍を、魔人としての身体能力で追い抜き、足止めする。それだけだった。

【諦あきらめたらどうかね】

　そんな膠こう着ちやくが十分以上続いた時、青い男が辟へき易えきした様子でそう提案してきた。

【少なくとも、現状の君では私は倒せるとは思えんがね。それに私とて手を抜いてはいても、そのうち手元が狂うこともあるやもしれん。それで重傷など負われたら、それこそ主の意に反する。どうだろうか。このままことが終わるまで大人しくしてくれまいか】

「……黙れ、化物が」

　藍はパイロキネシスを乱用したために酷ひどく体力精神力共に消耗しており、立っていることすらやっとのこと、という体ていだった。

「さっきからこちらが仕掛けても受け流すしか能の無い癖くせに、よくもまぁそんなことを言えるものだ。私と真っ向からぶつかるのが怖いか」

【ふむ、こんどは挑発か。しかしながら、それに乗ってやるわけにもいかん】

　明らかな余裕を持ってそう答えた魔人に、藍は苛いら立だつ。

　こうしている間にも諸哉は秋あき良らの望まない形で動いてる筈はず。感情を優先して諸哉に喧けん嘩かを売ってしまったが、こまでくれば何をしても自分のやったことは変わらない。ならばせめて、秋良のためになるように動こうと思うのだが――目の前の魔人が、それを許さない。

　こんな場所で時間を潰つぶされている場合ではないというのに。

「あぁ、もう。何な故ぜこうも貴様らみたいな強者は、弱者を生殺しにするのがお好きなんだか――なぁ！」

　もう一度。何度目かさえ覚えていない炎を魔人に向けて放つ。しかし、それは魔人に届く前に吹き飛んでいく。それは何度も繰り返したこと。

　それでも――藍は連続で爆炎をぶつける。愚直なまでに、繰り返し、その度たびに炎は吹き飛ばされていく。

「う――ぅおおおおおおおおおぉぁぁあああああああ!!!」

　そして最後に――気合の咆ほう哮こう諸もろ共とも、風前の灯ともしびにさえ見えるほどに燃え盛る炎が魔人を包むように押し寄せ――

【ふむ。これは中々】

　しかし、魔人が手を翳かざし、二対の翼を羽ばたかせただけで――その全すべてが吹き飛んでいく。

　周囲に灼しやく熱ねつの風が吹き荒れていく。

　しかしそれは一時的なことで、やがて熱は消え、風も消失し――



　視界が晴れるか否かという微妙なタイミングで、藍あいは魔人に生身で突っ込んでいた。



【――む!?】

「喰くらえ、鳥男」

　振ふり翳かざした拳こぶしは既に魔人に届く距離。炎と熱風によって歪ゆがんだ視界の中、灼熱を纏まとった拳が魔人目掛けて振り下ろされるが――

【温ぬるいっ！】

「ぐ、がぁ――あ!?」

　それを超える反応速度で、魔人の拳が藍の腹に突き刺さり――彼女の体を後方へと弾はじいた。

【いや、今のは驚いた。まさか周囲の炎熱を臆おくさずに向かってくるとは。その意気やよしと言いたいが――残念ながら、私の方が反応速度は上のようだな】

　それは、単純に種族の違いによる肉体の性能差だった。

　相手が人間ならば、確実に今の一撃で藍は相手を殴り飛ばしていただろう。

　しかし、相手は魔界の住人。体から魂に至るまで、機械に頼る人間よりも遥はるかに自然に近い存在。人間よりも強きよう靭じんであるのは当然だった。

　しかも彼かの青い魔人は、双翼蒼武迅セラフイリオと呼ばれ、肉弾戦と風術に特化した魔族である。藍がこうして地面に転がされるのは仕方ないこと――と、普通ならば思う筈はず。実際、魔人もそう思ったのだから。

「く、くく、くははは」

　だからこそ、藍が地面に倒れたまま漏らしたその笑いは、諦てい観かんゆえの嘆きなのかと思っただろう――次の言葉を聞くまでは。

「もういい。もう――これ以上こだわるのも馬ば鹿からしい」

【……はて、加減を誤って狂わせてしまったかね？】

「案ずるな。くく、私は正常だ。正常に――異常だ」

　ゆらり、と不気味に藍は立ち上がった。

　ボロボロの体で。今にも気を失いそうな体力で。

　それは魔人から見ても解わかることで、だからこそそれ以上は止やめさせようと静止の言葉をかけようとしたのだが、藍あいは不敵に笑い続ける。

「はは、何なんだろうなぁー……。こんなところで足止めされて、あいつのために何もしてやれない。貴様を倒しても、事態は何も進展しない。なのに、今の私は貴様を倒すことしかできない」

【何？】

　倒すことを前提としたその言葉に、流石さすがに魔人は眉まゆを寄せる。

【私を、倒せると？　先程まで圧倒的に敗北していたのに？】

「解わからなくていいさ。いやいっそ、忘れてくれるとありがたい。記憶にも記録にも残したくないのでな。ましてや、あいつに知られる可能性があるなんて、考えたくもない」

　既に夕刻は過ぎ、夜よる闇やみが空を覆い始めた中、藍の体が唐突にぼんやりと光を帯びる。それは全体からの発光ではなく、部分的なもの。しかしその量はかなり多い。

「こんなものを持ってしまったがために、私は一生自分が許せないんだ。全く、貴様達たちが羨うらやましいよ。何せ――」

　発光する色は、青。魔人の青よりなお明るい青が、藍の体表を包んでいく。

「能力が暴走するなんてこと、一度も無かっただろうからな」

　発光しているのは、藍の皮膚。彼女の皮膚――顔も腕も足も問わずに、青色の紋様が至る部位に浮かび上がり、青く発光していく。

　その紋様の形は、紛れも無く炎を表していた。



「見せてやる。私がこの世で最も忌み嫌う――《炎魔能皇インフエルニクシヨン》を！」



　その叫びに伴い――藍の周囲に炎が広がった。

　それも、ただの炎ではない。先程までの赤い炎ではなく、発光する彼女に合わせたような、青い炎。

　それは――完全燃焼の炎だった。

【……人の身でありながら、触媒無しに完全現象を体現するか】

「あぁ、そうだろうな。凄すごいんだろうな、これは」

　驚きよう愕がくに眼めを剥むく魔人に、藍は先程までと打って変わってつまらなそうに鼻を鳴らした。

「こんなもの、私にしてみれば醜い以外に言いようが無い」

　通常、酸素を取り込んで燃焼する炎は、そのバランスが保たれることは難しく、常に不完全燃焼のままであるのだが――しかし、藍のパイロキネシス、いや《炎魔能皇インフエルニクシヨン》は、完全燃焼を発現し操作する異能だった。

　完全燃焼である青い炎は、燃焼の最終段階とも言える。その分、熱量は不完全燃焼の比ではない。事実、数十メートル離れている魔人ですら、その熱さに顔を顰しかめている。

【まさか、それを操るというのか、貴公は】

「恨むなら、私の足止めを命じたあの女を恨め」

　青い炎が集約し、巨大な炎の玉になる。

「一足早い肝試しとでも思えばいい。――では燃え尽きろ、魔人」

　藍あいは、微み塵じんの動きも見せずに直径三メートルは超える炎の玉を魔人に放つ。

　魔人は両手を翳かざし、翼を羽ばたかせて、先程までと同様に吹き飛ばそうと試みるが――

【――ぐぅ、う、ぁあ、あがぁあぁああああああああああ!!!】

　圧倒的なまでのその熱量に耐え切れず――そのまま押し切られ、飲み込まれていく。

　炎の玉は、魔人を飲み込んで地面に衝突すると同時に、爆はぜるように消滅した。それに合わせるように、藍の体から紋様が消えていく。《炎魔能皇インフエルニクシヨン》を解除したのだ。

「……しぶといな、魔人」

　酷ひどく負傷した状態で無理な発動をしたため、今にも気を失いそうな藍が見たのは、二対の巨大な翼で、あちこちを焦がしながらも自身の体を守り抜いた青い魔人の姿だった。

「やはり、人に、は、魔人は、超えられない、か」

　そこまでが、藍の限界だった。

（すまんな、秋あき良ら。今回は――ろくに手伝えそうも無い）

　その意識は最後まで、秋良に向けられていた。



    

  
    
      



    

  
    
      


第五章　悲しみを穿つ雷



　気が付くと、赤い瞳ひとみが俺おれを見ていた。

「やや、気付かれたか」

「えーと、んん？　繰理識魔女クルリリス？」

「その通り」

　どうやら、彼女は道路に仰あお向むけになっている俺を覗のぞき込んでいるらしい。

「せめて介抱ぐらいしてくれよ……。つか、俺の背中、どうなってる？」

「傷はあれども深くは無し。無茶をしなければまだ大丈夫かと」

「……無茶、しなくちゃなんだよなぁ」

　少しずつ、思い出していく。

　そうだ、俺はさっき香か深ふかを陛下の腕でぶん殴って、気絶させた。

　だから今度は、緩ゆる杷はたちを止めに行かなきゃならない。

「ていうか、香深、まだ気絶してる？」

「いや、死亡している」

「は!?」

「失敬。冗談である」

　……こいつは、本当に。

「だが、問題は起こっている言っていい。その香深だが――見付からないのだ」

「…………何だと？」

「人ひと除よけの効果確認で周辺を歩いてから戻ったら貴方あなたが倒れていたのだが、香深に関してはどこにも見えない。おそらく、貴方が起きる前にどこかに移動したと思われるが」

「そうか。いや、どっちにしろ、俺は行かねぇと、だな」

　言いながら、俺は立ち上がる。

「あいつが俺の邪魔しないなら、別に深追いする気も無い。俺は諸もろ哉やを止めて、緩杷を助けられればいいんだし、壊かい世ぜだって行ってんだ。ここで寝こけたままってのは、駄目だろうよ」

　少し体を休めたからか、香深と戦った直後よりはマシになった――しかしボロボロの体調ではあるが、まぁ、動けるだけマシか。

「んじゃ、改めて、行くかね」

「そうか。一応、主あるじのことをお願いしておこう」

「主あるじって、――諸もろ哉やか？　何をお願いされるんだよ、俺おれは」

「あぁ、主にあまり暴力をしてくれるなとな」

「そいつは、諸哉次第だな」

　繰理識魔女クルリリスに見送られ、俺は翼を生成して飛び上がる。

　空中から町をあちこち見回すが、俺は未いまだに諸哉たちを発見できずにいた。

「――くっそ。どこ行きやがった、あの二人」

　こちとら、未だに出血している身なのだ。正直、長時間は動けない。

　だというのに――状況は悪化していく。具体的に言うと、日が暮れ始めていた。

「暗くなると、マジで見つけにくいっつーのに……」

　ぼやきつつも、視線は巡らせ続ける。今の俺には、それしかできないという無力感が襲ってくるが、そんなもので悲観的になってる場合じゃない。

　急がなければ。緩ゆる杷ははいずれにせよ死んでしまうかもしれないのだ。

　しかし、《反魔刻印クロステイグマ》の不適合による暴走を、俺はどうやって止めるんだ？

　勢いだけでここまでやってきたが――考えてみると、俺は《反魔刻印》ってものがどういったものかさえ理解していない。

「藍あいさんなら、何か知ってたかもな……」

　しかし、今から協力を仰いでも遅いだろうし、それ以前に藍さんはどちらかと言えば、緩杷のような存在は殺した方がいいと判断するんじゃなかろうか。

　勿もち論ろん、藍さんが酷ひどいという話ではなく、《あちら側》の人間が普通はどう判断するのかを考えてのこと。

　誰だれだって、被害は少ない方を選ぶ。

　でも俺は、そんなふうに切り捨てて解決するなんて、できない。

　我わが侭ままかもしれないけど、絵空事かもしれないけど。

「……知り合っちまったんだから、しょうがねぇだろ」

　誰に向かってか、自分でも解わからない言い訳を呟つぶやいた時、俺は見覚えのある人影を見つけた。

「――って、あれ？」

　噂うわさをすれば影が差すとは言うが――紛れも無く、それは藍さんで、彼女が何な故ぜか、仰あお向むけに倒れている。

「――藍さん!?」

　叫びながら俺は即座に下降して、彼女の側そばに降り立った。

　そのまま彼女の体を抱えて、体を揺らすようにして呼びかける。

「おい、藍さん、藍さん！　何でこんなところで寝転がってんだよ！」

「かなり消耗していたから、だな」

「あ？」

　唐突に聞こえた声に振り返ると――青い肌に二対の翼を持った青年が立っていた。

「…………どの星の方ですか？」

【宇宙人ではない。魔人である】

　その奇異な出で立ちに思わずそう訊たずねるが、彼は動じることなく冷静に返してきた。

「魔人って――」

【灰はい金くがね諸もろ哉やより、この地に呼ばれている】

「諸哉――あぁ、繰理識魔女クルリリスと同じか」

【そうか、彼女に会っているか。ならば話は早い】

「いや待て。その前に、藍あいさんをこんなにしたのは、お前か？」

　俺おれが睨にらむようにして訊ねると、青い男は困ったような表情で答えた。

【確かに、彼女と戦闘したのは認めるが、結果としては、彼女が消耗し過ぎた結果としか言いようが無い。私がしたことと言えば、彼女の攻撃を防ぎ続けただけだからな】

「……。後で話が違って殴り合うことになるなんて、ごめんだぜ？」

【確約しよう】

　当面は、この青い男の言葉を信じるとして、取とり敢あえずは、現状だ。

「なぁ、あんた。あんたが諸哉の仲間だってんなら、今の状況は把握してるのか？」

【さて、私はこの少女を足止めしろとしか聞いていないが】

「……そっか」

【逆に訊ねるが、現状はどうなっているのかね？】

「どうって……、まぁ、あんたの主あるじ、諸哉が緩ゆる杷はを殺そうとしてて、俺はそれを止めようとしてる、って感じだけど」

【ならば君は敵かな？】

「目的が合わないってだけだ。俺は緩杷を助けたい。諸哉は《反魔刻印クロステイグマ》の暴走による被害を止めたい」

【ふむ、成程。確かに両立は不可能だな】

「決め付けんなよ。その方法を俺は探してんだ」

　青い男の言葉に反論するが、しかし彼は自身の言葉を撤てつ回かいしない。

【しかし、私の記憶が正しければ、諸哉が今回代行した任務は、既に危うい状態にある筈はずだったが】

「らしいな。さっき繰理識魔女にも聞いた」

【なら君は、核ミサイルが着弾間近の状態で、撃ってきた相手に話せば解わかると訴えているようなものではないのか？】

「…………そう、なのか？」

【私はそう思うが】

　青い男の例えに、俺おれは一瞬納得しかけるが、すぐに頭を振った。

「いや、これはミサイルじゃない。《反魔刻印クロステイグマ》はさて置いても、緩ゆる杷はは生きてるんだ。だったら、もしかしたら暴走を止める手段があるかもしれないだろう」

【確かに、確定した爆発では無いからそうは言えるのだろうが、前例は無いと聞く】

「なら、俺達たちが初の成功例になればいい」

　真まっ直すぐに、俺は青い男に言い放つ。彼は目を逸そらすことも茶化すこともせずに俺の目を真正面から受けとめていた。

「誰だれが何と言おうと、誰が諦あきらめても、俺は諦めない。お前が諸もろ哉やの考えを優先して邪魔するって言うなら――」

　疲労が残る体に鞭打つように、俺は右腕を雷らい化かし、紫電を巡らせる。



「俺は、お前を倒して進む」



　青い男は何も答えず、腕を組んで黙り込む。

　正直、この時間も惜しいからさっさと進みたいのだが、その途端に攻撃されるとまずいので、俺は雷化を解かずに待ち続けた。

　そして、数分経ったか否かと感じ始めた時に、彼は口を開いた。

【彼女――繰理識魔女クルリリスは、君を見逃したのだな】

「つーか、あいつは賛同してくれた。どうせなら、皆が笑える方がいいって」

【……そうだな。理想とは、常に明るいものだ】

「いや、何でいきなり悟ったようなことを言ってんだよ」

【私も賛同したいが、そう簡単には手を貸せない、ということだ】

「あぁ、そうかい」

　否定的な返事に、俺は臨戦態勢を整え、

【しかし、私は彼女が起きた時、足止めをしなければならん】

「は？」

　彼女とは、藍あいさんのこと、か？

【それ故に、私はここから動くことができん。何せ、私に言い渡された命令は、彼女の足止めだからな】

「あー、……そういうこと」

　青い男の言いたいこと――諸哉からの命令を守りつつ、俺の邪魔をしないことを察した俺は、安あん堵どしつつ雷化を解いた。

「それじゃあ、仕方ねぇよな。何せ、主あるじからの命令だもんなぁ」

【そうだ。仕方の無いことだ。ここで君を逃がしたとしても、な】

「ははっ」

　繰理識魔女クルリリスといい、この男といい、諸もろ哉やが召喚する連中はどいつもこいつもお人好しなのだろうか。

　だが、今はありがたい。

「もしあんたが諸哉に怒られたら、謝罪代わりに何か奢おごるぜ」

【期待しよう】

「あと、藍あいさんのこと、頼むな」

【主あるじからは可能な限り傷を負わせるなと言われている】

「あぁ」

　少なくとも、この青い男に害意は感じられない。だからこそ、藍さんの身を任せ、俺おれは再び空へと飛び上がった。

　そのままどんどん暗くなる町を上空から眺める。

　考えてみれば、繰理識魔女の人ひと除よけとやらで、外出している人は少なくなっている筈はず。だとすれば、無駄にでかい音を探せば、それが緩ゆる杷はや諸哉である可能性は高いんじゃないだろうか？

「つっても、他ほかに当ても無いし……」

　同じ街中なのに何な故ぜこんな苦労が必要なのか。人間が小さいからか――何て悟りのような思考をしだした時、金属同士がぶつかる甲高い音が耳に届いた。

「――どこだっ？」

　些さ細さいな音ではあったが、確かに聞こえたそれを頼りに、俺は降下していく。

　緑ろく杉すぎ町ちようの西側。住居よりもビルが多い一角で――音は次第に大きくなっていく。

「こっちか！」

　音を頼りに翼をはためかせる。

　日が完全に沈み、暗くら闇やみに覆われた時間帯に――俺は、見つけた。

「緩杷！　諸哉！」

　屋上から屋上へと飛び移りながら、緩杷は両手足の装甲を、諸哉は戦斧ハルバートを振ふり翳かざし、互いに引かずに打ち合い続けている――俺の声は、聞こえなかったのか。

　俺は背中を伝う痛みを堪えながら、叫び続ける。

「お前ら、もう止やめろぉ！」

　今度は――緩杷がこちらを見た。彼女には聞こえたらしいが――諸哉は聞こえたにせよそうでないにせよ、緩杷を討つことを優先した。

　つまり、諸哉は俺の声に反応した隙すきを逃さず、戦斧を緩杷の左肩に叩たたき込こんだ。

「――緩杷ぁ！」

　俺おれはその光景に衝撃を受け、叫ぶと同時に雷らい化か、諸もろ哉やに斬きられたことでビルから落ちていく緩ゆる杷はのところまで雷速で移動し――緩杷を抱き上げた。

「緩杷、無事か!?」

「……あー、少年、はは、情けないとこ、見せちまったなー……」

　左肩の傷は――もう少し深ければ臓器を傷つける可能性もあるほど。それだけに出血も酷ひどく、傷口からは少し骨も覗のぞいている。

「くそ、一いつ旦たんここから離れ――」

「どこに行くの」

　上空から、諸哉の声。

　仰ぎ見ると同時――振り下ろされる戦斧ハルバート。

「う、おぁ！」

　ギリギリで旋回して避よけるが、空振りした諸哉は、ビルの壁に難なく掴つかまり、空中にいる俺を感情の籠こもっていない、冷たい視線で射抜く。

「秋あき良ら、彼女を放して。時間が無いの」

「《反魔刻印クロステイグマ》のか？」

「解わかっているなら、尚なお更さら――」

「断る」

「そう」

　俺の言い分も聞かず、諸哉は躊躇とまどい無く壁を蹴けって、こちらに向かってきた。

　流石さすがに人間一人を抱えたまま戦えないし、それ以前に、緩杷は早急に手当てをしないとまずい。だから、俺は背中を見せてでも速度を出して逃げようとする。

　しかし、諸哉は微み塵じんの躊躇いも見せずに飛びかかってきた。

「斧ふ道どう術じゆつの壱――斧ふ断だん通どおり」

「――くぉ！」

　壁際まで追われた時、真正面から振り下ろされた一撃を横っ飛びに回避するが、その際に、その一撃を受けることになったビルの壁は――縦一文字にぶった切れた。

「嘘うそだろ、おい」

　あまりの威力に冷や汗が出てくるが、諸哉は攻勢を緩めない。

　割れたビルの断面に掴まってから、改めてこちらへと、跳躍。そのまま横よこ薙なぎに戦斧を振ってくる。

「――おい、馬ば鹿か、止やめろ！」

「なら、彼女を放して」

「できるわけねぇだろうが！」

　飛び掛った先からビルの壁に張り付いて、また飛び掛ってくる諸哉の攻撃に、避け続けてるのも、限界かと感じ、最小限でも迎撃しようと――

「ぅあ、あ」

　そして、緩ゆる杷はの呻うめき声ごえにぎくり、とした。

　緩杷の体が、発光している。

「な、ん？」

「――そいつを放して！」

　先程までと違い、切羽詰った諸もろ哉やの声。しかしその通りにするわけにはいかずに、戸惑っていると――発光しているのは緩杷ではなく、緩杷の背中だと気付く。

「背中って――」

　確か、緩杷の背中にあるのはサラシで、その下には――《反魔刻印クロステイグマ》が、

「あ、」

　俺おれの呆ほうけた声が後なのか先なのか解わからないが――緩杷の背中から、膨大な光が暴風を伴い迸ほとばしり、俺を緩杷から引き離す。

「――何、だ。畜生！」

　風に煽あおられながらも、どうにか翼を羽ばたかせて平衡を保つ。その途中、諸哉が暴風に耐えながらビルの壁に掴つかまっているのが見えた。

　しかし、数秒たっても暴風も光も収まらない。寧むしろ次第に大きくなっている気がする。

　何が起こっているのかと、眩まぶしさを細目で堪えながら見た先に、緩杷が浮いていた。



　その背中から、禍まが々まがしい翼と光を広げて。



「…………何だあれ」

　暴走すれば爆発すると聞いていたのだが、あれはどう見ても爆発ではなく、何かしらの異能が発現しているようにしか見えない。

　無論、陛下並みにやばい気配はするのだが。

　しかし、当の緩杷は、ぐったりとしたまま動かない。その上、左肩からは今も血は流れ続けている。

　とにかく。状況が解らない。

「緩杷ぁ！　無事か!?」

　とにかく呼びかけてみるが――無反応。いや、この暴風に遮られて声が届いていないのかもしれない。だったら無む理り矢や理りにでも近付いてみようと、翼をはためかせた瞬間、緩杷の背中から溢あふれ出していた禍々しい光が、意思を持ったかのように一点に収束し、大砲のように俺へと突っ込んできた。

「おわぁ！」

「秋あき良ら！」

　どうにか避よけた先は、丁ちよう度ど諸もろ哉やが掴つかまっているビルの壁。

「おい、あれ何なんだよ！」

「解わからない。でも、暴走の予兆かもしれない」

「暴走って、爆発じゃねぇのか？」

「過去の例が多様過ぎて、参考にならない」

「マジですか」

　いまさらな情報に辟へき易えきする。となると、あの状態が既に刻印が暴走しているという可能性もあるということか。実際、さっきは緩ゆる杷はの意思とは関係無し俺おれに攻撃してきたっぽいし。

「しゃーない。突っ込んでみるか」

「え」

　諸哉の驚きの声を無視して、俺は全身雷らい化かし、真まっ直すぐ突っ込んでいく――が、先程と同じく禍まが々まがしい光が行く手を阻むように俺に迫ってくる。

「――このっ、うぜぇ！」

　雷電を叩たたきつけるが、押し退けるどころか相殺すらできず、僅わずかな時間を稼ぐだけに終わる。だが、僅かでも稼いでいる時間で、俺は進み続けた。

「緩杷ぁ！」

　再度呼びかける。その間にも禍々しい光は容赦無く俺へと突っ込んでくる。

　それでも進み続け――漸ようやく緩杷の前まで来たと思ったら、先程までの禍々しい光と暴風が、唐突に止やんだ。

　台風の目と同じなのかなぁ、なんて思いながら、緩杷の意識を確認しようと右手を伸ばして――



　半透明の青白い正三角形が、俺の腕を貫いた。



「――いってぇええええ！」

　いきなりの出来事にそのまんま過ぎる叫び声を上げた途端、その青白い正三角形は消滅し、腕から血が零こぼれ出す。

「……くそ、っていうか今のは」

「あぁ、感謝するよ、天あま音ね櫛ぐし秋良君」

　いつの間にか、緩杷の隣に、半透明の青白い正三角形を足場にして、梔くち子なし香か深ふかが浮遊していた。

「これで漸く、俺はこの力を、この不条理を周囲に知らしめることができる」

　痛む右腕を押さえながら香か深ふかを睨にらむが、奴やつは俺おれを見ていない。ただ、実妹の緩ゆる杷はだけに視線を向けている。っていうか、何で香深がここにいる？

「安心しろ、緩杷。これでお前は自由だ。後は俺が――」

　言いながら、香深は正三角形を新たに発現させて、緩杷の背中に向ける。

　まるで、刻印を狙ねらうかのように。

　そして――



「お前の代わりに、この力を使ってやる」



　どしゅり、と。その角を緩杷の背中――刻印の中央に突き立てた。

「お前、何してやが――」

　る、と言おうとして、あれだけあった光と暴風が、一瞬にして消え去った。そのことに驚いて言葉が無くなる。

　何が起きたのか。いや、待て。確か暴走は刻印保持者を殺せば起こらない。じゃあ……まさか、あの野郎！

「あぁ、成程。暴走中の刻印は他ほかの異能に引かれやすいというのは真実だったか」

　緩杷を――

「殺しやがったのかぁ!?」

　何の異常も見えなくなった緩杷を抱える香深に向かって吼ほえながら、俺は雷らい撃げきを纏まとった拳こぶしを叩たたきつけようと雷速で近付く。

「――ふん」

　それを察したのか、香深は俺の進行方向に青白い正三角形を発現する。それに構わず、いや、それごと香深をぶん殴るつもりで俺はそのまま突っ込み――

「え、」

　ゴキャリと、鈍いのか軽いのか判別しがたい音が、俺の突き出した右拳から聞こえた。

　瞬間、叩たたき込こんだ拳の指の骨が複数潰つぶれた音だと理解する。しかし同時に、俺の右腕に複数の衝撃が走り、どぱんっ、と後ろに弾はじかれながら、いくつもの裂傷が生じ、花火のように血飛沫を上げた。

「――が、あ！」

　何だ――何が起こった？　緩杷から刻印の光が消えた理由は？　っていうか、緩杷は肩と背中の傷は大丈夫なのか？

　自身に浮かぶ疑問に整理をつける間も無く、意識の無い緩杷を抱えたまま、香深は俺に接近してくる。

　離れなければ、と思うが、それは背中への衝撃に阻まれた。

「な、が……！」

「二度目だ。確認するまでも無いだろう」

　香か深ふかの言葉通り、背中に受けたのが香深が発現した青白い正三角形だというのは、その突き刺さる複数の痛みから解わかる。だが、頭が働いても体が動かない。

「君には最大の感謝をもって」

　香深の右手に、小さな青白い正三角形が浮かび、その一角が俺おれの心臓へと向けられる。

「一撃で、弔おう」

　俺は動けない。香深は止まらない。刃物の如きその角が、俺の心臓へと――



「斧ふ道どう術じゆつの参さん、斧ふ壊かい貫かん」



「むっ？」

　バキンッ！　と甲高い音を上げ、香深の左に何かが叩たたきつけられた。香深はそれを咄とつ嗟さに青白い正三角形で防ぐが――十分な隙すきだった。

「――ぶはぁっ！」

　俺は切羽詰った状況に自然と止まっていた呼吸を、思い出したかのように再開しながら、翼を羽ばたかせて香深から離れる。

　その際に何があったかと見れば、諸もろ哉やが香深に戦斧ハルバートで切りかかっていた。

「貴方あなたは、殺す」

「思えば、君とはかなり戦ったものだな」

　正三角形に戦斧を弾はじかれた諸哉は、その反動で後方に跳び、ビルの壁の出っ張りに掴つかまった。

「会う度たびに緩ゆる杷はを異端異常と謗そしり、有害害悪と罵り――死を強しいてきた」

「何な故ぜ、彼女を私と戦わせたの？　未然に防ぐことはできた筈はず」

　壁に引っ付くようにしている以上、諸哉に跳ぶ手段は無いと判断し、念のために彼女の隣まで移動する。無論、視線は香深から離さない。

「それ、俺も聞いたよな。お前、あの時は必要だとか言ってたが――今、真っ当な答えは期待できるんだろうな？」

　俺と諸哉の疑問に、香深は軽く嘆息した。

「この現状を見て解らないのか？　緩杷を、不適合者を《反魔刻印クロステイグマ》から解放するには、一度暴走させるしか方法は無かった」

「何だと？」

「俺が知ったのは、暴走中にある《反魔刻印》は他ほかの異能に引き込まれやすいという情報だった。だから、最も暴走を起こすだろう状況を、緩杷が追い詰められる状況を望んだということだ」

　香か深ふかの言葉が事実だか否かは、今も気を失いながら奴やつの腕に抱えられている、何事もない緩ゆる杷はが何よりの証拠だった。

「もっとも、ここまで上手く吸収できるとは思ってもみなかったが――まぁ、悪いことではない」

「それが、妹のためってか？」

「何度も言っているだろう。理解できないだろうし、理解してもらう気も無い、と」

　そして、と香深は続けながら、いくつもの青白い正三角形を発現していく。

「これ以上、君達たちに生きてもらう気も無い」

　その正三角形の群れが、四方八方から俺おれ達へと襲いかかった。

「諸もろ哉やっ！」

「え――ひゃっ!?」

　俺は左腕で諸哉を抱え、上昇しながら正三角形の凶器をかわしていく。

「あ、秋あき良ら！　諸哉は大丈夫だから！」

「飛行手段を咄とつ嗟さに出せるならさっき出してる筈はずだろ！　いいから、安定した場所まで我慢しろ！」

　上昇しつつ、追いかけてくる正三角形の中で最も近い位置にあるものへ、ずたぼろになった右腕に力を込め、伝わる激痛を堪えて雷電を放つ。

　その一撃が正三角形を捉えた瞬間――またしても、俺の右腕が爆はぜた。

「……がっ、ぁっ……！」

「秋良！」

　一体、何が？　その疑問よりも早く、空中に止まった俺達に襲いかかるの正三角形の大群。それを前に、混乱気味になった俺は、思わず動かない右腕ではなく左腕を使おうとして――諸哉を離してしまった。

「――諸哉！」

「……っ、友情出演サモン／大翅翔魔蝶フオーリウス／空間接続オーバーコネクトっ！」

　完全にバランスを崩されて落下していく諸哉は、戦斧ハルバートを振り回したかと思うと、何も無い空間を叩たたき割った。そこから馬ば鹿かでかい蝶ちようの翅はねを持った少女が出てきて、諸哉を掴つかんで浮かばせる。

「――ほう、召喚術コネクターか」

　諸哉が飛行手段を持っていたことに安あん堵どするより早く、下方から感心したような香深の声。しかも、それを観察するためなのか、俺の周りの正三角形は全すべて止まっていた。

「随分と――余裕だな！」

　その余裕溢あふれる横っ面に、俺は雷らい撃げきを撃ち込んだ。

　しかし、香か深ふかはそれも青白い正三角形で防ぐ。すると、これまでと同じように、今度は俺おれの左腕が爆はぜ、血を撒まき散らす。

「ぐ、が……！」

「懲りないな、君も」

　気付けば、香深が目前まで浮上してきていた。

「今の俺は《反魔刻印クロステイグマ》を手にしたのだ。その意味を、少しは理解できないのか？」

　呆あきれた口調の香深に、俺は繰理識魔女クルリリスの言葉を思い出した。

『矛盾を正当として内包し、不可能を可能にする刻印。保持者に与えられる異能は多様にして不詳』

　異能が多様で不詳――じゃない。問題なのは、矛盾を正当とする、ということ。

　その事実に、まさか、という考えが浮かんだ。

「気付いたか」

　俺の考えを見通したかのように、香深は複数の正三角形を周囲に漂わせる。



「矛盾を正当とする。例えば――他者の攻撃が、俺の攻撃になる、とな」



　それが、俺の腕が攻撃を防がれると同時に傷つけられた正体。

　香深は、俺の攻撃を防いだのではなく、跳ね返したのでもなく――俺の攻撃を、自分の攻撃にしていたのだ。

「矛盾だろう？　君の攻撃である筈はずなのに、それは俺の攻撃なのだから」

　香深は自信満々にそう言う。

　だが――それがどうしたというのだ。

　香深の異能が強いのは解わかる。並大抵の攻撃は寧むしろ被害にしかならないのだから。

　でも俺は、そんな事情は興味無い。

　ただ、香深がいつまでも緩ゆる杷はを抱えているのが許せなくて、俺は怒りのままに陛下の腕を発現、限定解放をする。

「陛下の腕だったら――跳ね返せるのかよ！」

　躊躇とまどい無く陛下の拳こぶしを握り、香深へと叩たたき付けた――だが。

「これは、中々厳しいな」

「…………!?」

　言葉と裏腹に香深の慎重よりも大きな正三角形が俺の、陛下の拳を防ぐ。

　そのまま――陛下の腕へと強大な力が、平価の腕そのものの力が返されるのが解る。

「く、ぉぉおお！」

　その均衡を崩すために、左の拳も叩たたき込こもうとして――、香深はいきなり、正三角形で俺おれを突き飛ばした。

「あっ、お？」

　唐突な出来事にバランスを崩し、慌てて翼を生成しようと意識を集中させ、て、え？

「秋あき良らぁ！」

「いや、本当に君には感謝しているが、最大の障害でもあるようだな」

　俺の体に、いくつもの青白い三角形。遠くから聞こえる諸もろ哉やの声。

　緩ゆる杷はは、まだ血を流しながら香か深ふかに抱えられている。

　あれ、もしかして俺、負ける？

　となると、もしかして陛下が出てくるか？

　そりゃまずいだろ。人ひと除よけだって、どれだけの範囲か解わからないんだから、陛下を誰だれかに見られるのはまずい。

　あー、でも、どうしよう。

　なぁ、陛下。もうちっと、協力してくれ。

　緩杷を助けたいんだよ。

　諸哉に殺させたくないんだよ。

　香深を倒したいんだよ。

　力が、欲しいんだよ。



「――ごぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!」



　気付けば、俺は叫んで――いや、吼ほえていた。

　発現した陛下の両腕が俺の腕に圧縮されていく。

　全身が、陛下の異能を発現する器から、陛下の異能そのものになっていく。

　巨大化はしない。龍りゆうにもならない。

　異能だけが――俺を通して発現する。

　でも、陛下そのものを顕現したわけじゃないから、傷は治らない。胴体も右腕も痛いまま。

「どうでもいいだろ――。いくぞっ！」

　俺の両手足は、雷電を爆はぜさせながら鋭い爪つめを備えている。

　人型のまま、龍の特徴をそのまま発現した状態。

　限定解放――雷電存在。

「お――あらぁあああ！」

　さっきまでよりも質量が遥はるかに上がった状態。そのまま殴りかかった俺の拳こぶしは――防御のために発現した香深の青白い三角形にぶつかり、数秒拮抗を見せたと思うと、ガラスを砕くように叩たたき割った。

「――くぅ、」

　香か深ふかが焦りを見せて、後退する。俺おれはそれを逃さないよう、いつも以上にはっきりと生成された翼で追いかける。

「待ちやがれ！」

「く、来るなぁ！」

　青白い正三角形がいくつも俺へと向けられる。それを掻い潜るが――避よけきれずに一発が脇わき腹ばらへと突き刺さる。

「ぐげぁっ」

「落ちろ！」

　蛙みたいな鳴き声が俺の喉のどから出た途端、さらに正三角形が畳み掛けられるが――歯を食いしばって、前進する。

「――ぉおおぉぁあぁああ!!」

　その間に、正三角形が何度も体を掠かすめる。その度たびに体が揺らいで落ちそうになるが、だからどうした！

「何な故ぜ――何故だ！　《反魔刻印クロステイグマ》の力に、何故貴様は抗う！」

「力って――ただの攻撃じゃねぇかぁ！」

　俺の叫びに、香深は一瞬、びくん、と身を振るわせる。

「人の攻撃がなくちゃ――人を利用しなきゃいけないような力なんかが――陛下より強いわけがねぇだろうがぁっ！」

　俺に向けられた攻撃を掻い潜って突き進む。

　もう少し。

　もう少しで、香深に届く。

「香深ぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああ!!!」

　これまでの怒り全部を込める気力で――俺は左の拳こぶしを握り込み、

「来るな、止やめろ、俺の邪魔をするなぁあぁぁぁあぁああああああああああ!!!」

　半ば錯乱状態の香深が、最後の足掻きのように青白い正三角形を発現し、巨大な防壁のように何枚も重ねていく。

　だが――所しよ詮せんはその程度。

　矛盾を発現するといっても、付け焼刃でしかない、未熟な異能。



　だから、俺は恐怖を微み塵じんも感じずに、真正面から左の拳を――落雷のような一撃を、香深の顔面に叩たたき込こんだ。



「――ぶが、ぁああ！」

　香か深ふかの手から、緩ゆる杷はが離れる。それを掴つかみ上あげて――落ちていく香深を見る。

　その表情は、この結果が信じられないとでも言いたそうなもの。

「でも、現実だ」

　最後に、それだけ言って――しかし、香深は諦あきらめていなかった。

「こ、こんな、認めんぞぉああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!」

　香深の体が歪ゆがむ――膨れていく。

「何だ？」

「多分、許容量を超えた力を《反魔刻印クロステイグマ》から引き出そうとして、暴走に近い状態になったと思う」

　いつの間にか隣に来ていた諸もろ哉やが、馬ば鹿かでかい蝶ちようの翅はねをつけている少女に掴まることで飛びながら、そんなことを言った。

「何、自や棄けになったってこと？」

「そう。誰だれもが秋あき良らみたいに、欲しい力がすぐに手に入るわけじゃない」

「そんな風に言われたくはねぇけどな……」

　しかし、確かにその通りなのだろう。

　陛下は、決して俺おれに無理はさせずに必要な力を示してくれる。

　なら――今まさに人間を捨てるように体を変化させている香深は何なのか。

　生あい憎にくと、俺は変身を待ってやるほど子供では無いので、躊躇ためらい無く雷らい撃げきを元香深に撃ち込む――が、一瞬にして湧わき上あがった光が、その雷撃を飲み込んでいった。

「あれ？」

「おそらくは、先程の梔くち子なし緩杷と同じ状態」

「いやでも、あいつ、不適合者だったのか？」

「例え適合者でも、身に合わない力は身を滅ぼす」

「そりゃあ、そうだけど――まぁ、いいか」

　今は、置いておこう。

　俺は緩杷を諸哉に預ける。

「どうするの？」

　下では、何かもう香深の姿は微み塵じんも見えず、代わりに禍まが々まがしい光が大蛇のようにいくつもうねっている。

「別に、全力で叩たたき潰つぶすだけだ」

　雷電存在の発動状態で――限定解放、を発動する。

　思いつきではあるが、どうやら可能だったようで、俺おれの両側に陛下の両腕が発現した。

「……悪いな、緩ゆる杷は」

　今も意識を失っているだろう緩杷に、一応謝っておく。

　俺は――お前の兄貴を殺すよ。

「香か深ふか」

　俺の異能に反応したのか、それとも殺意に反応したのか、うねる光が纏まとめて俺に突っ込んでくる。

　それを見ながら、俺は陛下の両腕と俺自身で大規模の雷電を発生させる。



「お前、緩杷のこと、ほんとは守りたかったんじゃねーのか？」



　十分に引き寄せて――



「始末だけは、任せとけ」



　膨大な落雷を起こして、俺は禍まが々まがしい光を纏めて押おし潰つぶした。



    

  
    
      
エピローグ



　うっすらと意識が覚かく醒せいしていく中で、話し声が耳に届いた。

「そう。秋あき良ら君だけじゃなく、藍あいさんや緩杷ちゃんも怪け我がをしてるのに、その上で私には『何も無かった』の一言で誤ご魔ま化かすと、そういうつもりなのね」

「悠ゆう錐きり先生の懸念も解わかるが、しかし――実際大したことがあったわけでは無いのでな。そう言う他ほかに無いのだ」

「そうだね。諸もろ哉やも同じことしか言えないかな。勿もち論ろん、在ある歌か先生が諸哉に顛てん末まつを聞きたいって言うならだけど」

「……はぁ、もういいわ。どうせ私は教師だから、生徒とは交じれないのよね。悲しいわ」

「……何とまぁ、皆さんお揃そろいで」

　目を開けると、俺が寝ているベッドの周りには在歌さんに藍さん、壊かい世ぜに諸哉が集まっていた。

「ぐみゅー、すー」

　壊かい世ぜだけ俺おれのベッドに頭を預けて寝てるけどな。

「あ、起きたの秋あき良ら君。調子はどう？　痛いところは無い？　どこか動かないところとかわ？」

「いや、無いけど」

　目を覚ました途端、至近距離であれこれと訊きいてくる在ある歌かさん。……んん？　ていうか、ここって――

「病院？」

「当然だ。傷が結構深かったしな。医師の話では、最低でもあと一週間は入院が必要だそうだ」

「俺、そこまで重症だったっけ？」

「正確には失血の方が酷ひどかった。全く、あんな体で、どれだけ無茶をしに飛び出して行ったか、解わかったものではないな」

「……飛び出すようなことがあったの？　秋良君？」

「そりゃ、学生だし。青春は飛び出して何ぼでしょう」

　追及されるとまずそうな在歌さんの言葉を誤ご魔ま化かすが、やはり在歌さんがいると事後報告はしにくい。

　そんな空気を察したのか、在歌さんが深い溜ため息いきを吐ついて出口へと歩いていく。

「ねぇ、秋良君」

「ん？　何？」

「私、いつまででも待っててあげるから」

　それだけ言って、在歌さんは病室を出ていった。

「……どういうこと？」

「秋良が鈍いってこと」

「そうだな」

「Ｚｚｚ」

　俺の質問に、理り不ふ尽じんな回答をする女性陣。壊世に至っては眠っているために回答すらもらえなかったが。

　でも、まぁ。こうして全員が顔を合わせられる状況になったのは喜ぶべき、なんだろうな。――いや、全員？

「なぁ、藍あいさん」

「ん？　何だ」

「緩ゆる杷はは？」

「安心しろ、生きている。寧むしろ貴様よりも健康体だ。だが、今はＷＨＯの方で多少の検査を受けている」

「んじゃ、香か深ふかは？」

「ＷＨＯで拘束中だ。あの男に関しては、被害者ですとは言えないからな」

「……あいつも、生きてたのか」

「貴様が放っただろう焦げ跡の中心で、比較的軽症で見付かった。モロヤから話を聞く限りじゃ、おそらく《反魔刻印クロステイグマ》の魔力と貴様の一撃が相殺し、本体である香深は軽症で済んだ、というところか」

「……隣県でのホテルの爆発。あれ、香深の仕業ってことでいいのか？」

　俺おれの問いに、諸もろ哉やが少し気まずそう顔をした。

「諸哉？」

「あれは、正確には諸哉の責任」

「責任て言うと？」

「代行の仕事ではあったけど、梔くち子なし香深の所在がハッキリしたのはあの時が初めて。だから、その……逃がさないために、過激な手段を取った」

「……成程」

「しかしあくまでも《欠けつ虹こう称しよう》の仕事として、だからな。何より、香深はそれ以外にも傷害をいくつも行っている。何より、精神状態が平常では無い」

　藍あいさんの補足に、俺は肯く。

　妥当と言えば、妥当な結果なのかもしれない。

「秋あき良らは、諸哉を責める？」

　諸哉は、両目に涙を湛こらえて、膝ひざの上で拳こぶしを握っている。それは自身の過ちを、救える筈はずの者を殺そうとしたことを認めた上で、悔やんでいる証拠だった。

「俺に言っても仕方ないだろ、それは」

「……そう、だね」

「ちゃんと、緩ゆる杷はに土下座しとけ」

「その緩杷だが、検査が終了し次第、安全な場所へと住まわせることになっている」

「安全な場所？　しかも住まわせるって――」

「彼女はもう、まともな親族はいないからな」

　それはそれで、辛い現実だろう。

　勿もち論ろん、受け入れるかどうかは緩杷次第だから、俺は何も言えないけど。

「貴様の質問の答えは、こんなものだ」

「あぁ、そうだったな。うん、ありがとう」

　その日は、俺が起きたばかりだということも合わせて、そこで解散になった（寝たままの壊かい世ぜは藍さんが引っ張っていった）。

　誰だれもいなくなった病室で、俺はベッドに寝転がったまま窓越しに空を見る。

　青い――馬ば鹿かみたいに青い空。

「ただ生きるってだけが難しい、か」

　今回の件を思い返して、俺おれはそっと呟つぶやいた。

　香か深ふかは、いざとなれば緩ゆる杷はを見捨てて普通な人生を掴つかむことも可能だった筈はずだ。それをしなかったのは、勿もち論ろん家族を思うゆえの行動だったんだろうが――その結果が、自分を犠牲にしてまで――っていうのは、悲し過ぎる。

　しかし、何だろうか。

　香深に関しては、妙に引っかかる部分があった気がする。

　緩杷を守るために手を汚し続けていたのは解わかるけど――妹の緩杷が《反魔刻印クロステイグマ》の所持者だからって、香深が異能者である理由にはならない。才能があったって言われたら、それまでだけど。

　何だろう――何とも言えないというか、言いにくいような気持ち悪さが残っている気がする。

　それに――異能を持ったというのなら、それこそ生きることにもっと前向きになれる気がする。だって、異能ってのは『他人とは違う力』なのだから。自分を主張し、自己を押し通すことができる、それこそ妹を守りきれる力であった筈なのに。

「考えても仕方ない――のかなぁ？」

「仕方ないんじゃねぇの？」

「――え？」

　気付けば、窓が開いており、窓枠に一人の男が座っていた。

「…………何、で」

「久しぶりだな、こうして顔を合わせんの」

　裾すそが異様に長い黒のノースリーブのタートルネックパーカに、同色のスラックス。艶つややかな黒髪は後頭部で纏まとめられ、全すべてを悟ったような双そう眸ぼうが、俺に向けられている。

　その、歳としの割に幼く見える顔は、久しぶりではあっても、忘れたことなど無い顔。

「しっかし、今回は面倒なことになってたらしいな。まさか諸もろ哉やがお前といざこざ起こすなんて。予想外だったとしか言いようがねぇな」

　こちらの心境など知りもせず、独りでに語り出すのも変わっていない。

「……で？　何かと聞きたそうな顔してるが？」

「いや、何でここにいるんだよ――華か散ちる」

　華散――千せん道どう寺じ華散。

　神出鬼没であるけれど、機会があれば連絡は取り合う。



　そして、俺を《雷哮神龍ジヤマーヴアル》にした張本人。



　俺おれの主あるじであり――悪あく魔まと呼ばれる、その人だった。

「ここにいる理由、ねえ。お前が心配になった、ってだけじゃ足りないか？」

「いや、別に構わないけど――」

　彼を前に、寝たままなのは失礼と思って上体を起こそうとすると、右手で止められた。

「寝てろよ。病院は怪け我が人にんが休む場だ。健康体の人間に合わせる必要はねぇよ」

「……すまん」

「お前が謝る必要なんか無いだろ」

　華か散ちるは苦笑交じりにそう言って、頭を下げてきた。

「寧むしろ、すまんな。今回の件に、こうやって終わった後にのこのこと出てくる破目になって」

「いや、そんな、それこそ今回のことは俺が勝手に動いたことなんだから」

「勝手に、か」

　華散は、今度は何な故ぜか嬉うれしそうに笑った。しかし、すぐにその笑みは消えた。

「《反魔刻印クロステイグマ》――か」

「あぁ、やっぱり知ってるんだ」

「まぁな」

「香か深ふかも、不適合者だったのか？」

　不適合者、という単語に、華散は嘆息してから驚きの発言をした。

「元より、そんなもんはいないんだよ」

「……………………は？」

　衝撃的な発言に、俺は開いた口が塞ふさがらなかった。

「ま、待てよ！　じゃあこれまでの暴走したっつー人達たちは？」

「どっちかっつーと、拒絶反応だな。《反魔刻印》は人の感情に作用することが多い。だからこそ、刻印そのものを疎んじると、刻印もそういう方向に働き出す。自身の宿主を否定するように、な」

「……何で華散がそんなこと知ってんの？」

「俺が《反魔刻印》の不適合者と呼ばれた、暴走した奴やつらを何人も殺してきたからだ」

「…………なっ」

「そんなもんさ」

　声が無くなる。そんな俺を察してか、華散は話題を変えた。

「なぁ、秋あき良ら。今の人生は楽しいか？」

「え？　何いきなり」

「どうだ？」

　確認するように訊たずねられ、俺おれは少し考えてから、短い答えを返した。

「多分、楽しいかな」

「多分？」

「あぁ、多分。少なくとも、人生止やめたいと思ったことは無いから。多分、楽しいんだと思う」

「今回みたいなことがあっても」

「あったからこそ、それを無駄にしないためにも、笑って生きるべきなんじゃないかな」

「――そうか。そりゃそうだな」

　静かに笑って、華か散ちるは窓枠に足をかけた。

「もう、行くのか？」

「お前は大丈夫そうだからな」

　だから、安心できた。

　そう言い残し、華散は五階である筈はずの病室の窓から出て行った。

　まぁ、あいつの場合、この程度の高さなんて苦でもないのだろうけど。

　それはさて置き。

「……そうか。俺、人生は楽しいのか」

　華散に答えた自分の言葉に、俺は改めて自分で感心していた。

　少なくとも、忘れちゃいけないことは忘れていない。背負わなければいけないことは、未いまだ背負えている筈。

　その上で、俺は人生を楽しめているのだろうか。

　そんなことを考えていると――俺の意識は途切れていた。



　　　◆



「あ、アキちゃん起きましたです」

　次に目を覚ますと、壊かい世ぜがドアップで目に映った。

「壊世？」

「あい、壊世ですよぅ。気分はどうですかね？」

「んー、不調は感じないな。体力は落ちてる気はするけど」

「そですか」

　ぼふんと、壊世は唐突に、布団越しに俺の胸の上に上半身を倒してきた。

「俺、一応怪け我が人にんなんだが」

　俺の言葉を無視して、壊世は布団に顔を埋めたまま喋しやべり始めた。

「アキちゃんは優し過ぎます」

「いきなりなんだよ」

「自分以外のために体を張り過ぎです」

「……そんなことは無いと思うがなぁ」

　自分で言ってはみたが、今の自分を省みてみれば、説得力なんて皆無なことこの上ないのである。

「アキちゃん。一個だけ約束してください」

「ん？」

「我わが侭ままかもしれませんけど、アキちゃん。お願いですから、自分を犠牲にしてまで誰だれかを助けようとなんてしないで下さい。犠牲の上に成り立つ救済なんて、ただの自己満足にしかならんです」

「…………言いたいことは、解わかる」

　壊かい世ぜの頭に手を伸ばし、そのまま撫なでてやる。壊世は嫌がることも無く、「むにゅ」とだけ呻うめいた。

「俺おれだって死にたいわけじゃない。そう簡単に自分の命は捨てないさ」

　でも。俺は一つだけ知っている。

「でもな、壊世。世の中はやって後悔するより、やらずに後悔する方が遥はるかに重いんだよ。だから、俺は自分に出来ると思ったことはやり抜いてみるんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「…………アキちゃんらしいです」

「そうか？」

「でも、約束してください」

「こだわるな」

「こだわります」

「……そうだな。解わかった」

　何な故ぜだかは解らないが、俺おれは壊かい世ぜの言葉に頷うなずいた。

「俺は、誰だれかの犠牲にはならない。それでいいんだよな」

「――あい」

　布団に顔を埋めたまま、それでも嬉うれしそうに返事をする壊世に、俺は若干気分がよくなった気がした。



　一週間後。

　退院した俺が壊世と一緒に（平日ゆえに在ある歌かさんや藍あいさん、諸もろ哉やが同行できなかった）久しぶりに我が家へと戻ると、既にＷＨＯの親切心によって修理された家の前に人影があった。

　見覚えのある金の髪、チャイナドレスに、黒い重装甲。

　俺達たちが近付くと――「よう」ときさくに手を上げた。

「……緩ゆる杷は」

「久しぶり、少年」

　嬉しそうに、彼女は俺に近づいてきた。

「お前、何でここに――」

「そりゃー、決まってんじゃん」

　緩杷は俺の荷物を持ってくれた。

「まだ体調は戻ってないんだろ？　少しは手伝うさ」

「いや、ありがたいけど、何で――」

「信頼できて、住人に実力もあり、ジブンも納得できる。その上でＷＨＯの監視もしやすい場所」

「あ？」

「この条件、ジブンがこれから住むべき場所のものなんだが、少年の家がぴったりだと思わないか？」

「まぁ、そうだろうけど」

「そういうことだから、これからもよろしく」

　それだけ言って、俺から鍵かぎを受け取り、自分の荷物も合わせて俺の家へと入っていく緩ゆる杷は。隣では壊かい世ぜが「ぬーん」と言いながら微妙な表情をしているが、俺おれは悪いことに思えない。寧むしろいいことだと思う。

「おーい少年、入らないのか？」

「あぁ、今行く」

　諸もろ哉やの背中に、もうサラシは無くなっていた。

　もう《反魔刻印クロステイグマ》は消えてしまったから。

　代わりのように、そこには傷がある。

　香か深ふかがつけた刺し傷が。

　それを隠さない理由は解わからない。でも、もしかしたら、もう会えないかもしれない兄を思ってのことなのかもしれない。

　例え傷つけられても、過去が消えるわけじゃない。緩杷にとっての優しかった香深がいなくなるわけじゃないんだから。

　とはいっても、これは全すべて予測でしかないから、実際がどうかは解らない。

　でも、俺は、そう解釈することにした。

　実際はどうだか解らないが――まぁ、女性に心境を訊たずねるって、何か躊躇ためらわれるし。

　だからまぁ、いいんじゃないかな？



　これからも、気が合う限り友人でいられればさ。



〈了〉



    

  
    
      
あとがき



 どうも皆様、伊い上がみ円まどかです。

　前回に引き続き、ドラゴンブラッドの第二巻を書かせていただきました。

　こうして二巻が出てみると中々に感慨深いものがあります、と言いたいですけど、今回に限っては自分の経験不足と認識不足が重なって、担当さんや絵師さん、その他ほかの方々に多大な迷惑をおかけしての制作だったため、下げた頭を上げられない状態です。

　そんな自分に担当さんは励ましの言葉をくれて、絵師さんには前回同様に、自分の考えていた以上に素晴らしいイラストを描いていただき、少しでもそれに応えられればと、諦あきらめずに続けることができました。

　その他にも、私生活の中でも応援の言葉をくれた人達たちや、この本を手に取ってくださった皆様。そんな多くの人達に自分は支えられているのだと、改めて実感することができました。

　短くなりましたが、そういった自分に関かかわった全すべての人達に、不尽の感謝を。



伊上　円
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